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○日 時  令和５年３月 13 日 

      午前 10 時 00 分開議 

─────────────────────── 

○場 所  議 場 

─────────────────────── 

○出席委員（14 名） 

委 員 長    山 田 庫司郎 

副 委 員 長    立 崎 聡 一 

委   員    石 垣 直 樹 

井 戸 達 也 

小田部   照 

金 兵 智 則 

栗 田 政 男 

工 藤 英 治 

澤 谷 淳 子 

永 本 浩 子 

平 賀 貴 幸 

古 田 純 也 

松 浦 敏 司 

村 椿 敏 章 

─────────────────────── 

○欠席委員（１名）      近 藤 憲 治 

─────────────────────── 

○委員外議員（０名） 

─────────────────────── 

○説明のため出席した者 

市 長   水 谷 洋 一 

副 市 長   後 藤 利 博 

企 画 総 務 部 長   秋 葉 孝 博 

市 民 環 境 部 長   武 田 浩 一 

 市 民 環 境 部 次 長   田 邊 雄 三 

健 康 福 祉 部 長   桶 屋 盛 樹 

健 康 福 祉 部 参 事 監   永 森 浩 子 

農 林 水 産 部 長   川 合 正 人 

観 光 商 工 部 長   伊 倉 直 樹 

建 設 港 湾 部 長   立 花   学 

水 道 部 長   柏 木   弦 

会 計 管 理 者   野 呂 俊 広 

企 画 調 整 課 長   佐々木   司 

企 画 調 整 課 参 事   山 縣 叔 彦 

情 報 政 策 課 長   高 橋   剛 

総 務 防 災 課 長   日 野 智 康 

総 務 防 災 課 参 事   八百坂 則 勝 

職 員 課 長   寺 口 貴 広 

財 政 課 長   古 田 孝 仁 

税 務 課 長   清 杉 利 明 

市 民 環 境 部 次 長   田 邊 雄 三 

市 民 活 動 推 進 課 長   渡 辺   昭 

戸 籍 保 険 課 長   渡 邉 眞知子 

戸 籍 保 険 課 参 事   田 中 靖 久 

庁 舎 整 備 推 進 室 参 事   遠 藤 崇 哲 

庁 舎 整 備 推 進 室 参 事   里 見 達 也 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

教 育 長   岩 永 雅 浩 

学 校 教 育 部 長   田 口   徹 

社 会 教 育 部 長   吉 村   学 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

選 管 事 務 局 長   高 井 秀 利 

選 管 事 務 局 参 事   大 嶋 尚 士 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

監 査 事 務 局 長   永 倉 一 之 

─────────────────────── 

○事務局職員 

事 務 局 長   林   幸 一 

事 務 局 次 長   石 井 公 晶 

総 務 議 事 係 長   法師人 絵 理 

総 務 議 事 係   早 渕 由 樹 

係   山 口   諒 

─────────────────────── 

午前 10 時 00 分 開議 

○山田庫司郎委員長 おはようございます。 

本日の出席委員は14名で、定足数に達しており

ますので、ただいまから本日の委員会を開きま

す。 

 本日の委員会には、次の委員から欠席の届出が

ありましたので報告いたします。 

 欠席、近藤憲治委員。 

 それでは初めに、当委員会の進め方について説

明いたします。 

 まず、質問席と答弁席についてですが、質問席
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につきましては、中央に用意しております。 

 委員の方は、委員長に許可を求めた上で質問席

に着き、起立して質問を行い、着席して答弁を聞

いてください。 

 答弁席につきましては、演壇と自席といたしま

す。自席付近にマイクを用意しておりますので、

起立して御発言をお願いいたします。 

 さらに、関連質疑の場合は、同一会派の委員に

限り、主質疑者の同意の下に、委員長に許可を求

めた上で質問席から質疑を行うこととし、その

間、主質疑者は自席に戻っていただきます。 

 次に、質疑応答時間の関係でありますが、委員

の皆様方から向かって右側の議員出席数表示器の

下にランプの表示器が設置されていますが、質疑

応答時間１時間の５分前にブザーが鳴り、黄色の

ランプがつきます。また、質疑応答時間が１時間

になりますとブザーが鳴り、赤いランプがつきま

す。時計を見計らいながら質疑を行っていただき

ます。委員と理事者皆様の御協力をお願いいたし

ます。 

 それでは早速、本日の日程であります一般会計

の歳入のうち、一般財源となる歳入と、一般会計

の歳出のうち、議会費、総務費、消防費、公債

費、諸支出金、予備費及びその特定財源に関する

歳入の細部審査に入ります。 

 それでは質疑のある方、挙手を願います。 

おりませんか。 

 古田委員。 

○古田純也委員 おはようございます。研政会の

古田でございます。私から３点ほど質問させてい

ただきます。 

ことしのまちづくり、１ページ目になります。

公式ウェブサイトリニューアル事業について。大

変ホームページが新しくされるという、期待する

事業ではございますが、探しやすいようにリ

ニューアルされるということで、そもそもこの

ホームページの閲覧数というのはどのぐらいの数

があるのかお尋ねいたします。 

○佐々木司企画調整課長 現在公開をしておりま

す網走市の公式ウェブサイト、こちらの閲覧数で

ございますが、令和４年、直近の１年間で申し上

げますと、アクセス数は約182万件、１日当たり

ですと5,000件の来訪者がございます。ただ、傾

向を見ますと、コロナのクラスター公表時にアク

セスが伸びたことですとか、あるいはワクチン接

種のオンライン申込みといった窓口機能を兼ねて

いたこともありまして、新型コロナに関連してア

クセスが伸びたという特殊要素を含んでいるもの

と分析をしております。 

感染拡大前の平成31年では、アクセス数は約75

万件、１年間で75万件、１日当たり約2,000件の

アクセスがございまして、これが通常時の実績で

あろうと捉えております。 

○古田純也委員 かなりの方、閲覧されているの

かなと受け止めたのですけれども、先ほどのコロ

ナの関係、ワクチンの接種という部分で皆さん興

味を抱く部分がありますが、網走ではいろいろな

行事、イベントも設けておりますので、月別で、

特にこの12か月でイベントが多いときとか、そう

いう何か特化している月というのは、そういう

データというのはわかるのでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 個別のイベント情報等

に係ります、具体のと言いますか、それぞれ個々

のページに対応したアクセスというのは、詳細に

分析したものはございませんが、傾向といたしま

しては、毎年４月、５月頃、それから７月にアク

セス数が増えている傾向は見て取れます。恐らく

ですけれども、４月、５月は転入者が多くなる時

期でございまして、ごみの収集ですとか分別に関

するページ、それから７月頃についてはキャンプ

場に関連するページにアクセスが多いと、こう

いった傾向が毎年見られております。 

○古田純也委員 わかりました。特にこの探しや

すいという部分では、今答弁いただきました、４

月、５月、７月の、探しやすいように工夫されて

いる部分っていうのがあるのでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 傾向としてはごみの収

集、分別に関するページ、４月、５月に多く見ら

れているという傾向はありますけれども、アクセ

スされた方につきましては、皆さん検索をしてそ

のページにたどり着いていただくというルート、

階層ではなくて直接そのページにアクセスしてい

るという傾向が見られますので、恐らくキーワー

ド検索をして当該ページにたどり着いているもの

と思います。 

今現在、公式ラインも始めまして、そちらのほ

うからも直接入れるようにしておりますので、今

後新しい公式サイトを立ち上げた際には、その傾

向も探りながら、時期に合わせて、例えばトップ

ページの入り口を修正するですとか、直接入って
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いける場を設けるですとか、そういった工夫を凝

らしてまいりたいと考えております。 

○古田純也委員 わかりました。 

それでは、次の質問に入ります。 

同じくまちづくりの４ページになります。花

いっぱいまちづくり推進事業についてお尋ねいた

します。 

町内会活動、懇親またはまちの景観をよくする

ための事業だと思いますが、このセミナーを開催

しますっていうふうな、書かれているのですけれ

ども、このセミナーとはどのようなセミナーなの

かお尋ねいたします。 

○渡辺昭市民活動推進課長 セミナーにつきまし

ては、昨年では元気なお花を育てようというセミ

ナーを５月にてんとらんどのほうの会場で開催を

しております。 

本年度につきましては、その際に花植えをして

おりますので、今年は博物館網走監獄のほうで予

定して考えております。 

○古田純也委員 花いっぱい、町内会でだんだ

ん、コロナの影響もあったのか、なかなか引き受

け、担い手が少ないというような話もあるのです

が、実際引き受けていただける町内会の数という

のは、この事業に対してはどのような傾向なので

しょうか。お尋ねいたします。 

○渡辺昭市民活動推進課長 平成31年度87団体、

令和２年度85団体、令和３年度85団体、令和４年

度78団体と、ここ数年、大体同じぐらいの推移は

しておりますが、令和４年度はやはりコロナ禍の

影響、参加される方が感染症を危惧されるという

ことが多いということで、参加を自粛されている

方がおられるということはお聞きしております。 

○古田純也委員 ますますちょっと減ってきてい

る傾向はあるのですが、ここをまた増やす取組な

んかもし考えがありましたらお尋ねいたします。 

○渡辺昭市民活動推進課長 本年度の町内会連合

会との会議の中でも花の植栽についてお話をして

おり、引き続き福祉施設や市民団体、ボランティ

アなどの連携を図り、環境美化に取り組むよう町

内会連合会と共に、今後も協働のまちづくりが推

進されるよう進めていきたいと考えております。

○古田純也委員 わかりました。 

それでは同じページの高齢者運転免許自主返納

促進事業についてお尋ねいたします。 

拡充されている事業で、どこバスの定期券３か

月分を交付されるということで拡充されていると

思いますが、実際に警察署に自主返納されている

数はどのぐらいの人数の方がいらっしゃるので

しょうか。 

○渡辺昭市民活動推進課長 網走警察署に自主返

納されている方、令和５年２月末現在で、60歳以

上で119名となっております。 

○古田純也委員 実際に119名警察のほうに返納

されて、この事業、自主返納事業に、市役所に届

出を出す方というのはどのぐらいの人数になるの

でしょうか。 

○渡辺昭市民活動推進課長 令和４年度の利用券

交付者は令和５年２月末現在で85名となっており

ます。 

○古田純也委員 119名警察のほうに申請して85

名、この自主返納促進事業に届出を出している

と。全員ではないのですけれども、取りこぼしみ

たいな感じの方には、何かを周知をするという手

立てはあるのでしょうか。 

○渡辺昭市民活動推進課長 まず人数のほうの関

係だったのですが、ちょっと説明が悪かったかも

しれないのですけれども、網走警察署の免許返納

者は60歳以上の方の人数でカウントしております

ので、まずそちらが119名ということで説明させ

ていただきます。 

それと網走市の申請なのですが、75歳以上なの

で85名となっています。 

周知方法なのですが、市の広報紙、高齢者交通

安全教室での紹介、コミセン、住民センターでの

チラシ配布、市ホームページの下に警察署での免

許返納時にお声かけをお願いしておりますので、

周知はしていると考えております。 

○古田純也委員 75歳以上の方が対象だというこ

とで確認しました。最近高齢者の事故も多いの

で、ぜひ、この事業に対してはもっと拡充してい

ただきたい。できればどこバス３か月以上の期間

を定期で発行していただければいいなという考え

がありますけれども、今のところそういう考えは

あるのでしょうか。 

○渡辺昭市民活動推進課長 今年初めてその３か

月ということで始めておりますので、まずこの状

況を見させていただいて、将来的にどうなのか

と、ちょっとお答えできるものはないものですか

ら、現状では今の対策を進めさせていただきます

ということで回答させていただきます。 
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○古田純也委員 私から以上です。 

○山田庫司郎委員長 次、澤谷委員。 

○澤谷淳子委員 おはようございます。私からは

１件だけなのですけれども、ことしのまちづくり

の２ページ目、生活安全の③避難路照明整備事業

についてお伺いいたします。 

これは新規事業で2,221万円ということだった

のですけれども、この海岸町から向陽に上ってい

く避難路に照明がつくということだと思うのです

けれども、もともと照明がなかったところに新た

につけるっていう感じなのですけれども、この避

難路が完成したのはいつだったでしょうか。 

○八百坂則勝総務防災課参事 海岸町の津波避難

路の関係についてでございますが、こちらにつき

ましては、町内会より津波避難路の設置要望が

あったという経緯で、北海道が治山施設管理通路

として平成29年に北海道が整備したものでござい

ます。 

○澤谷淳子委員 そうしたらそれまでは照明がな

く、暗いままだったですよね。御近所の方から

ちょっと聞いた話によりますと、早く照明をつけ

てほしいということを言っていたので、大変いい

かなと思ったのですが、ただ高齢の方がどうして

も多いので、自分がいざ避難しようというとき

に、勾配が急すぎて、ほぼ垂直に感じると言って

いたのですけれども、それがちょっと急すぎて避

難路としてどうなのでしょうかというお問い合わ

せがあったのですが、その辺はいかがでしょう

か。 

○八百坂則勝総務防災課参事 ただいまお話のご

ざいました高齢者には急勾配であるという階段な

のですが、現時点での勾配の緩和、こちらにつき

ましては、北海道が整備したものということで、

住民の利用については、あくまでも災害時、そし

て訓練時についての利用のみということで、北海

道のほうと協定のほう締結を結ばせていただいて

おります。 

昨年度、海岸町町内会と向陽ケ丘連合町内会の

合同避難訓練を実施しましたが、こちらの中では

84歳の方もこちらの階段を上っていただくなど御

参加いただいております。その中で大変だという

御意見はございましたが、皆さんで励まし合い、

助け合いながら階段を上りきって、一時避難所と

なる第２中学校に避難されたところでございま

す。 

○澤谷淳子委員 この間、その津波の高さが網走

で5.4メートルくらいはっていうのは、この海岸

町の辺りの地域は入っていましたか。 

○八百坂則勝総務防災課参事 先日、２月に北海

道のほうで津波避難想定区域の公表がなされたと

ころでございますが、こちらで調査結果のほうを

確認させていただいた限りでは、二ツ岩先から岬

にかけての区間ということで、最大の津波高のほ

うになるということをお伺いしております。 

○澤谷淳子委員 逆にそうしますと、あそこは道

営住宅が５階建てだったかな、あって、そこに避

難したほうが早い方も、階段に皆さん、たくさん

上れると思うので、そこに避難、避難というか、

道営住宅はそのような指定とかはないのでしょう

か。 

○八百坂則勝総務防災課参事 現在、そういった

公共施設とか、実際に津波避難ビルとして、うち

のほうで指定しているところは緑町にございます

国の宿舎１か所のみとなっておりまして、今後、

順次拡大に向けて取組のほうは進めさせていただ

きたいと考えております。 

○澤谷淳子委員 了解しました。 

私からは以上です。 

○山田庫司郎委員長 次、村椿委員。 

○村椿敏章委員 日本共産党議員団の村椿です。

よろしくお願いいたします。 

最初に、財政のことについて、歳入の部分につ

いて確認させていただきたいと思います。 

今年の予算の中では、学校給食の無償化や補聴

器の助成なども出ておりますが、そういった中で

歳入の内訳の中で、ふるさと納税の基金を利用す

るのが13億円ほど入っているのかなと思います。

ふるさと納税のこれまでの歳入、そして基金積

立、それから基金繰入などの全般的なところにつ

いて、どういう状況になっているのか伺います。 

○古田孝仁財政課長 初めに、ふるさと納税に係

る歳入についてでございますが、ふるさと寄附金

は令和４年度予算20億円に対しまして、これまで

の実績を踏まえて、令和５年度は２億円増の22億

円と見込んでいるところでございます。 

これまでの実績でございますが、平成27年の７

月から返礼品に係るふるさと納税制度による寄附

金を受け付けておりますが、初年度は４億8,000

万円、28年度は６億6,000万円、29年度は５億

6,000万円、平成30年度は14億3,000万円、31年度
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は13億円、令和２年度は19億4,000万円、令和３

年度は22億4,000万円、令和４年度、今年度につ

きましては約22億円を見込んでいるという状況に

なっております。 

○村椿敏章委員 年々増えていっている、そうい

う状況ではありますが、この間で言えば、令和２

年度、３年度、４年度と約20億円が入ってきてい

るような状況だということがわかります。また、

その中で基金繰入を利用して様々な事業を行って

いるわけですが、その基金繰入の部分が令和３年

度までは２億円から３億円なのかなと思うのです

が、そのあと８億円、今年で言えば13億円とかな

り多くなってきている状況です。その基金繰入に

ついても状況がわかればお示しください。 

○古田孝仁財政課長 基金からの繰入の額につき

ましては、平成28年度から繰入のほうを実施して

おります。28年度の繰入額は7,000万円、29年度

は１億7,900万円、平成30年度は３億1,900万円、

平成31年度は３億3,300万円、令和２年度は２億

3,800万円、令和３年度は３億5,000万円、令和４

年度はまだ途中でございますが、予算といたしま

して14億円いう状況になっております。 

○村椿敏章委員 かなり多くなったというところ

がわかります。このふるさと基金を利用して、市

民の要望というか、市民がかなえてもらいたい、

そういう施策がかなり行われてきていると認識は

していますけれども、今後このような形で基金繰

入が多くなった場合、基金のほうもなくなってし

まうのではないかという心配もされるところです

が、その辺についての見通しはどのような状況で

しょうか。 

○古田孝仁財政課長 ふるさと寄附金の活用に当

たって、現在市が重点的に取り組む項目につきま

して、あらかじめ寄附の目的ということで示させ

ていただいております。その他を含めまして11項

目ございます。その活用に当たりましては、毎年

予算編成におきまして、寄附の状況などを勘案し

ながら、主に重点施策のほうに充てさせていただ

いて活用しているところでございます。 

将来的にこの制度がなくなるかどうかはちょっ

とわかりませんけれども、恒久的な制度ではない

という認識は持っておりますので、活用に当たり

ましては、３年から５年程度は事業継続できるよ

うな基金残高を確保しながら活用しているという

ところでございます。 

○村椿敏章委員 今の見通しの部分でいうと、重

点的に11項目を上げているという部分ですけれど

も、これが今後、どれくらいの重点部分について

経費がかかっていくのか、その辺の部分について

は見通しがありますか。今の答弁の中で、重点項

目11項目を上げていて、中身を精査して毎年どう

充てていくかということ考えていくということだ

と思うのです。となると、この11項目の重点項目

の部分で、毎年５億円なり８億円なり、平均的に

言うとそれくらいかかっていくのだと、そういう

見通しを示すことができますか。 

○古田孝仁財政課長 将来的なふるさと寄附をど

ういう額で使っていくかというのは今お示しする

ことはできませんけれども、ただ今回取組始める

学校給食ですとか、そういう継続的に予測できる

部分につきましては、ある程度それは、持ち合わ

せてはいませんが、あるということなります。た

だ、単発的に終わるような整備事業に対する財源

手当てでありましたり、あと補助金制度みたい

な、今回返礼品の事業者に対します生産性向上に

対する補助ですとか、そういうものについては恒

久的なものかどうかという判断はございますの

で、どの程度が将来的にかかるかというのは、な

かなか見込みは難しいというふうに認識している

ところでございます。 

○村椿敏章委員 今の今年で言えば13億円ほどの

中には単発的な部分が入っているということです

ね。これはどのような内容の部分でしょうか。 

○古田孝仁財政課長 今年度で言いますと、庁舎

建設に係る事業費に対する活用になります。 

○村椿敏章委員 それは２億円という部分だと思

いますが、そこは理解しました。 

私が言いたいのは学校給食の無償化、今回やっ

と実現できたというところで、本当に子育て世帯

の方々が非常に喜んでおられます。これが網走市

の子供たちが元気に育っていくというのもありま

すし、子育てしたいなと思える、そういう町にし

ていくためにも継続的に続けていく、そういう事

業になってほしいと。その財源がふるさと基金で

あれば、その見通しもやはり市は示していって、

ずっと続けていけるのだよというところを示して

いっていただけたらなと思うのですが、再度その

辺の見通しについてどうでしょうか。 

○古田孝仁財政課長 新年度予算でふるさと寄附

金の基金を活用した事業様々ございますが、ふる
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さと基金があるから実施するわけではなくて、当

市において今求められている施策であるから実施

をしていると。その財源がふるさと寄附基金とい

うことで、手元にあるからこのタイミングで始め

ようという判断でございますので、ふるさと寄附

基金があるかないかというよりも、そのときの財

政状況ですとか、総合的に、市民サービスをどの

程度維持していけるかという全体の中で実施され

ていくものと認識しております。 

また、現在取組始めた取組でございますので、

当然それは数年以上は実施できるという見込みに

立った上で取組を始めたというところでございま

す。 

○村椿敏章委員 わかりました。必要な施策を

しっかりとこれからも打っていただきたいと思い

ます。 

次の質問に移ります。 

次は日体大高等支援学校生徒確保補助金、昨年

度5,200万円、今年が4,600万円という状況ですけ

れども、昨年も行っていますが、この補助金の事

業の内容はどのような内容でしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 日本体育大学附属高等

支援学校が行います生徒の確保に向けた取組を支

援するものでございます。 

○村椿敏章委員 昨年で言えばラジオ放送とか、

また新聞広告などを出すっていうような内容だっ

たのですけれども、今年はどのような計画をして

いるのか、内容についてお示しください。 

○佐々木司企画調整課長 まず学校宣伝のための

ＰＲ経費、それからオープンスクールの実施、ま

た奨学金制度の充実、こういったものに活用され

る予定でございます。 

○村椿敏章委員 その4,600万円の内訳としては

そういうことなのですが、金額的にはどのような

内容になっているのでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 まず学校宣伝のための

ＰＲ経費といたしましては、全国紙、地方紙など

８市に対する新聞広告の掲載、こちらが約1,900

万円、それから札幌ドーム、女満別空港などへの

看板、またテレビＣＭの放送、こちらのほうで

470万円ほどでございます。それからオープンス

クールに併せまして、学校の見学ツアーを実施す

ると伺っておりまして、こちらで約300万円、ま

た奨学金制度につきましては、令和４年から６年

までの実施予定でございますけれども、これを１

年さらに延長いたしまして、この部分で1,570万

円ほど予定をしております。 

○村椿敏章委員 わかりました。かなりの高額な

部分ですが、昨年行った中で入学者が増えるよう

な状況になってくるのか、きているのか、今年の

入学希望者、そういうことも含めて、どういう状

況になっているか伺います。 

○佐々木司企画調整課長 現在のところ、新年度

の入学予定者数は27名と伺っております。 

学校の分析によりますと、コロナ禍により学校

の見学ツアーを順調に行えなかったこと、あるい

は保護者が寄宿舎に生徒を送り出すことへの抵抗

感から通学可能な身近な学校を選択する傾向があ

るということ、それから北海道内の高校に関し

て、生徒の減少を受けまして、特別支援学級の生

徒の積極的な受け入れを行っているといったこと

が要因ではないかと学校のほうでは分析をしてお

ります。 

○村椿敏章委員 今の答弁でいくと、今回の

4,600万かけてという部分が、今後どういう効果

になっていくかというところはちょっと心配な部

分はあるなと、私としては認識したところです。 

来年度以降の入学者、この事業費を使って来年

度以降入学者が増えていくということを願ってい

きたいと思いますし、市内の事業者が障がい者を

雇用する機会を増やしていくというところにも効

果とかはあると思うのですが、この日体大高等支

援学校における効果と言うのですか、その部分に

ついてはどのように考えていますか。 

○佐々木司企画調整課長 広告などの効果につき

ましては、令和６年度当たりから得られてくるも

のと考えておりまして、令和６年度以降の入学者

の増に期待をしているところでございます。 

○村椿敏章委員 今の６年以降ですから、来年度

ではなくて次の年、これはどうして令和６年度以

降にその効果が現れてくるというふうに考えてい

るのですか。 

○佐々木司企画調整課長 学校に対する問い合わ

せですとか資料要求といった件数が例年になく伸

びているということを伺っておりますので、広告

の効果は現れてきているものと認識をしておりま

す。 

○村椿敏章委員 例年になく問い合わせがあると

いうことで、そういう部分では期待できるかなと

いうところはあります。丁寧に、やはり網走市の
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学校について知ってもらうというところがまず大

事かなと思いますし、また、これまで日体大高等

支援学校に対しては、網走市の貴重な税金が７億

円以上かかっているような状況ですから、市民の

方々も非常に注視しているところです。どうなっ

ているのだろうかというところがあるわけです。

市民にしてみたら今年も4,600万円かかるのか

と、どのようにして生徒増やすのだということも

気になっているところでしょうから、ここについ

て周知というか、知らせていく必要もあると思う

のですけれども、その辺についてはどうでしょう

か。 

○佐々木司企画調整課長 予算の中でお知らせを

しておりますし、ことしのまちづくりという冊子

を作成して全戸配布をし、新しい取組、新年度の

取組について市民の皆さんにお知らせする予定を

しておりますので、それとは別にこの事業のみを

特別何かしらの方法で周知をするということは考

えてございません。 

○村椿敏章委員 ぜひそれをやっていただきたい

なということです。次の質問に移ります。 

デジタル化推進事業、今網走市はデジタル化を

どんどん進めようというところでの事業だと思う

のですが、この事業の内容について伺います。 

○山縣叔彦デジタル化推進室参事 デジタル化推

進事業でございますが、網走市のデジタル化推進

を円滑に推進するために令和３年８月１日よりデ

ジタル化推進室参与を配置しているところでござ

います。これまでデジタルファースト宣言や網走

市ＤＸ推進計画策定、管理職研修、デジタルマッ

ピング研修、若手職員によるＤＸ研究グループへ

の参画など、網走市のデジタル化の推進に関し

様々な場面で具体的なアドバイスを頂いておりま

す。 

令和５年度におきましても、引き続き市民サー

ビスの向上、行政運営の効率化や方針や計画の見

直し、職員研修などに関し専門的な知見からアド

バイスを頂きたいと考えております。 

○村椿敏章委員 今の部分でいくと職員の研修が

主だというところだと思うのですが、これはデジ

タル参与がいらっしゃるかと思うのですが、その

方からの研修ということなのですか。 

○山縣叔彦デジタル化推進室参事 基本的にはデ

ジタル化推進参与が主に研修をするという形に,

講師として研修するという形になっておりますけ

れども、ちょっと内容によってはデジタル化の内

容の幅というものが結構広い、いろいろな分野に

及ぶものですから、その場合には、ほかの講師を

紹介していただきたいとか、そういったアサイン

のお手伝いをしていただいたりもしております。

○村椿敏章委員 わかりました、その部分につい

ては。それで、ほかの方も説明をしながら、デジ

タル化の推進というか、市職員への周知を図って

いくというか、それをしようという事業ですね。

この推進事業の計画、予定というか、何年をその

目標にしてデジタル化にしていこうと考えている

のか伺います。 

○山縣叔彦デジタル化推進室参事 何年度までに

というところなのですけれども、網走市のＤＸ推

進計画のほうの中のスケジュールがございまし

て、現在のところ、令和７年度末までという計画

で今計画を策定しているところでございます。 

○村椿敏章委員 そういうことですね、令和７年

度末を目標にして行っていくということは、あと

３年間で、ある程度仕上げていきたいということ

でね。このデジタル化が進んでいくことで、市民

のサービスがよくなっていくというところなので

しょうが、引き続き、どういう状況になっている

のかと、ここについてもやはり市民に対して何

が、デジタル化がどこまで進んできているのだと

いう部分も説明していく必要があると思うのです

が、その辺の周知などについてはどう考えていま

すか。 

○山縣叔彦デジタル化推進室参事 市民に対し

て、どういったところがデジタル化で便利になっ

ているかというところですが、ラインなどを通じ

ながら、積極的にこういったところが便利になり

ますというところを積極的にアピールしていけれ

ばと考えております。 

○村椿敏章委員 ラインなども利用しながら、そ

ういう方法もあると思いますが、ラインを使えな

いお年寄りの方もいますし、ラインの登録をでき

ない人たちもいるでしょうから、もっと広く活

用、利活用されるような、そういう方法にしてい

く必要もあると思います。 

次の部分ですが、それに関わってきますが、北

海道電子自治体共同システム、この部分について

の事業の内容について伺います。 

○髙橋剛情報政策課長 本事業の事業内容でござ

いますけれども、今年度、令和４年度より導入い
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たしました公共施設予約サービスを利用するため

に、北海道電子自治体共同システムの共同契約に

加入し、システムの運用保守費用を負担するもの

でございます。 

また、本共同システムを利用することで、電子

申請サービスを使用することも可能となるもので

ございます。 

○村椿敏章委員 今の部分でいくと、昨年度から

行った公共施設予約システム、非常に私も利用さ

せてもらっていますが、便利だなというところが

あります。ただ、機械に慣れていない方にしてみ

たら、非常にわかりづらいという部分もあって、

その辺については、今後工夫が必要なのかなとは

思います。ぜひそういうところも加味しながら、

これから検討していってもらえたらなと思います

し、また一つ電子申請ができるということを今

おっしゃったようですが、電子申請というと、例

えば住民票の交付とか、そういうこともできるよ

うな形になるのでしょうか。 

○髙橋剛情報政策課長 本電子申請システムを利

用し、各申請のメニューを登録することで、その

ようなこともできますけれども、現時点、今年度

につきましては、職員採用試験の申し込みや厚木

市訪問団の事前健康調査、あと定住自立圏共生ビ

ジョンのパブリックコメント、また職に対する通

勤手当及び住居手当の適正化に係る実態調査で利

用しておりまして、また今後さらにメニューを広

げてまいりたいと考えております。 

○村椿敏章委員 まだ住民票の発行というところ

までいってないということですね。この全道、全

道というか北海道ですから、全道の中でこのシス

テムを利用している自治体、その自治体が何自治

体ぐらいあるのでしょうか。 

○髙橋剛情報政策課長 令和５年度の予定ですけ

れども、本共同契約に参加している道内の市町村

数が121団体となります。 

○村椿敏章委員 全道で言えば自治体が170くら

いですか、そのうちの121団体が利用していると

いうところで言えば、６、７割ぐらいなのですか

ね。そういう部分では、これから自治体同士の情

報、先ほど言った住民票の交付とか、そういうこ

とも、例えば網走からほかの町村の住民票を取る

ことができると、そういうことにつながるという

ことでしょうか。 

○山田庫司郎議長  暫時休憩します。 

午前10時50分 休憩 

───────────────────────── 

午前10時51分 再開 

○山田庫司郎委員長 再開します。 

村椿委員の質問に対する答弁から。 

 秋葉企画総務部長。 

○秋葉孝博企画総務部長 今、住民票のお話かと

思うのですが、住民票ですとか、それから子育て

関連、それから保険というのが、様々市民の窓口

がございますけれども、こうした業務につきまし

ては、国のほうで音頭を取って標準化というのを

進めております。この標準化が進むと、電子申請

ということが次のステップとして出てくると思い

ます。取扱いについても、ルール化、全国で一律

化していくものと今予測されるのですけれども、

私どもで入れた今、ＨＡＲＰを使った電子申請と

いうシステムは、基本的には個別の団体で行える

ようなもの、例えば今、例でいくと職員課の採用

試験の申し込みというのを今年度やってみたので

すけれども、そのほかでいくと補助金の申請です

とか、そうしたものを横展開で広げていきたいと

いう考えです。例えば、子育て関連に関しての児

童手当等の申請とか、そういったものについては

国のほうで標準化が進みますので、データ構築を

どうやって持つかというところがわからないと、

電子申請で行えるかどうか、どういったデータで

受けるかというのは当然あります。それから、マ

イナンバーカード使ってということになりますの

で、そういった状況を見ながら、一般的な自治体

として、国のほうで決めているような移譲業務に

つきましては、その動きを見ながら整えていきた

いと考えております。これにつきましては、市が

独自でできるものについて、どんどん広げていき

たい、そういう考えでございます。 

○村椿敏章委員 わかりました。カードを使った

申請が、これから標準化というところで可能にな

るというのも以前も聞いてはいましたが、この北

海道電子自治体共同システムでは、カード使った

部分と違うものなのかなとちょっと受け取ったも

のですから。ですけれども、今の答弁でいくと、

そのカードを使った申請の動向を見ながら、市も

どうやっていくかというところですかね。ちょっ

と違いますか。そうですか。 

どちらにしても、先ほど言ったように、この公

共施設の予約システムなどについても、デジタル
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化がどんどん進んだとしても、高齢者の方々には

かなりハードルの高い部分なのです。ですから、

その辺については、丁寧に説明していってもらえ

たらなと思います。 

次の部分に移ります。公開型ＧＩＳ整備事業で

すか、3,853万円ですが、この事業の内容はどの

ような内容か伺います。 

○山縣叔彦デジタル化推進室参事 公開型ＧＩＳ

導入事業の内容についてでありますが、現在、各

所管課が所有する地理データや、図面に附属する

情報を、庁内横断的に利活用が可能な共通プラッ

トホームとしてＧＩＳに整備するものでございま

す。 

統合及び実装を予定している地理データや図面

は、例えば自然公園法区域図、防犯灯管理デー

タ、墓地管理データ、空き家管理データ、市有地

管理データ、地籍図根多角点配置図、法定外公共

物道路河川管理システム、農業振興地域整備計画

図、林班図、地番図などとなっております。 

この取組により、データが図面上で可視化さ

れ、行政運営の効率化を図られるとともに、行政

が処理するデータに、新たな価値を付与すること

で住民サービスレベルの向上につなげていきたい

と考えております。 

また、様々な地理データを活用したアプリケー

ションソフトを開発リ実装することで、さらなる

行政運営のスマート化を図るとともに、一部の公

開可能な図面やデータをインターネット上のポー

タルサイトに公開することにより、住民や事業者

の方々の利便性向上につながるものと考えており

ます。 

○村椿敏章委員 今このＧＩＳに載せる図面が

様々な情報があるということがわかりました。私

も下水道や水道に関わっていた者として、図面を

見たいというようなことも多く扱ってきていまし

たけれども、これが例えばこのＧＩＳの公開型と

なった場合は、インターネットを通じてその図面

を閲覧できるというふうに考えればよろしいので

すか。 

○山縣叔彦デジタル化推進室参事 こちらの公開

型の部分でございますけれども、その公開する図

面等に関しては、どこを公開するということはま

だ決めておりませんが、先行自治体の事例もたく

さんございますので、そこの先行自治体でどう

いった図面を公開しているかというのを勉強しな

がら、今後、利便性向上につながるような図面を

公開していければと考えております。 

○村椿敏章委員 公開型のＧＩＳ整備事業につい

ては、これまでもやっていたのですか。要はこれ

から、これがいつぐらいにできるか、そういうと

ころについても、サービスがいつから利用できる

ような形になるのか見通しがあればお示しくださ

い。 

○山縣叔彦デジタル化推進室参事 公開型のＧＩ

Ｓに関してですが、今現在のところ、図面の数が

大量になっておりますので、そこを整備するとい

う形になるとかなりの時間を要することとなって

おりますので、現在のところ令和５年度内という

ところで、整備の予定をしているところでござい

ます。そのため公開となるのも恐らく年度末にな

るということを想定しております。 

○村椿敏章委員 非常に便利になるなと、私は思

います。市民サービスに広がるという部分では、

本当に市民にとっては喜ばしいことだなと、イン

ターネットが通じれば、網走市の様々な情報が見

られるようになるということで、ぜひこれは進め

ていっていただけたらなと思います。次の質問に

移ります。 

個人番号カード交付事業についてです。個人番

号カード交付事業はマイナンバーカードの交付な

のかなと。今年の２月ですか、皆さん、交付した

いということで、窓口もかなり混んでいるような

状況も伺いました。そこでお聞きしたいのです

が、カードの交付状況、これはどのような状況に

なっているのか伺います。 

○渡邉眞知子戸籍保険課長 マイナンバーカード

の交付状況ですが、２月末の網走市の交付率が

62.5％、全道が同率で62.5％、全国が63.5％と

なっております。 

○村椿敏章委員 交付率は全国よりも若干低い

と。しかし１年前ぐらいは30％くらいだったのか

なと思いますが、そういう面で言えば、かなり伸

びたのだなと。わかりました。マイナポイントが

２万円という部分もあって、皆さん、大変苦しい

今状況ですから、そんな中で皆さんが申請された

のかなと思いますけれども、この交付率は全国よ

りも低いと。申請数はどれくらいになっているの

でしょうか、申請数です。 

○渡邉眞知子戸籍保険課長 申請状況ですが、同

じく２月末の率になりますが、網走市の申請率が
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78.1％、全道が79.4％、ちょっと全国のものが基

準日が異なってしまうのですけれども、３月５日

現在で全国の申請率が75.1％となっております。

○村椿敏章委員 全国よりも申請数は伸びたとい

うところですね。これも交付金ですか、自治体に

出てくる交付金の申請に関わってくるのが、この

交付率なり、申請率というのが国が示していたも

のだと考えていますけれども、そういった中で問

題が若干あるかなと思うのは、カードを申請した

けれどもカードを取りに来ないと、発行までに至

らないという事例が全国では260万件あるという

状況です。これは１月末ですけれども。そういう

そうした中で、網走市では取りに来ない、そうい

う事例はあるのでしょうか。 

○渡邉眞知子戸籍保険課長 市内で交付案内の通

知を送付後にカードを受け取らないということで

意思表示をされている件数というのは17件程度と

なっております。それ以外の方は、連絡はないで

すけれども、様々な事情で期限内に取りに来られ

ないという方も何名かはやはりいらっしゃいま

す。そういった方には、定期的にこちらのほうか

ら交付の受取忘れがないように年に１、２回程

度、はがきなどで受取の御案内をお送りしている

ところです。 

○村椿敏章委員 やはりそういう件数もあるとい

うことがわかりました。カード発行した方が受け

取らない、そこには若干何か理由もあるのかもし

れないかなと思うのです。カードを持っても利用

しないし、非常に心持ちを、持ち歩くのも怖いし

という部分もあるかもしれないですけれども、例

えばカードを発行したことにおいて、問題点、そ

ういう問題点というのは実際出てはいないので

しょうか。例えば、暗証番号を忘れてしまったと

か。それから、私が気になっているのは、お年寄

りの方が暗証番号を覚えておくのが非常に大変だ

ということを言われているというのは聞いてはい

るのです。そういう問題点というのは特にないの

でしょうか。 

○渡邉眞知子戸籍保険課長 暗証番号を忘れた方

というのは、やはり一定数はおります。その際な

のですけれども、暗証番号を忘れた方は窓口のほ

うで再設定というお手続きをしていただくこと

で、改めて番号を設定することができますので、

今回事前に何年か前にカードをつくられた方がポ

イントのお手続きをする際に、やはり忘れて手続

ができないという方がやはり多かったのですけれ

ども、ポイントの今窓口のほうで御案内している

ところで駄目だった方は、そのまま市民係のほう

の窓口のほうに暗証番号の再設定にいらっしゃっ

て、その後、ポイントの御手続も滞りなく行って

おりますので、大きな問題は起こっていないと考

えております。 

○村椿敏章委員 わかりました。そういう部分の

不安は、ある程度解消してきていると認識しま

す。これからも市民の方々の不安、それを解消し

ていくよう対応していってもらいたいと思いま

す。 

次の部分に移ります。 

○山田庫司郎委員長 村椿委員、新たな質疑に入

るわけですけれども、着席いただきたいと思いま

す。 

村椿委員の質疑の途中ですけれども、ここで暫

時休憩いたします。 

再開は10分後、11時15分とします。 

午前11時05分 休憩 

───────────────────────── 

午前11時15分 再開 

○山田庫司郎委員長 質問前に引き続き、再開を

いたします。 

 村椿委員の質問を続行しますけれども、その前

に質問者へのお願いでございます。マイクの音が

非常に拾いにくいようです。ぜひ、高さなり角度

なり、質問者が調整をしながら、皆さんに聞こえ

るよう質疑をお願いしたいと思います。 

それでは、村椿委員。 

○村椿敏章委員 次の質問に移ります。地域防災

訓練についてです。昨年よりも増額になっている

部分ですが、昨年私もこの防災訓練に参加させて

もらって、海岸町から向陽まで避難して、訓練に

参加して、非常に参考になりました。先ほど澤谷

委員も言っていたように、非常に急な階段で、お

年寄りの方々が大変だなという状況もわかりま

す。ただ、そういう訓練がやはりこれから必要で

しょうし、市民の方々も災害が起きたらどうやっ

て避難したらいいのだというところがなかなか見

えてこないという声もアンケートで出てきている

状況です。この自主防災訓練事業、今年の事業内

容としてはどのような内容なのでしょうか。 

○八百坂則勝総務防災課参事 地域防災訓練事業

についてでございますが、本年度実施する事業と
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しましては、地域防災訓練の実施、ＡＲ災害体験

による啓発、自主防災組織活動に対する補助、こ

ちらを予定しております。 

○村椿敏章委員 今の答弁でいったら訓練も入っ

ていますね、当然。あとサポートですか、自主防

災組織へのサポートというところなのでしょう

が、これについては、自主防災組織というのは市

内にどれだけあるのでしょうか。 

○八百坂則勝総務防災課参事 自主防災組織の団

体数についてでございますが、令和４年８月現在

の数字でございますが、148団体となっておりま

す。 

○村椿敏章委員 148団体、これだけの防災組織

がある中で、サポートしていくというところなの

でしょうが、サポートするにも数がかなり多いな

と思うのですが、どのようにこの148団体をサ

ポートしていくか、その辺の、どのようにやって

いくかという部分について伺います。 

○八百坂則勝総務防災課参事 サポート体制など

についてでございますが、昨年８月に行った海岸

町町内会、向陽ケ丘地区連合町内会、こちらの地

区防災訓練、こちらにおきましては実行委員会形

式という形で市や消防署などもサポートという形

で参加のほうをしております。 

市にはですね、打ち合わせの段階から関わって

おりまして、避難訓練のプログラムづくり、訓練

記録、訓練後の参加者との意見交換などのサポー

トをさせていただいております。 

○村椿敏章委員 わかりました。実際にやったと

ころでいえば、そのようなサポートもしていって

いるのでしょうけれども、実際訓練したところで

ね。ですけれども、訓練自体が去年は何か所やっ

たかちょっと、私は１か所か２か所だったのかな

と思ってはいたのですけれども、何か所去年は

行ったのですか。 

○八百坂則勝総務防災課参事 去年の取組実施数

についてでございますが、三つの連合町内会で実

施しているということでございます。 

○村椿敏章委員 ちょっと聞き取りづらいので、

マイクでなのかな、もう少し近づけてもらって、

もう一度答弁をお願いします。 

○八百坂則勝総務防災課参事 失礼しました。 

 本年度の実施回数につきましては、向陽ケ丘地

区と海岸町地区の連合町内会、こちらにより１

回、それと大曲地区、それと天都山地区、こちら

の三つの連合町内会で実施のほうをしておりま

す。 

○村椿敏章委員 わかりました。今年は訓練だけ

ではなくて、そのサポート、今の訓練に合わせた

サポートというのもあるでしょうけれども、訓練

に至らないまでのサポートとか、その辺は行う予

定はあるのですか。 

○八百坂則勝総務防災課参事 今後につきまし

て、町内会連合会などと連携しまして、研修会の

場において、訓練の必要性につきまして、意識啓

発のほうを図ってまいりたいと思います。 

また、訓練への補助制度、ＡＲゴーグルの紹介

などもさせていただきながら、地域防災訓練の開

催を呼びかけていきたいということで考えており

ます。 

○村椿敏章委員 それでは、今年の訓練は何か所

ぐらいやる予定なのですか。 

○八百坂則勝総務防災課参事 令和５年度の実施

予定につきましては、まだ詳細なところは把握は

していない状況でございます。 

○村椿敏章委員 今の答弁だと、去年よりもこの

予算、倍額かな、増えていますよね。そういった

中で、去年が３か所……４か所、４自治会、自主

防災組織ですから、例えばその倍ぐらいの訓練を

想定しているとか、そういうことではないのです

か。 

○八百坂則勝総務防災課参事 自主防災組織等の

訓練の関係につきましては、今年度訓練費用とし

まして、最大、１団体２万円を５団体、それと講

師の派遣として、最大５万円を２団体ということ

で予定のほうはしております。 

○村椿敏章委員 自主防災組織に対して助成をす

るという部分が増えたから、今年の予算は増えて

いるという認識をしてよろしいということです

ね。 

今後も、ぜひこの自主防災訓練がどんどん進

む、実際にやってみないとわからないというのも

多いので、先ほど言ったＡＲでしたか、ＡＲによ

る自主防災訓練なども必要でしょうし、実際に集

まって訓練をするというのも必要でしょうから、

様々検討していっていただきたいと思いますが、

どうでしょうか。 

○山田庫司郎委員長 暫時休憩します。 

 午前11時24分 休憩 

───────────────────────── 
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午前11時26分 再開 

○山田庫司郎委員長 再開します。 

 質疑を続行します。 

 村椿委員の質疑に対する答弁から。 

 日野智康総務防災課長。 

○日野智康総務防災課長 今年の地域防災訓練事

業ですけれども、まず予算額のほうからですが、

総額で187万2,000円でございます。その詳細です

けれども、新年度、研修を行う分として10万円、

そして新たな訓練メニューとして、ＡＲの火災煙

の体験アプリ、これを購入する部分として132万

円、それと先ほど八百坂参事からお話しのありま

した自主防災訓練の活動支援の予算、これが20万

円となっております。これが全体的な地域防災訓

練事業の内容になります。 

今後ですけれども、やはり町内会連合会などと

連携いたしまして、いろいろな訓練の場ですと

か、研修の場について訓練が必要だというような

部分の意識啓発を図っていきたいと、このように

取り組んでいきたいと考えているところでござい

ます。 

○村椿敏章委員 今の答弁でよくわかりました。

ぜひ市民が不安を抱えないように取り組んでいた

だきたいと思います。 

次の質問にいきます。避難路照明整備事業、先

ほど澤谷委員も話していた部分ですけれども、事

業内容はどのような内容でしょうか。 

○八百坂則勝総務防災課参事 避難路照明整備事

業についてでございますが、海岸町から向陽への

津波避難路に外灯を設置するということでござい

まして、照明は８基設置する予定でございます。 

また、太陽光パネルを向陽側のほうに設置しま

して、蓄電式の電池をそこに置くような形を予定

しております。向陽側の高台のほうで蓄電しまし

て、架空線により電気のほうを供給しまして、暗

くなるとセンサーで感知し、点灯させる仕組みと

いう形で、夜間の津波警報発生時に備えるような

形の照明設備ということでございます。 

○村椿敏章委員 太陽光パネルをつけると、外灯

は破棄ということですね。ただ、ここの避難路だ

けではなくて、ほかにも避難路に指定されてい

る、そういう場所もあると思うのですけれども、

どういったところがありますか。 

○八百坂則勝総務防災課参事 津波避難計画で避

難路としているところは５か所ございまして、そ

のほかの地区でいきますと、藻琴神社、白鳥展望

公園、それと港町から台町に上がる階段、網走小

学校の錦町側から上がる階段となっております。

それと今回の海岸町の隣避難路ということになっ

ております。 

○村椿敏章委員 ５か所ということですね。そこ

について、今回のような太陽光パネルを置いて、

照明をつけていくという、そういう計画はどんな

計画になっているのでしょうか。 

○八百坂則勝総務防災課参事 この中のうち、現

在外灯の設置がない避難路につきましては、白鳥

展望公園避難路となっております。こちらの避難

路につきましては、民地等も含まれておりまし

て、平成18年に北海道建設管理部による事業で整

備した経過もございまして、区会、町内会の要望

などを確認しながら今後検討してまいりたいと考

えております。 

○村椿敏章委員 わかりました。引き続き、他の

地区も進めていただきたいと思います。 

あと、先日の地震、震度２の地震があったとき

に、海岸町に住んでいる方が、夜中だったのです

が、津波が来るのではないかと思って避難した方

がいたということです。冬でも避難できるのかな

と私は思ったのですけれども、冬でも避難できる

のでしょうか。 

○八百坂則勝総務防災課参事 海岸町の津波の避

難路についてでございますが、こちらは平成30年

11月から海岸町町内会に日常的な管理の委託をさ

せていただいております。その中で冬季の除雪に

ついても対応いただいているところでございま

す。 

○村椿敏章委員 除雪されているということがわ

かりました。 

あとお聞きしたのが、地震だった中で防災ラジ

オが鳴らなかったと。防災ラジオも何で鳴らな

かったのかなという部分の質問が若干あったので

すが、防災ラジオが鳴る基準というのはどのよう

な状況ですか。 

○八百坂則勝総務防災課参事 ただいまお話しの

ありましたラジオが放送されるという仕組みにつ

きましては、Jアラートと連動して鳴る部分と通

常割込で鳴る部分というのがございます。今回の

お話につきましては、地震が震度２でラジオが鳴

らなかったということなのですが、当市のほうで

ラジオがJアラートからの割込という形で放送さ
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れるのは震度４からということになっております

ので、震度２では今回ラジオのほうは放送されな

かったということでございます。 

○村椿敏章委員 震度４という基準があるという

ことはわかりました。ただ、突然鳴ったら市民の

方も非常に心配するでしょうし、ただこれまでも

これは訓練ですという部分も鳴らしていたことも

ありますから、単純なその訓練だけではなく、こ

ういった地震のときに、ああ揺れたと、どうしよ

う、そういったときにラジオが流れるか流れない

かで、非常に安心感があると思うのです。ですか

ら、鳴って驚いた、これは避難しなければいけな

いというのではなくて、やはり訓練ですと言いつ

つやっていくのも一つの効果があるのではないか

と思いますが、その点について見解を伺います。 

○八百坂則勝総務防災課参事 ただいまの訓練の

放送につきましては、通常、毎月13日、まさに今

日なのですが、定期試験方法というのは毎月１回

行っているところでございます。 

また、それ以外ということでは、割込という形

で昨年２月に暴風雪が起きた際には通常の割込放

送ということで、ラジオが起動する形ではござい

ませんでしたが、放送のほうはさせていただきま

した。 

また、先日起きました地震につきましては、周

知等につきましては、ホームページ等で周知のほ

うはさせていただいたところでございます。 

○村椿敏章委員 今のホームページという部分も

あったのですが、なぜラジオがあるかというの

は、ホームページだけでは伝わらないところがあ

るわけです。ですから、ラジオを活用するという

のは、もっとしっかりとやっていく必要があると

思います。 

私の質問はこれで終わります。 

○山田庫司郎委員長 次、石垣委員。 

○石垣直樹委員 私のほうからは総務費につきま

して、３点、御質問させていただきます。 

まず、網走市各会計予算説明書49ページ、総務

費総務管理費、情報系システム整備事業について

お伺いいたします。 

こちらの予算が本年度、約3,100万円となって

おります。前年度の56万円から大幅増となってお

りますが、御説明お願いいたします。 

○髙橋剛情報政策課長 情報系システム整備事業

でございますけれども、この事業につきまして

は、庁内ネットワーク機器の安定稼働のため、保

守サポートが終了となるサーバー機器等を順次更

新するものでございます。 

令和４年度の予算から令和５年度の予算が大幅

に上がっている理由についてでございますけれど

も、今年度、令和４年度に購入したサーバー機器

の購入につきましては、北海道市町村備荒資金組

合から５年間に分けまして償還する方式で購入し

たものでございます。ですので、令和４年度の予

算は、その分の利子分の費用のみの予算計上と

なっております。令和５年度のサーバー更改の機

器の購入につきましては、備荒資金組合を経ずに

１年で購入することとしましたことから、事業費

は大幅に増加しているものでございます。 

○石垣直樹委員 昨年度のものが５年間償還でと

いうのと次年度購入するものが１年償還というこ

とで増となっているとお伺いいたしました。こち

ら、サーバー等機器類の更新とお伺いしました

が、ソフトやシステム等の更新は別の予算となる

ということでよろしかったですか。 

○髙橋剛情報政策課長 サーバー機器の中のＯＳ

等につきまして、ソフトウェアにつきましては、

この中の事業に含まれております。 

○石垣直樹委員 わかりました。サーバー等は順

次更新されていくものかと思いますが、中には、

社名は上げませんが、あまりよろしくないという

噂もある機器もございますので、その辺しっかり

と精査して順次更新していっていただければと思

います。 

次の質問に入らせていただきます。同じく予算

説明書51ページ、総務費、企画振興費の学生活動

支援事業補助金についてお伺いいたします。 

今年度、本事業に150万円計上されております

が、令和４年度は学生商品開発事業補助金という

ものが150万円同額でありました。こちらがなく

なって、今年、学生活動支援事業補助金というの

が追加されておりますが、中身についてお伺いい

たします。 

○佐々木司企画調整課長 この補助金でございま

すが、生徒学生の社会参加、また地域の課題解決

に向けた取組、研究や研修など、広くその活動を

支援しようとするものでございまして、委員御認

識のとおり、令和４年度に創設をいたしました学

生等商品開発事業補助金、こちらの対象範囲を拡

大した予算でございます。１件当たり50万円を見
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込んでおりまして、これの３件分を予算計上して

いるところでございます。 

○石垣直樹委員 こちら商品開発から活動支援に

膨らんだというか、取扱いやすくなったのかなと

思うのですけれども、ちなみに昨年度の商品開発

の部分の実績等何かありましたら、お示しできる

ものがあったら教えていただきたいと思います。

○佐々木司企画調整課長 令和４年度の商品開発

の部分での実績でございますが、東京農業大学オ

ホーツクキャンパスのほうから２件の申請があり

まして、交付の実績額ございます。もともと、高

校生、大学生の商品開発を支援しようと始めたも

のでございますが、大学のほうの２件につきまし

ては、１件は地域の植物を使ったベース香料を開

発する、プロジェクト名が網走市の香りをイメー

ジしたフレグランスの開発事業というものでござ

います。もう１件、網走の水を活用したコスメを

開発する、食香粧化学科学生コスメプロジェク

ト、こういった取組が２件でございます。 

○石垣直樹委員 東京農業大学の学生が２件、使

われたものとお伺いしました。高校生とか中学生

の問い合わせ等はなかったのでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 高校に関しましては、

新型コロナウイルスの感染症、こういった影響も

ありまして、それまで行われていたイベントの参

加、なかなかままならないといったような状況に

加えまして、制度の周知ですとか、どういった取

組に活用できるかなど、私ども学校と十分な意見

交換をする時間が設けられず、活用していただく

に至っておりません。 

新年度は学校との調整や意見交換、こういった

ことをしっかり取り組んだ上で、商品開発に限ら

ず、地域の課題解決ですとか、課題解決に向けた

取組、研究研修など、幅広くその活動を支援して

まいりたいと考えております。 

○石垣直樹委員 わかりました。今回事業のほう

が名称変更等はあって、広く利用できるというと

ころでございますが、取組自体はすばらしいと思

うのですが、こういった取組を学生等に周知して

いく、令和５年度は何か予定等ありましたらお示

しください。 

○佐々木司企画調整課長 各学校を訪ねて制度の

周知、活用方法、私たちの取組の内容など、しっ

かりと意見交換をさせていただきたいと考えてお

ります。 

○石垣直樹委員 わかりました。こういった取組

を学生のときから市から予算を付けられて、お金

を使って学生のうちからできるということは、将

来にとってすごいいい経験になりますし、地域に

とっても波及効果があると思いますので、ぜひと

も広く周知していって、多く使われることを望ん

でおります。 

次に最後の質問になります。53ページ、市民活

動費、防犯灯管理事業についてお伺いいたしま

す。 

こちらは前年度1,398万円、そして本年度1,510

万円と、約110万円増加しておりますが、防犯灯

の管理事業費でございます。中身はよくわかって

おりますが、この値上げ分に関しては、電気代が

増加したことによる管理費の増加なのか、それと

も防犯灯の数が増えたことによる管理費の増加な

のか教えてください。 

○渡辺昭市民活動推進課長 防犯灯管理事業の事

業費の増額に関する御質問ですが、原油等の高騰

により電気料金が高くなっており、令和４年度当

初より112万2,000円を増額し、今委員おっしゃっ

たとおり1,510万8,000円となります。 

○石垣直樹委員 燃料の高騰による増額のみで、

防犯灯の数が増えたから増額ではないということ

を理解いたしました。 

私のほうからは以上です。 

○山田庫司郎委員長 次、質疑を受けます。 

永本委員。 

○永本浩子委員 公明クラブの永本でございま

す。 

では、予算説明書の49ページ、先ほど村椿委員

からも様々御質問がありましたけれども、地域防

災訓練事業についてまずお伺いしたいと思いま

す。 

昨年12月の議会で提案させていただきました拡

張現実ＡＲ機器を活用した防災訓練を早速導入し

ていただきまして、本当にありがとうございま

す。このＡＲゴーグルですけれども、先ほど予算

の詳細の中で金額が示されましたけれども、先ほ

どの金額で言いますと３台購入したということで

よろしかったでしょうか。 

○八百坂則勝総務防災課参事 ＡＲゴーグルの導

入台数につきましては、ただいま御指摘がありま

したとおり３台ということでございます。 

○永本浩子委員 ３台購入していただいたという
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ことで、このＡＲゴーグルですけれども、使い方

様々、活用方法があるかと思っております。一般

質問の中でも、学校や地域高齢者施設や企業等で

も様々活用していただけて、リアルな疑似体験が

できるということで、イベント等でも活用できる

ものですけれども、令和５年の活用の仕方、先ほ

どもちょっと答弁がありましたけれども、改めて

どのように考えているのかお聞きしたいと思いま

す。 

○八百坂則勝総務防災課参事 活用方法について

でございますが、地域防災訓練、学校での防災教

育での活用、イベントでの活用、また、消防署で

行う火災訓練での活用のほか、町内会、民間事業

者も含めまして、御希望があれば貸し出し、有効

に活用したいと考えております。 

○永本浩子委員 様々、活用方法を考えていただ

いているようで、ぜひ周知のほうもしっかりやっ

ていただいて、使ってみると本当に今までにない

体験ができるということで、こういった防災に関

しては、新しい面が開けてくるのではないかと

思っております。特に教育の一環として、年間を

通じて子供たちが体験できれば、よりよい防災教

育にもなると思いますけれども、この点について

はどのようにお考えでしょうか。 

○八百坂則勝総務防災課参事 学校教育等の活用

等についてでございますが、防災教育につきまし

ては、本年度、六つの学校のほうで実施しており

ますので、そういったところのこれまでの実績に

合わせて、その中でぜひとも今回購入するゴーグ

ル、こちらの活用に取り組んでまいりたいと思い

ます。 

○永本浩子委員 そういった経験のある学校から

まずお声かけをしてやっていきたいということか

と思います。使ってみてどういう反応があったの

か、そういったところも新しい取組ですので、ぜ

ひよく聞き取りをしていただいて、ほかの学校で

も活用していただけるということと、もう１点こ

の防災教育という点は、１回だけのイベント的な

ものではなく、このゴーグルを各クラスこう回し

ながら、一つの教育の一コマとして扱っていただ

ければという提案でもありましたので、そういっ

た点もまた学校のほうともよく相談していただき

ながら、使ってみてからの話かと思いますけれど

も、お願いしたいと思いますけれども、その点は

いかがでしょうか。 

○八百坂則勝総務防災課参事 ただいま委員御指

摘のありましたとおり、学校を通じて、活用を通

じてみて継続してということの活用については取

り組んでまいりたいと思います。 

○永本浩子委員 ぜひよろしくお願いいたしま

す。 

さらに昨年の一般質問でも言いましたけれど

も、市からこの全戸配布されている防災ガイド

ブック、意外と全戸配布された後、皆さんどこか

にしまってしまって、なかなか活用されていない

というのが現実なのではないかなと思っているの

ですけれども、これ１冊あると避難所の確認もで

きますし、我が家の防災メモということで、家族

の中で防災に関する相談をして書き込んでいくと

か、あとマイタイムラインも前から何度も言って

いた内容等も書き込めるようになっております。

非常時の持ち出し品のチェック、備蓄品のチェッ

クもできるということで、活用次第では本当に有

効なものになるのではないのかと思っておりま

す。ただ、これをどういうきっかけで、しまって

あったところから、それを取り出して、これを開

いて書き込むかというところが一番ちょっと活用

に関しては大事なところかと思いますので、そう

いった活用ができるようなきっかけづくりを市と

してもちょっと推進していただければと思ってお

りますけれども、その点はどのようにお考えで

しょうか。 

○八百坂則勝総務防災課参事 町内会や学校での

防災訓練、防災教育におきまして、防災ガイド

ブックに掲載の災害時に取るべき自分の行動を整

理するマイタイムラインの作成、また、自宅の災

害リスク、取るべき行動を確認する避難行動判定

フロー、非常持出品、備蓄品リストの作成など、

訓練の中で活用しまして、防災意識の向上に努め

てまいります。 

また、新年度では町内会連合会と連携しまし

て、防災の研修会や講演会などを実施する予定で

ございまして、その中でも活用してまいります。 

○永本浩子委員 ぜひ、この防災ガイドブック

を、そういった折には持参してくださいというこ

とで、事前に言っていただく、もしくはなかった

としても当日会場には用意してあるということ

で、この防災ガイドブックを手に取って、その場

で開いて中身を確認しながら、それを地元に持ち

帰って皆さんで活用できるという、そういった流
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れができればいいのではないかなと思っておりま

すので、ぜひその点もお願いしたいと思います。 

また、代表質問でも各会派が取り上げておりま

したけれども、このたび発表になったオホーツク

海沿岸のこの津波浸水想定には、誰もが不安に

なったかと思われます。中でも流氷の時期に津波

が来たときは、流氷津波となって被害を拡大させ

る危険性もあるという報道がありました。実際に

以前起こったこともあるということで、北海道な

どのこの寒冷地ならではの低体温症に対する対策

の周知は前回もお願いしましたけれども、それと

ともにこの流氷津波に対する対策なども、こうし

たことも地域防災訓練の場を活用して取り組んで

いくべきではないかなと思いますけれども、この

点はどのようにお考えでしょうか。 

○八百坂則勝総務防災課参事 冬期の避難対策に

つきましては、市で基本的に持っています備蓄品

などもございますが、今後、冬期避難の留意点や

市民周知につきましては、命に関わる情報という

ことで前回も答弁のほうをさせていただいており

ます。そういった内容につきましては、今後継続

して研究精査させていただくとともに、周知方法

については検討してまいりたいと思います。 

あと流氷時期の津波については、今後市としま

しても調査研究のほうをさせていただきたいと。

最低限やらなければならないことというのは、も

う単純に逃げるということが大前提となっており

ますが、そういったときの留意点などにつきまし

ては、引き続き調査研究のほうをさせていただき

たいと思います。 

○永本浩子委員 ハザードマップの配布もあるか

と思いますので、そういった機会も利用しながら

ということになるかと思いますけれども、本当に

道東では1952年の３月の十勝沖地震で流氷津波が

発生して、釧路管内浜中町では家屋62戸が全壊、

３人が犠牲になったという、こういった記事も

載っておりまして、13分でどうやって逃げられる

のかなというのは非常に難しいことかと思います

けれども、ここまでの津波が来なかったとして

も、もっと小さい津波であったとしても、やはり

逃げるときはどこに逃げるのかとか、そういった

普段の心構えというのが大変大事になってくるか

と思いますので、そういった点、ぜひよろしくお

願いしたいと思います。 

それでは次の質問に移りたいと思います。続き

まして51ページの姉妹都市交流事業についてお伺

いいたします。 

この事業はポートアルバーニ市との交流事業だ

と思いますけれども、この事業、そもそも何年く

らい続いている事業なのかお伺いいたします。 

○佐々木司企画調整課長 昭和61年の姉妹都市の

提携以降でございますので……失礼いたしまし

た、昭和61年の姉妹都市の提携以降、交流が続い

ておりますので、36年の歴史があるものと考えて

おります。 

○永本浩子委員 大変長い歴史のある事業という

ことだと思います。昨年はなかったと思いますけ

れども、コロナで中断していたということだった

のでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 ポートアルバーニ市の

ほうでも海外から渡航制限で受入れができなかっ

たということもございまして、リアルな交流が止

まっていた要因は新型コロナウイルス感染症でご

ざいます。 

○永本浩子委員 コロナで全世界的にこういった

交流自体が行われていなかったということで、新

年度は久々のこういった交流があるということ

で、大変楽しみにされている方もいるのではない

かと思いますけれども、令和５年度のこの計画は

何人ぐらい、いつ頃やる予定なのか教えていただ

きたいと思います。 

○佐々木司企画調整課長 スケジュールはおおむ

ね８月に募集を開始いたしまして、９月に保護者

説明会、年末まで数回学習会を開催した後、年明

け新年１月に派遣をしたいと考えております。 

目下のところ、お子さんについては８名、引率

を３名、総勢11名の訪問団としたいと考えており

ます。 

○永本浩子委員 ぜひ、子供たちも楽しみにして

いる子が多いのではないかなと思いますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

網走から行く人というのは、大体毎回確保はこ

れまでもできてきているのではないかなと思いま

すけれども、聞くところによりますと、ポートア

ルバーニ市から来る人のほうの確保がなかなか大

変だという話も聞いたことがありますけれども、

こういった点はどうなっているのでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 ポートアルバーニ市側

の状況でございますけれども、なかなか町の財政

状況ですとか、それから担当者との連絡ですと
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か、業界の組織変更などもございまして、なかな

か当市に訪問団を派遣するのは難しいと伺ってお

ります。直近ですと、令和元年の７月に教育交流

訪問団と称しまして、お子さん４名、引率２名の

６名がいらっしゃったところでございます。コロ

ナ禍でリアルな交流ができていない間もオンライ

ンですとかメールなどで連絡はしっかりと取って

おりますので、受入れのほうも一生懸命取り組ん

でまいりたいと考えております。 

○永本浩子委員 現実、思いはあってもなかなか

財政状況等難しい面もあるのかと思いますけれど

も、私も東京からこちらに戻ってきたときに、親

戚の子供さんが小中学生のときにポートアルバー

ニ市に、親元を離れて、この海外でホームステイ

をしたということがすごく自信になっているなと

いうのを感じたことがありまして、網走の子供た

ちにとって、こういった体験は将来その子の人生

の中でもとても大切なものになってくると思いま

すので、向こうから来るのがなかなか大変な状況

はあるのかもしれませんが、こちらからの受入れ

を確保していただければ、ぜひぜひ継続していっ

ていただきたいと思っておりますけれども、この

点はどのようにお考えでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 海外の異文化を体験す

る貴重な機会であると考えておりますので、連絡

を密に取りながら、しっかりと私どもからの少年

少女訪問団の受入れをしていただけるように調整

を図ってまいりたいと考えております。 

○山田庫司郎委員長 永本委員、新しい質問に入

りますか。（永本委員うなずく） 

永本委員の質疑の途中でございますが、ここで

昼食のため休憩いたします。 

再開は、午後１時とします。 

午後12時02分 休憩 

───────────────────────── 

午後１時00分 再開 

○山田庫司郎委員長 休憩前に引き続き、再開し

ます。 

 永本委員の質疑を続行します。 

 永本委員。 

○永本浩子委員 それでは、続けて質問をさせて

いただきたいと思います。 

同じく51ページの友好都市市民交流事業補助金

ですけれども、国内交流の新規事業ということ

で、今回60万円が計上されたわけですけれども、

まずこの取組の内容と狙いをお聞きしたいと思い

ます。 

○佐々木司企画調整課長 国内交流都市との友好

を深めるため、市内団体が交流活動、国内の友好

都市と交流活動を行う場合に、宿泊あるいはその

公共交通機関の利用に要する費用、この一部を支

援しようとするものでございます。対象の活動

は、教育、歴史、芸術文化、またスポーツによる

市民レベルの交流活動で、１人当たりの補助額

は、天童ラ・フランスマラソンで市民ランナーを

派遣している際の支援に倣いまして３万円、１団

体当たり20名で60万円を上限と考えております。 

 子供たちの文化スポーツ活動では、近年近隣市

町のお子さんが共に活動しているといったような

例も見られますので、基本的には補助対象を市民

に限るものと考えておりますけれども、高校生以

下の児童生徒であれば、日頃から団体で共に活動

している状況であれば対象にしたいと考えており

ます。 

○永本浩子委員 あえて今回市民交流とした狙い

というのは何かあるのでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 これまで行政が中心と

なって交流を進めていたものでございますけれど

も、ここに新たに市民レベルでの交流も深めてま

いりたいというところが狙いでございます。 

○永本浩子委員 本当、考えてみると、流氷まつ

り等に来ていただくのも、友好都市の首長であっ

たり市議会議員であったりということで、やはり

市民レベルの交流というのは大切だと私も賛同し

たいと思います。 

そして、この市民団体というのは、具体的には

どのような団体で、令和５年度の事業としては、

具体的なものが見ているのでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 これに参加する過半数

が市内にお住まいの方で、５名以上で構成される

営利を目的としない団体、活動拠点が市内にある

というところを条件にしたいと考えております。

これまで将棋が盛んな天童市と将棋を交えた交流

ができないかというようなお話も頂いているとこ

ろでございますので、新年度におきましては、ま

ずはそういった団体と調整を図ってまいりたいと

考えております。 

○永本浩子委員 私も昨年視察で天童市にも行っ

てまいりましたけれども、将棋のお膝元というこ

とで、人間将棋等、いろいろな催し物が開催され
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ているようでしたので、網走のこの将棋をやって

いる子供たちが交流するという考え方でよろし

かったと思いますが、それでよかったですか。 

○佐々木司企画調整課長 今、具体的に相談を受

けておりますのが市内で子供たち将棋教室をやっ

ている団体でございます。この団体での交流の深

まりが実現できないかというところで、令和５年

度進めてまいりたいと考えています。 

○永本浩子委員 ぜひ、今藤井聡太五冠もすばら

しい結果を出して、将棋というものが全国的にも

ブームにもなっておりますし、網走の子供たちが

天童市の子供たちと将棋を通して、また交流でき

るということが、ひいては関係人口の創出にもつ

ながったり、網走にもまた来ていただけるという

ことが続いていければいいかなと思っておりま

す。 

令和５年度から始まる事業ですけれども、今後

の展望的なものは何かあるのでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 こういった制度を立ち

上げたことを市内の様々な団体、スポーツ団体で

すとか、子供たち、あるいは大人も含めてですけ

れども、様々な団体にこの制度の周知、ＰＲをい

たしまして、この制度の利活用含めて、市民レベ

ルの交流を進めてまいりたいと考えております。

○永本浩子委員 ぜひ積極的に取り組んでいただ

きたいと思います。 

 続きまして、地域おこし協力隊についてお伺い

いたします。昨年の予算が332万7,000円だったの

ですけれども、今回285万2,000円ということで、

若干ですけれども減ったのはどうしてなのでしょ

うか。 

○佐々木司企画調整課長 この地域おこし協力隊

活用事業に係る予算でございますが、協力隊員の

募集、採用、それから隊員に対するフォロー、ア

ドバイス、相談、フォローといった業務の委託費

でございます。 

予算額を減額した理由につきましては、フォ

ローの対象の隊員数が減ったことによるものでご

ざいます。 

○永本浩子委員 了解いたしました。フォローの

対象の隊員が減ったということで、現在の状況と

しては、コワーキングスペースに、ナシタに勤め

てくださっている方、お一人になったということ

でよろしかったのでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 今現在在任していただ

いております協力隊員がナシタにお勤めのお一人

でございます。新年度におきましては、さらにま

ちづくり会社のほうで１名配置をしたいと考えて

おりまして、予算で計上しておりますフォロー経

費につきましては２名分でございます。 

○永本浩子委員 了解いたしました。新年度新た

に一人をということなのですけれども、募集状

況っていうかは今どのようになっているのでしょ

うか。何名か応募があるのでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 募集に関しましては、

令和５年度、新年度から開始をしたいと考えてお

りまして、今現在まだ募集は開始をしておりませ

ん。 

○永本浩子委員 いよいよこれからということ

で、了解いたしました。 

これまで、なかなか地域おこし協力隊が移住定

住には結びつかなかったわけなのですけれども、

今回コネクトリップで活動してくださっていた方

が、市内で英会話教室を開設してくれたとお聞き

しておりますけれども、そういった認識でよろし

かったでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 委員の認識のとおりで

ございます。コネクトリップで力を発揮してくだ

さっていた隊員の方が昨年８月に退任をいたしま

して、その後、市内で英会話教室を開いておりま

す。現在、対面あるいはオンラインでの個人レッ

スンが中心でございますけれども、そのほか洋書

の翻訳業務あるいは管内高校での非常勤講師と

いったようなところでも活躍されております。 

○永本浩子委員 そういう翻訳や非常勤講師でも

活躍してくださるということは、ちょっと今日初

めて聞きまして、大変ありがたいことだなと思っ

ております。 

今回、我が市としての地域おこし協力隊におい

ては、移住定住に結びついたのは初めてかと思い

ますけれども、結びついた要因をどのように捉え

ていらっしゃるのでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 札幌から来てくださっ

た方でございましたけれども、この地域の自然環

境ですとか、そういったところに魅力を感じてく

ださったものと考えております。 

○永本浩子委員 なかなか網走の場合は３大都市

圏もしくは政令指定都市ということで、来ていた

だける方の条件が厳しいので、網走でのこの冬を

越せるのかどうかとか、そういった地域性に合っ
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ているかどうかというのが大変難しいことだった

かなとは思いますけれども、たまたま今回の方

は、実家も網走に近いようですので、そういった

部分でも移住に対する抵抗はあまりなかったのか

なと私自身は思っております。 

ただ、この地域おこし協力隊のメンバーなので

すけれども、移住定住というところにばかりこだ

わってもなかなか難しいのかなという部分もあり

ますし、もっと活動に自由度があってもいいので

はないかというお声も頂いておりますけれども、

こういった点はどのようにお考えでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 地域おこし協力隊制度

自体が首都圏から地方への移住定住というところ

を狙った国の政策、施策でございますので、まず

はそこを目標に取り組むべきと考えております。 

また、御本人の意向もございますけれども、能

力を発揮しながら自由に地域おこし、まちおこし

の活動ができるようにというところは委員おっ

しゃるとおりでございますので、今現在配置され

ている方につきましても、まちづくり会社に配置

をされておりますけれども、配置先ともよく打ち

合わせをして、自由な活動と言いますか、御本人

の意向に沿って、しっかりと地域に根差して活動

ができるように配慮してまいりたいと考えており

ます。 

○永本浩子委員 ぜひ何かしら網走の役に立ちた

い、地域おこしということで、新しいアイデア等

も、やはりこの網走というところで活用してもら

いたいという、そういう多分思いがあって応募し

てきてくれたメンバーの方なのではないかと思う

のですけれども、その思いをもっと生かすやり方

というのを考えることも必要なのではないかと私

としては思っております。 

 来てくださっている方のメンバーの生の声を聞

いたり、ほかの地域の地域おこし協力隊のメン

バーとの交流というようなことはあるのでしょう

か。 

○佐々木司企画調整課長 振興局で事務局を担っ

ておりますが、地域の協力隊員の集まりですと

か、あるいは全道レベルでの協力隊員が集まるよ

うな研修の場においても、協力隊員同士の意見交

換などはされておる状況でございます。私どもも

協力隊員とはしっかりと意見交換と言いますか、

顔を合わせてコミュニケーションを取っておりま

すし、本人が抱く将来像など、人生設計なども

しっかりと考慮しながら、様々サポートに努めて

まいりたいと考えております。 

○永本浩子委員 ぜひ今度、新年度に新しいメン

バーが加わると２名ということで、協力隊員同士

でもいろいろな意見交換ができたりとする場も必

要かと思いますし、市のほうも積極的に関わりな

がら、ぜひ力を網走市のために発揮してもらえる

ようにしていただきたいと思います。 

 続きまして、出会い創出支援事業についてお伺

いいたします。コロナが続いておりましたけれど

も、令和４年と同じく10万円という予算が今回つ

きまして、令和４年実績としてはあったのでしょ

うか。 

○佐々木司企画調整課長 令和４年度実績が１件

ございました。９月３日に大曲湖畔園地で開催さ

れたものでございまして、今回実施をしていただ

いた主体は一般社団法人ラブアバさんでございま

す。 

○永本浩子委員 コロナ禍でも１件開催があった

ということで、その参加人数やその結果等は何か

わかっているのでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 男性13名、女性９名、

計22名が参加をいたしたところです。デイキャン

プを行いながら交流を深めたと伺っておりまし

て、２組のカップルが成立したと伺っておりま

す。 

○永本浩子委員 結構な人数集まっていただい

て、そのうち２組ということで、これがどうつな

がっていくかはこれからですけれども、うれしい

結果だったと思います。 

令和５年度の計画としてはどのようなもの、ま

だ具体的なものは見えていない、いるのでしょう

か、いないのでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 現在のところ、新年度

でこういった出会いの場を創出するイベントを開

催したいという相談は寄せられておりませんけれ

ども、年度明けましたら様々な青年団体、まちづ

くり団体等でこの制度の活用を働きかけてまいり

たいと考えております。 

○永本浩子委員 ぜひ積極的にお願いしたいと思

います。 

網走もコロナ前には、たしか青年会議所が行っ

た事業がなかなかよい結果になったと思っており

ますけれども、もしできることだったら実行主体

が継続性のある取組が必要なのではないかと思い
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ますけれども、この点はどのようにお考えでしょ

うか。 

○佐々木司企画調整課長 こういったイベントの

開催を専門にする団体、それに特化した団体とい

うのはございませんので、引き続き様々な団体に

制度活用を、あるいはイベント企画を働きかけて

まいりたいと考えております。 

○永本浩子委員 ぜひお願いしたいと思います。

北見市の街コン、婚活パーティーの出会い一覧と

いうのが載っていまして、スマホでちょっと調べ

てみると、20代、30代の全員参加型ゲームで商品

券プレゼントや、30代、40代対象の大人婚活、男

女20代後半の同年代体育会系年収450万円以上や

オンラインオフ会、ズームで春婚活など、実に

様々な婚活が予定されていて驚いたわけなのです

けれども、行政がというよりは民間主導なのかな

という思いもしましたけれども、隣の市で様々な

こういう婚活が今年に入って行われており、予定

もされているということで、網走も少し研究しな

がら、積極的に取り組んでいただきたいなと思う

ところなのですけれども、いかがでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 一言でイベントの開催

と申しましても、やり方については今委員お話し

されたように様々あるかと思いますので、関係団

体、関係機関に働きかけをする、意見交換をする

際に、そういった活用事例と言いますか、実施事

例なども提案しながら進めてまいりたいと考えて

おります。 

○永本浩子委員 ぜひ、多分これ民間の力がかな

りどういう形でやっているのか、少しそういった

ところも北見市に問い合わせもしながら、取り組

んでいただきたいと思います。 

 続きまして、日体大高等支援学校入学支援補助

金についてお伺いいたします。以前にも聞いたこ

とがありますけれども、日体大高等支援学校につ

いては、各地で学校説明会を開いてきたわけなの

ですけれども、コロナ禍でなかなか思うように持

てない状況がここのところ続いていたかと思いま

すけれども、今回は何か所開催できて、参加人数

はどれぐらいだったのかお伺いいたします。 

○佐々木司企画調整課長 令和４年度につきまし

ては、９月にオープンスクールを、それから７月

に道内５会場、それから道外２会場、計７会場で

学校説明会を開催したところでございます。オー

プンスクールには114名、それから学校説明会に

は、62名が参加したと聞いております。 

○永本浩子委員 かなりの人数の方が参加してい

ただいたということで、今回は東京での開催とい

うのはなかったのでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 今回、東京での開催も

ございました。道外ではそのほか、名古屋、道内

では、参考までに、函館、旭川、釧路、札幌、帯

広の５会場でございます。 

○永本浩子委員 わかりました。東京、名古屋で

も行われたということで、先ほど村椿委員の質問

で、現在入学予定者数は27名ということでしたけ

れども、道内に結構ほかの高等支援学校が増えて

いるということも入学者が少し伸びないという原

因なのではないかということが以前質問したとき

に答弁を頂いていたわけなのですけれども、やは

りその点は差別化が必要なのではないかなと思っ

ております。やはり親御さん、障害をお持ちのお

子さんの親御さんは、子供を預けても大丈夫とい

う、親の安心材料がやはり必要かと思います。網

走の日体大高等支援学校、これまでの卒業後の雇

用進学状況はかなりいいところいっているのでは

ないかなと思っているわけなのですけれども、こ

ういった状況、どういう状況になっているのか、

ここをしっかりアピールできればと思いますが、

いかがでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 卒業後の進路がしっか

りと決まるというのも大切なお子さんを預ける親

御さんにとってみれば、委員おっしゃるとおり大

変大切な要素であると考えております。令和４年

度につきましては28名が卒業いたしましたけれど

も、進路を検討中のお子さん１人、それから合否

待ちのお子さん３人、生徒さん３人を除いて、本

年度も全生徒の進路が決定したところでございま

す。 

○永本浩子委員 ほぼ進路決定率は100％と言え

るかもしれないと思っております。先ほどの村椿

委員とのやり取りの中でも、確保対策、市援助

金、今回は4,600万円を使って様々な角度で宣伝

もしていくということで、そういったところに

も、こういった進路決定率100％ということは大

きく言っていただきたいと思いますけれども、こ

の点はいかがでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 学校の魅力のＰＲ、ほ

かとの差別化という点では大変有力な実績であろ

うと思いますので、今お話しいただいた内容につ
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きましては、学校としっかりと共有してまいりま

す。 

○永本浩子委員 ぜひお願いしたいと思います。 

また、確認ですけれども、学生の確保対策の

4,600万円ですけれども、昨年は5,200万円、以前

私が質問したときに、大変ありがたいことに全額

寄附を、全てが寄附金ということで、網走からの

持ち出し、市からの持ち出しはゼロということで

お聞きしておりましたけれども、令和５年度も同

じ状況ということでよろしかったでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 本年度予算化をしてお

ります4,600万円につきましても、日本体育大学

附属高等支援学校のために活用してくれという全

額寄附でございます。 

○永本浩子委員 本当にありがたいことだと思い

ます。そういった方々の思いを生かすためにも、

ぜひこういったところに力を入れて、多くの方が

網走の日体大高等支援学校に来ていただけるよう

に尽力していただきたいと思います。 

続きまして、学生活動支援事業補助金について

お伺いいたします。先ほど石垣委員のほうからも

様々質問がございましたので、私のほうからは１

点だけ、今回学生商品開発事業補助金から、こう

いった形に一本化して150万円がついているとい

うことで２件の申請があったということで、こう

いった取組をしていく中で、東京農大生また市内

の高校生等の、こういった商品開発されたもの等

が今後商品化される等の動きというのはあるの

か、今後の展望についてお伺いしたいと思いま

す。 

○佐々木司企画調整課長 大学で開発をいたしま

した商品につきましては、この後具体的にどう展

開するかは情報持ち合わせておりませんが、これ

までの例でいきますと、学内でクラウドファン

ディングにより資金を集めて量産をするといった

ような取組もされておりますので、同じように活

用がされていくものと考えております。 

○永本浩子委員 大学主体の事業に市が応援をす

るという形だとは思いますけれども、せっかく

様々商品開発していただいたものがあるようです

ので、ぜひ商品化するなり、そういったところか

ら企業に結びつくなり、学生たちがやはり夢を

持って取り組めるような、そういった角度からも

応援をしていっていただければと思っておりま

す。 

続きまして高大連携学生確保対策事業補助金に

ついてお伺いいたします。これは女満別空港に

ピーチが就航したことで、女満別－関空間の便が

できたということで、関西圏の高校と連携して

様々な教育プログラムを支援する取組ではありま

すけれども、昨年から始まったものですが、様々

報道もされておりまして、いい取組なのではない

かと思っておりますけれども、昨年の実績として

はどういったものがあったのでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 東京農業大学オホーツ

クキャンパスが実施をする、関西圏からの学生確

保の取組を支援しようとするものでございます。 

昨年は高大連携教育プログラムというものが、

オホーツクキャンパス主体で開催を、実施をされ

ておりまして、二つ開催されております。一つ

は、オホーツク学というプロジェクトでございま

す。オホーツクをより魅力的に紹介するための方

法を模索するという校外学習でございまして、こ

ちらにつきましては３泊４日の日程で、関西圏の

高校生41名、その他先生５名の46名で、オホーツ

クにいらして学習をされました。もう一つは、網

走市探求型プロジェクトプログラムと呼ばれてい

るものでございまして、こちら通過型観光から滞

在型観光への転換を目指すというような学習でご

ざいます。こちらには、生徒49名、そのほか教員

４名、４泊５日の日程で網走にお越しになりまし

て学習をしたところでございます。 

○永本浩子委員 どちらも私たちが長年課題にし

てきていることで、ぜひ新しい角度のこういった

取組で、学生たち高校生たちが発表してくれた内

容等も市のほうにも生かしていければと思います

けれども、こういったところの研究成果という

か、教育プログラムの成果的なものというのは市

のほうも把握をしていらっしゃるのでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 オホーツクキャンパス

で行いました研修プログラムではございますけれ

ども、終わった後の成果につきましては、私ども

共有させていただいておりますので、そこから何

かしら得られるヒントもあろうかと思いますの

で、成果内容については、全庁で共有をしてまい

ります。 

○永本浩子委員 ぜひ通過型から滞在型にという

のも長年の網走の課題ですので、そういった若い

メンバーの、また関西という全く別の土地から見

た、そういった角度の提案等がありましたら、ぜ
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ひ生かしていっていただきたいと思っておりま

す。 

昨年の実績としては、かなりいいものがあった

のではないかなと思っておりますけれども、ここ

からまたこういう広がりが出ているとか、ちょっ

と報道的には帰った生徒がすごく網走で過ごした

何日間かがすばらしかったということで宣伝して

くれているような話は載っていたのですけれど

も、その辺のところはどうなのでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 具体的にどういった還

元がされていたかというところは、申し訳ない情

報つかんでおりませんが、ただ、帰った後に同じ

学校内で成果発表されたりですとか、ほかの高校

へ出向いての研修結果の発表といったことも行わ

れていると伺っておりますので、網走の地で学ん

だことのＰＲ、それから網走自体のＰＲにもつな

がっているものと考えております。 

○永本浩子委員 いい形で初年度の取組としては

上々だったのではないかなと思っております。新

年度、令和５年度の取組としては、大学主体のも

のでありますけれども、どういった内容になって

いるのでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 令和４年度、プログラ

ムの実施後、大学でアンケートを実施したようで

ございます。参加した高校からは大変好評で、次

年度もぜひというお声があるやに聞いておりま

す。現在のところ聞いておりますのは、網走市探

求型プロジェクトプログラムについては、今年、

生徒さん49名の参加でしたけれども、来年は目下

のところ、倍の100名程度にしたいというお声も

聞いておるところでございますので、非常に関西

圏の高校からしても、魅力的な校外学習プログラ

ムであったのだろうというふうに感じておるとこ

ろでございます。 

○永本浩子委員 大変好評ということで、うれし

い限りでございます。この人数が増えた場合、市

からの補助金という金額は変わらずということで

よろしいのでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 変わらず上限50万円、

考えております。 

○永本浩子委員 了解いたしました。今後の展望

としては、この取組が東京農大の入学者確保、ひ

いては網走市との関係人口の創出につなげていけ

ればと考えるところですけれども、市としてはど

のようにお考えでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 この取組が大学の魅力

向上につながっていることは間違いないかと思い

ますので、今後の東京農業大学オホーツクキャン

パスへの入学者の増につながることを期待してい

るところでございます。 

○永本浩子委員 ぜひ、多分昨年来てくれたメン

バーは高校２年生だったかと思いますので、進路

決定するのが今年ということで、成果が見えてく

るのが来年以降という形になるかと思いますけれ

ども、きちんと成果につながっていけばいいなと

私も期待しながら見ていきたいと思います。 

続きまして、地域課題戦略推進事業についてお

伺いいたします。以前お聞きしたときに、人件費

が350万円、事務費が50万円ということでありま

した。令和５年度の予算500万円ということです

ので、実質のこの事業費は100万円ということに

なりますけれども、この100万円の使い道はどの

ようになっているのでしょう。 

○佐々木司企画調整課長 網走産の食材を用いた

加工食品を開発して、食を通じたＰＲにつなげて

いきたいと考えておりまして、この開発費用とし

て計上をしております。 

○永本浩子委員 網走産の食材を使った新商品の

開発ということで、多分昨年もこの内容を取り組

まれたかと思うのですけれども、昨年としての実

績というのはあったのでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 昨年はマタタビですと

か白花豆といった一風変わった食材を使ったアイ

スクリーム、ジェラートの制作をいたしました。

令和４年度、現年度でございますけれども、網走

産のウニ、それからカニを使ったパスタソース、

ジビエカレー、こういったことの開発をしていた

だいたところでございます。 

○永本浩子委員 ちょっと確認ですけれども、こ

ういった網走産の食材を使った新しい商品を考え

てくださっている方はどのような方たちなので

しょうか。 

○佐々木司企画調整課長 首都圏で様々レストラ

ンを経営してくださっている、中には星付きの方

もいらっしゃいますがシェフでございます。 

○永本浩子委員 星付きのシェフということで、

大変うれしいことだと思います。昨年はマタタビ

や白花豆を使ったジェラートということで、今年

度、ウニ、カニを使ったパスタとかジビエカレー

と、このように新しく開発されたというか考案さ
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れた商品については、今後どのようになっていく

のでしょうか 

○佐々木司企画調整課長 開発をしてくださった

シェフが経営する店舗での、まずは販売を計画し

ております。 

○永本浩子委員 それぞれのシェフの方の店舗と

いうことで、新メニューということで取り扱って

いただくということですね。わかりました。

ちょっとこういったことも周知しながら、宣伝で

きればいいかなとは思いますけれども。 

また関係人口創出の機会づくりとして、オープ

ンカレッジなどが計画されていたと思いましたけ

れども、コロナもありましたが、このオープンカ

レッジというのはやれたのでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 令和元年に一度東京で

実施をいたしました。その後、同じ取組を再び、

あるいは市内でもと考えておりましたけれども、

コロナの関係で、コロナ禍の中でなかなかその実

施に至ってないところでございます。今現在も開

催する予定はございません。 

○永本浩子委員 コロナがあったということで、

なかなか難しい状況だったかと思います。でも１

回は東京で実施することができたということです

ので、また今後も大学のほうとも相談しながら、

いい形で持っていっていただければと思っており

ます。 

最後に、57ページの証明書等コンビニ交付シス

テム管理事業についてお伺いいたします。やっと

こういった形で、市民の皆さんに利便性のある取

組が実現できることになったということなのです

けれども、今回この交付できる証明書の種類とい

うのはどういったものになるのでしょうか。 

○渡邉眞知子戸籍保険課長 対象となる証明書の

種類ですが、住民票の写し、印鑑登録証明書、戸

籍証明書、戸籍附票の写し、所得証明書、課税証

明書、所得課税証明書となります。 

○永本浩子委員 結構な種類の証明書が取れると

いうことで、使えるコンビニはどういったコンビ

ニが使えるのでしょうか。北海道、網走もそうで

すけれども、セイコーマートが結構多いのです

が、セブンやローソンは大丈夫かと思いますけれ

ども、セイコーマート等も使えるのでしょうか。

○渡邉眞知子戸籍保険課長 市内のセイコーマー

ト、セブンイレブン、ローソン、計22店舗にマル

チコピー機が設置されていることは各会社の店舗

情報のほうで確認をしております。日本郵便や

サッポロドラッグストアなども設置されている店

舗があるようですが、市内の店舗は未設置となっ

ております。 

○永本浩子委員 ということは、セコマもオー

ケーで、セブン、ローソンでもオーケーというこ

とで、22か所使えるということで、かなり便利に

なるかと思います。実際にできるようになるのは

いつからでしょうか。 

○渡邉眞知子戸籍保険課長 今月27日月曜日から

交付となります。 

○永本浩子委員 もうすぐ、いよいよということ

ですね。市民への周知はどのように考えていらっ

しゃるのでしょう。 

○渡邉眞知子戸籍保険課長 広報あばしり４月号

への掲載と３月下旬に折り込みチラシの配布、網

走市の公式サイト、ライン、ツイッター、フェイ

スブックへの掲載、ＦＭあばしりの活用などを考

えております。 

○永本浩子委員 大変いいことですので、様々な

機会を通じて、しっかりと周知をしながら市民の

皆さんがこの利便性を共有できるようにしていた

だきたいと思います。 

以上で私の質問を終わります。 

ありがとうございます。 

○山田庫司郎委員長 次。平賀委員。 

○平賀貴幸委員 それでは、質問をさせていただ

きます。 

最初に、財政の見通しについて伺いたいと思い

ます。起債残高についてですけれども、毎年減少

傾向にあると理解をしておりますが、今年度の予

算を見る限り、起債残高の減少が幾分鈍化したよ

うにも受け止めております。状況について伺いた

いと思います。 

○古田孝仁財政課長 財政の見通しのうち、起債

残高の減少の今後の見通しなどについてでござい

ますが、起債残高の見通しにつきましては、令和

５年度から６年度にかけまして、新庁舎建設に係

る起債発行がございますので、それを受けまして

起債残高は、若干ではございますが増加する見込

みとなっております。 

○平賀貴幸委員 状況が明らかになったわけであ

りますが、今後、耐震化工事や建て替えを含めた

公共施設の適正化、これについてもいろいろな検

討が行われると理解しております。今後の起債残
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額の見通しについてはどうなるのか、改めて伺い

たいと思います。 

○古田孝仁財政課長 新庁舎の建設以後、それ以

降につきましては、毎年発行額を上回る約30億円

程度を償還していく見込みでございますので、起

債残高は緩やかではございますが減少していくと

見込んでいるところでございます。 

○平賀貴幸委員 そうすると、財政が再び悪化を

していって、危険ゾーンに入ってくるようなこと

には、財政上はならずに運営はしていけると、そ

ういう理解でよろしいということですね。 

○古田孝仁財政課長 今後、総合体育館、市民会

館、消防本部庁舎など大型の建設事業も控えてお

りますので、引き続き５年先を見据えた中期財政

収支見通しを策定しながら、中期的な視点を持っ

て財政運営に努めていきたいと考えているところ

でございます。 

○平賀貴幸委員 起債の残高についての見通しに

ついては理解させていただきました。 

続いて、代表質問でもやり取りがありましたけ

れども、法人市民税の減少についてです。いろい

ろと心配はしているところなのですけれども、改

めて状況について説明いただきたいと思います。

○清杉利明孝税務課長 法人市民税の減収につい

てでございますが、一部の業態におきましては、

増加が見られる業態もございますが、飼料や資

材、燃料等の価格高騰などの影響を受ける業態に

おきましては、全般的に低調と見込まれておりま

して、特に食肉加工業、ブロイラーにおいては特

に低調でありまして、全体としまして、令和４年

度当初予算対比で5,845万3,000円の減、80.4％と

見込んでいるところでございます。 

○平賀貴幸委員 気になるのは、これが一時的な

ものなのか、それともこれからもこういった状況

が続くような状況になるのかというところなので

すけれども、一次産業は好調だということがある

にしても、やはりそこが最も心配されることの一

つだと思っておりますが、その辺の見通しについ

てはどうなのでしょうか。 

○清杉利明孝税務課長 様々な機関におきまし

て、経済動向情勢が発表されておりますが、その

中では、全体的には緩やかに回復傾向にあるとの

見通しを示しておりますので、当市におきまして

も、緩やかではございますが徐々には回復してい

くものと考えております。 

○平賀貴幸委員 全体の動向からそのように判断

をするということでありました。しかしながら、

我々が議会で繰り返しているのは、担当は商工に

なるのかもしれませんけれども、網走市独自の実

態調査をしっかり行った上で、行政の判断をして

いただきたいというところであります。ここはま

た機会を改めて議論をしなければならないと思い

ますが、人口の減少や人手不足も含めて、必ずし

も先行きは明るいものばかりではない状況だとい

うこともありますので、やはり独自の調査が必要

だろうと改めて感じるところです。 

続いて、今年度の予算が目指す達成の目標につ

いて、私毎回伺わせていただいているのですけれ

ども、本来というふうに私は思っています。達成

目標を持った予算編成が望ましいと思っておりま

して、今回任期中最後の予算委員会ですので、改

めて質問をさせていただきたいと思っておりま

す。 

今年度の予算についてですけれども、どんなも

のを伸ばして、あるいはどんなものを守ろうとし

ている予算なのか。あるいはこの予算が執行され

て、１年たったときには、どのような変化がある

と理解したらいいのか。つまりはどのような目標

を持って事業を編成し、予算執行するのか、その

点についてお示しいただきたいと思います。 

○佐々木司企画調整課長 まちづくりを進めるに

当たりましては、総合戦略、こちらを中期的な指

針として成果評価を持ち、予算の中では事業に

よって統制することになりますので、なかなか一

概には言えませんが、基本的には活動指標を持っ

て各事業に取り組んでいるところでございます。 

若い世代を増やしたいという思いから、これま

で近年では日体大の支援校、ＮＧＫオホーツクや

ＷＩＮＤ－ＳＭＩＬＥなどの実績があります企業

誘致の取組、また、建設業、公共交通など社会イ

ンフラを支える人材の確保、こういったことに取

り組む事業者への支援、また、20代の新規就業者

への奨励金の給付、新年度はそのほか、高校１、

２年生を対象にした企業説明会の開催などにも取

り組むこととしているところでございます。 

また、子育て支援の観点からは、安心して出

産、子育てができますように、地域医療の確保、

それから子育て世帯包括支援センターの設置、保

育料、中学校卒業までの医療費の無償化、あとは

病後児保育の導入、検診体制の充実、子供インフ
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ルエンザワクチン接種の無料化、それから子育て

世帯向けの戸建て住宅の建設。このほか新年度は

新たにベビー用品の購入クーポンの贈呈、給食費

の無償化、こういったことに取り組むとしている

ところでございまして、子育て世代の負担軽減を

図ることとしております。 

こうした一連の取組による、町の総合力が魅力

の向上につながり、ひいては若い世代の定住につ

ながるものと考えております。 

○平賀貴幸委員 方向感としては共有できると感

じさせていただく答弁だったと思います。 

 それでちょっと角度を変えてみます。これも以

前に伺ったことがあるのですけれども、今年度の

予算では出生率の増加あるいは出生者数の増加、

または若者を中心とした人口定着率の上昇、労働

人口の減少、こういったものにどの程度歯止めを

かけることにつながると理解したらいいのでしょ

うか。 

○佐々木司企画調整課長 総合戦略を中期的な指

針としてまちづくりを進めておりますけれども、

人口定着率といったものを指標としたものが実は

戦略の中にはございませんで、またその若い世代

を含んだ生産年齢人口、こういったような状況を

客観的に表すような指標も実は持ち合わせていな

いところでございます。どのような指標の設定が

いいのか、そういったものを判断する客観的な指

標としてはどんなものがいいのか、そもそも存在

するのかといったことも含めまして、次期戦略の

改定に向けた中で研究をしてまいりたいと考えて

おります。 

○平賀貴幸委員 地域経済分析システム、リーサ

ス、これを網走市のデータとして見ていくと、

2020年度の実測値、総人口は３万5,759人となっ

ておりまして、そのうち年少人口が3,731人で、

全体の10.4％です。生産年齢人口は２万405人、

57.6％、労年人口は１万1,259人、31.49％となっ

ているわけです。予算の編成における目標設定、

やはり必要だなと思うのは、こうした数字を見る

からなのですけれども、同じくリーサスのデータ

を見ていくと、2045年までの推計値が読み取れま

す。2045年ですから実はあとたった22年後であり

まして、私もまだ生きているのだろうと思います

し、ここにいる何人かは現役の議員でいるかもし

れないというところです。そのときの総人口は２

万5,496人という予測なのです。年少人口は2,563

人で10.5％の割合。それから生産年齢人口は１万

2,331人で48.36％まで下がっている。それから老

年人口は１万602人で41.58％まで上昇しているわ

けです。年少人口については、減り続けるのです

けれども、人口に占める割合は、どうやらあまり

変わらないという状態で推移するようですが、一

方で生産年齢人口、老年人口、このままだとさら

に５年後ぐらいには逆転しているのではないかな

という状況だと私は感じております。もちろん、

老年人口そのものも減少に転じているというの

が、この2045年を見るとわかるので、いろいろと

変化が起きてくるのですけれども、予算編成方針

あるいは市政執行方針、こうした視点や危機感と

いう点だと、なかなか読み取れないです。果たし

てそれでいいのだろうかというところに私は疑問

を持っているのですけれども、いかがでしょう

か。 

○佐々木司企画調整課長 人口構造の変化を及ぼ

すような大きな政策転換というものは、なかなか

一朝一夕ですぐに成果が結びつくものではないと

思っております。様々な取組の積み重ね、総合力

の成果であろうと思っておりますので、短期的な

まちづくりの指針である予算編成の中では、なか

なかそういった指標を持ち合わせるということが

難しいとは思っておりますけれども、中期的長期

的なまちづくりの中で、まちづくりの方向性だけ

は見失わないように、しっかりと進めていく必要

があるのだろうと感じております。 

○平賀貴幸委員 その視点は持っていただけると

いうことですので、ですけれども予算編成方針に

も、やはり私はこういったことを盛り込みながら

予算編成というのも当たらなければ、相当な危機

に、網走含めたこの日本全体があるのだと思いま

す。予算編成方針、過去からのホームページで見

る限りは、こういった視点は予算編成方針にはな

いということころでありますから、まず予算編成

方針にぜひこういった視点も盛り込みながら予算

の編成に当たっていただきたいと感じるところで

す。 

続いて、歳入の確保について伺うのですけれど

も、ここにも目標として設定ができるところはや

はりしたほうがいいのではないかという視点を

持っております。年々増え続けておりますふるさ

と納税ですけれども、今年度についてはまだ確定

はしておりませんが、実績としては若干下がる見
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込みなのかなと理解をしています。一方で、歳入

に占める割合については、平成29年度から数えま

すと、2.99％、３％、5.6％、5.6％、7.4％、そ

して昨年度、令和４年、今年度、8.3％と上昇し

ているということです。また自主財源に占める割

合、これも29年度から見ると、それぞれ7.9％、

7.8％、13.5％、13.9％、19.1％、また令和４年

度、今年度は19.2％ということで、自主財源の約

２割を占めるほどになっているということでござ

います。今年度については予算上どのような割合

になると見込まれているのでしょうか。 

○古田孝仁財政課長 ふるさと寄附金の歳入に占

める割合についてでございますが、令和５年度に

つきましては8.3％ということで、令和４年度と

同じ数値となっております。また、自主財源に占

めます割合につきましては19.5％と、令和４年度

より0.3ポイント上昇する見込みとなっておりま

す。 

○平賀貴幸委員 ますます重要な財源になってく

るというところだと思います。もちろん市税が増

えていただけるというのは望ましいのですけれど

も、一方でやはりもう２割に近づいている状態の

このふるさと納税も大切な財源だと思います。 

ということで、ふるさと納税については目標額

を定めて、それを達成するための取組を重ねるこ

とが必要だと思っております。我々も委員会視

察、総務経済委員会の視察の中で、友好都市の天

童市に伺いました。ここのふるさと納税は基金を

積まれておりません。では、どう運営をしている

のかということを伺うと、単年度主義なのです。

いただいたふるさと納税は、その年の財源として

全て使い切るということで財政を運営されており

まして、つまりそれこそが財源としてしなければ

事業ができないものですから、事実上の目標設定

イコール予算という形で事業を執行されていて、

それが達成できるように努力を重ねられていると

いう方法でございました。 

これと全く同じような構造を求めるわけでは全

くないのです。基金に積みながら有効活用すると

いう事業のやり方は私は正しいと思っていますの

で、それはいいのです。ただ一方で視点としては

必要なのだろうということは理解をして帰ってき

たところでして、目標額をやはり定めていくこと

が必要なのだと思います。 

言うまでもなく、お隣の紋別市、８倍以上のふ

るさと納税を頂いている額です。そこを比較して

どうしても我々も見ますし、市民も見ますし、当

然皆さんも見ているのだと思います。そういった

ことを踏まえて、やはり目標額を設定して、ふる

さと納税については取組を強化するという必要が

あると思うのですけれども、この辺はいかがで

しょうか。 

○古田孝仁財政課長 ふるさと寄附に対します目

標額の設定についてでございますが、当市といた

しましては寄附という性質上、あらかじめ高い目

標を設定するというものではないと考えていると

ころでございます。例年、給付実績を踏まえなが

ら予算額を設定しておりまして、この予算額を確

保すること、あるいはその予算額を超えることが

目標になるというような認識で取り組んでいると

ころでございます。 

○平賀貴幸委員 この当たりの議論は商工のほう

でまた改めてやったほうがいいのだろうなと思い

ますが、私はやはりその目標額の設定は必要だと

思っておりますので、改めて商工のところでそこ

は議論させていただきたいと思いますが、一方で

企業版ふるさと納税もスタートして、実績が出て

きました。ここについては目標額の設定とかはせ

ずに、ここもやっていく考え方なのでしょうか。 

○古田孝仁財政課長 企業版のふるさと寄附につ

きましては、当市の場合、総合戦略に掲げた事業

に対しまして、全国の企業の方から支援を頂くよ

うな仕組みになっておりますので、それは取り組

む事業は決まっているという中で御寄附を後お願

いしているような状況でございます。 

また、その寄附があってもなくても事業のほう

は行うということで予算化はしておりますので、

あらかじめ目標をというような性質のものではな

いという理解で予算を組んでいるところでござい

ます。 

○平賀貴幸委員 そういう考え方だということは

理解させていただきますが、これも以前からやり

取りをしているのですけれども、ガバメントクラ

ウドファンディングの要素を、このふるさと納税

にも取り入れて行うというのが網走市では見られ

ないというところで指摘をさせていただきながら

質問を繰り返してきた経緯もございます。商工の

ところでも改めて伺わなければいけないと思って

いますが、網走市としてはこうした考え方を持つ

ことはないのでしょうか。どうなのでしょう。 
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○古田孝仁財政課長 以前、鉄道記念館にありま

すＳＬの客車改修のときに、クラウドファンディ

ングというのを取り組ませていただきましたの

で、それはそのケースですとか、どのような対象

の方に支援していただくかとか、そういう取り組

もうとしている事業に応じて判断しているところ

で、全市的な大きな取組に対しまして、寄附して

くださいというのを大々的に発信する考えはござ

いません。 

○平賀貴幸委員 まさにその前者のほうの事業の

ような形のものをどうやって取り入れていくかと

いうことを市として考えなければいけないことな

ので、今課長が答弁なさったような後半のほうの

部分は私も適さないと思うものですから、一つの

特定の事業に対して、あるいは一つの特定の活動

に対して支援を求めていく、そしてその結果を報

告し、適切に管理していくということが必要だと

思います。 

ところで今、その客車の部分の話がありました

けれども、以前も適切に状況の報告がなされてい

ないという状況を指摘させていただいて、そのこ

とを改善するという答弁があったのですけれど

も、その後は、そこは改善されているのでしょう

か 

○山田庫司郎委員長 暫時休憩します。 

 午後２時02分 休憩 

───────────────────────── 

午後２時02分 再開 

○山田庫司郎委員長 再開します。 

 平賀委員の質疑から。 

 平賀委員。 

○平賀貴幸委員 そこについては改めて所管のと

きに確認させていただきたいと思います。 

今ガバメントクラウドファンディング型のふる

さと納税については、必ずしもやらないというわ

けではなくて、適切なものがあればということで

したので、改めて議論を続けていきたいと思いま

すが、市民活動について伺いたいと思います。 

市の市政執行の中でも地域協働というのはうた

われておりまして、市長の市政執行の中でも地域

協働について触れられた部分がございます。しか

しながら一方で、市民活動というのはなかなか大

変な状況になっているなと思っておりまして、各

町内会の状況を見ても、町内会が解散をすると

か、維持できないとか、今までのやっていた業務

ができないところが複数出てきている状況もあり

ますし、ＮＰＯ法人などでも近年解散をされたと

ころも出てきているような状況があると私は理解

しているのですけれども、実際のところ担当課と

してはこの市民活動については、どのような今現

状にあると理解されているのでしょうか。 

○渡辺昭市民活動推進課長 市民活動の現状につ

いて、市では３年置きにアンケートを実施してお

り、本年度、令和５年度も実施予定となります。 

令和２年度の活動状況につきましては、活発に

活動していると回答している団体が、平成29年度

調査の約９割から約７割となっており、新型コロ

ナウイルスの影響により活動ができないと回答し

ている団体が複数あったところです。 

また課題としては、会員の高齢化により活発の

停滞や代表者、事務局の担い手がいないことが挙

げられております。 

当市においては活発に活動されている団体はあ

るものの、市民活動の担い手の育成が課題となっ

ていると認識しております。 

○平賀貴幸委員 そういうこともあって、今年度

新規事業に取り組まれて、そこを何とかてこ入れ

しようということだと理解はしているのですけれ

ども、それで十分かと言うと私は必ずしもそうで

はないのだろうと危機感を持ってここは捉えてお

ります。市民の皆さんが自発的に行政と協働しな

がら課題の解決をしようというのが市民活動だと

思うのです。そうすると、ぜひ私はここにふるさ

と納税を結びつけてほしいということを、過去何

度も繰り返し質問させていただいているのです。 

網走市のふるさと納税の項目には、市民との協

働の視点というのはない状況になっております

が、ただ、その他の事項がありますので、できな

くはないのだというのも一方で理解をしていま

す。 

市民から自発的に、先ほどの客車の維持管理で

はないですけれども、地域の課題を解決したいと

いう話が出てきたときに、今の状況だとふるさと

納税を活用しながら、ガバメントクラウドファン

ディングの手法を活用するという手段がない状態

なのですけれども、果たしてそのままでいいのか

どうかというところなのです。私はぜひそこは項

目をふるさと納税の条例に追加をして、しっかり

と取り組めるということをやることで市民活動の

財源もふるさと納税で地域の活動を全国へと発信
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しながら求めていく、あるいはＮＰＯ法人や福祉

団体の活動を全国に発信しながら寄附を求めて、

協力を求めていて、それを報告しながらさらに活

動を努力をして前に進め例えばいく、こんな状況

をつくったほうがいいと思っているのですけれど

も、その点はいかがでしょうか。 

○渡辺昭市民活動推進課長 ふるさと寄附金の項

目に加えてはどうかという御質問ですが、現段階

では考えていませんが、令和５年度は新たな取組

として、５名以上の市民団体等に市民活動参加を

促すための市民活動活性化補助金を改正しており

まして、その財源がふるさと寄附金のその他まち

づくりのために寄附されたものを活用しておりま

す。 

○平賀貴幸委員 そうだったのですね。ついにふ

るさと寄附が地域協働に初めて使われるという事

業ができたということで、そこは一つ評価を高く

したいと思います。 

一方でそういったことしていくとなると、高齢

化だとか様々な問題があって、もう一度市民活動

を活性化させるというためのてこ入れが必要だと

思っています。ただし市民活動では、先ほど申し

上げたとおり、市民が自発的に取り組む中で行政

と一緒に力を合わせなければいけないと、初めて

動いて協働であって、行政からこうやってほしい

のでと言いながら協働するというのは本来の形で

はないわけです。ではどうするのがいいのかと言

うと、協働の手引きがやはり私は必要だと思うの

です。網走市は協働の指針をつくって、皆さんに

共有されて、市の職員さんがそれをもとに取組を

協働としてされています。 

一方で市民側から自分たちで協働しようと思っ

たときに、市販されている資料はありますけれど

も、網走市が独自につくった協働の手引き、これ

を見れば、自分たちでどんなふうに活動を組み立

てていって、行政と一緒に何かをしたいときに

は、どうやったら行政と話し合って活動が進めら

れるのだろうか、相談できるのだろうかという物

差しがないのです。ですから、協働の手引きをつ

くったほうがいいということも、これも繰り返し

質問させていただいていますし、全国各地で協働

の手引きを持っていない町のほうが私は珍しいと

思っております。ぜひ作成していただきたいと思

うのですけれども、いかがでしょうか。 

○渡辺昭市民活動推進課長 市民向け協働の手引

きの作成についてでありますが、他市でも一定の

有効性は理解しつつ、市民協働を進めていく上で

わかりやすさ、取り組みやすさへの取組というこ

とで手引きは一つの手段として認識していますの

で、今後先進地の事例等を研究してまいりたいと

考えております。 

○平賀貴幸委員 ぜひ、前に進むことを期待して

次の質問に移ります。 

学生活動支援事業補助金についてです。先ほど

来、質問がありましたので、大体のことは理解で

きました。 

○山田庫司郎委員長 平賀委員、着席願います。 

平賀委員の質問の途中ですけれども、ここで暫

時休憩いたします。 

再開は10分後といたしますので、14時20分再開

です。 

午後２時09分 休憩 

───────────────────────── 

午後２時20分 再開 

○山田庫司郎委員長 休憩前に引き続き、再開し

ます。 

平賀委員の質疑を続行いたします。 

 平賀委員。 

○平賀貴幸委員 それでは続けさせていただきま

す。 

学生活動支援事業補助金についてでございま

す。新商品開発の今年度の事業の振り替えという

ことで、先ほど来、終始議論があったので状況に

ついては大体理解させていただきました。 

私からも若干確認させていただきたいと思いま

すが、網走市内で今フリースクールをつくろうと

されているグループが２団体ほどございます。学

校を中心とした学生の活動の支援だろうと思うの

ですけれども、こうなるとちょっと学校とはまた

違う形での子供たちと大人の一緒に力を合わせた

協働による取組になるのだと思います。 

一方こういった性質のものは、まちづくりだと

か地域活性化あるいはその町内会の活動などで

も、もしかしたらあるかもしれないことになりま

して、こういったところも幅広に事業の対象に、

果たしてなるのかどうか伺っておきたかったので

すけれども、いかがでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 この補助制度、高校生

と大学生を対象としております。フリースクール

ということでございまして、現金の扱いを伴いま
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すので、生徒さんのみではなかなか心配の面もあ

るやに感じております。基本的には学校あるいは

学校におけるクラブ活動ですとか、大学でいけば

研究室、こういった団体を対象に、そういった単

位で支援をしたいと考えております。 

しかしながら、例えばＮＰＯのような法人格を

有する団体、あるいは法人格はないけれども、

日々の活動で、予算ですとか、決算ですとか、事

業計画といったものを持ってしっかりと管理され

ているような団体であれば差し支えないかなとも

思うところでございますので、どのような団体、

フリースクールも含めて、どのような団体で、こ

の補助金を使ってどういった活動をしていくかと

いうところをまずは御相談をいただきたいと考え

ております。 

○平賀貴幸委員 考え方、捉え方は理解をさせて

いただきました。まずは相談をしながら、当ては

まれば、もしかしたら活用できるかもしれないと

いうことですので、しっかり我々も情報提供をし

ていきたいと思います。 

将来的にはぜひ網走子供ファンドみたいな事業

になってくれればいいなと希望を持っておりまし

て、プレゼンテーションを市民の前でして、これ

はいいなと思った事業に対して補助がつけられ

て、事業が１年間終わったらまた活動が報告され

るような事業に成長していってくれればなと、こ

れは願っているところでありますので、今後の事

業の取組を見たいと思いますし、先ほど述べた協

働の手引きなんかを学生たちとつくってみるとい

うのも非常におもしろいかなと私は思っておりま

すので、もしそんな学生たちがいれば、ぜひ取り

組んでみたいなとも感じるところです。 

次の質問に移ります。庁舎建設事業についてで

すけれども、ここハザードマップ作成事業と併せ

て伺いたいと思います。先ほども若干議論があり

ましたけれども、複数の市民の方から心配の声を

伺うので、この機会に伺おうと思います。 

ハザードマップがつくり直される、それは大規

模地震の想定が変わったからということでありま

して、果たしてあの場所はこの新想定で大丈夫な

のかという話をよくされます。恐らく浸水地域に

元々入っていなかったので大丈夫なのではないか

なと思ってはいるのですけれども、改めて状況に

ついて説明をお願いしたいと思います。 

○八百坂則勝総務防災課参事 新庁舎が今回の見

直された浸水想定区域に入っているかどうかとい

うことについてでございますが、以前、平成22年

度に北海道が調査しましたオホーツク海域沿岸の

津波浸水予測図及びこのたび新たに示されました

津波浸水予測でも、新庁舎は浸水エリアに入って

はおりません。 

○平賀貴幸委員 それを聞いて一安心なのですけ

れども、そういったことを結構な数の市民が心配

されているというのを今肌感覚で感じておりま

す。ぜひ早期の広報を進めていただきたいなとい

う、その点思うのですけれどもいかがでしょう

か。 

○八百坂則勝総務防災課参事 ただいま御指摘で

ありましたとおり、ハザードマップの作成等で皆

様にはお示ししたいとは思います。時期的なもの

につきましては、秋口頃をめどに作成のほうはで

きるようにちょっと取り組みたいと考えておりま

す。 

○平賀貴幸委員 ハザードマップは秋口というこ

とでありましたが、それを待たずに、できれば何

かの形で広報したほうがいいだろうと思うところ

です。庁舎建設事業の担当としてはいかがです

か。 

○遠藤崇哲庁舎整備推進室参事 新庁舎の浸水想

定に関して、エリアに入っていないという答弁を

させていただいたところでございますが、こちら

の周知に関しましては、まず市全体としてハザー

ドマップの広報をした後、新庁舎に関する市公式

ホームページ、こちらに専用のページがございま

すので、そちらのほうを通じて、または公式ライ

ン等を通じて、市民の方へ周知したいと考えてい

るところでございます。 

○平賀貴幸委員 市の考え方は理解しますけれど

も、私はここは早期に心配されている市民の方が

いらっしゃるので、早期に広報したほうが無難だ

ろうと正直感じますので、そこ申し上げておきま

す。 

ところで、ハザードマップがつくられるという

ことは、様々な避難の想定も変わってくるという

ことだと思っております。いろいろとその辺は検

討されてこれから示されていくのだと思いますけ

れども、一方で、実際のところは、やはり徒歩の

避難と訴えても、やはり車での避難が多いという

のも実態だと思います。東日本大震災から12年

たった今、この状況を見ていても、東北の幾つか
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の自治体ではやはり車での避難のルール化整理に

ついて取り組んでいることが、少なからず見受け

られていると思います。見ると近くの避難所に行

くのでなくて、車の方は遠くの避難所を目指して

くださいというところで整理をされて、これから

住民周知を図りながら、いろいろな課題に向き

合っていくのですけれども、網走市としてはどの

ような考え方をお持ちなのでしょうか。 

○八百坂則勝総務防災課参事 津波発生時の避難

方法についてでございますが、網走市津波避難計

画では、原則徒歩による避難ということにしてお

りますが、港町や海岸町、郊外地区及び高齢者等

で徒歩による避難が困難な場合は、自動車による

避難も可能としているところでございます。 

○平賀貴幸委員 現在も可能ということで、一定

の整理をされていると思いますが、ただ、実態と

して、以前も津波注意報でしたか、警報でした

か、出たときに、避難されるときに渋滞が発生し

たということで実態としてあったのだと思いま

す。その際もやはり近くの高台に避難されるの

で、例えば向陽ケ丘のところが渋滞して動かなく

なってしまうという状態が起きて、実際に津波が

押し寄せたらと考えると、なかなか肝を冷やすこ

とになるのだと思うのですけれども、それを防ぐ

ためにも事前の車での避難のルール化がもう少し

整理が必要だと思うのですけれども、その辺はい

かがでしょうか。 

○八百坂則勝総務防災課参事 先ほどから委員御

指摘ございました津波の関係でございますが、本

市におきまして、平成18年11月に発生しました千

島列島を震源とした地震による津波警報の発令

時、こちらのときには、先ほど委員のお話のござ

いましたとおり、向陽ヶ丘地区へ避難する車両、

こちらが渋滞したと記憶しているところでござい

ます。市民へのお知らせとしましては、津波避難

の際、こちらにつきましては原則徒歩によるとい

うことに変わりはありませんが、冬期避難での避

難の難しさも想定されますので、どのような手

法、伝え方がよいのか、他市の事例も含めて検討

してまいります。 

○平賀貴幸委員 ハザードマップの改定の時期で

すので、併せて検討していただいて、できれば、

早目に整理をしていただいた上で、車で逃げる方

は近くの避難所ではなくて、遠くの避難所、しか

もこの場所ですよという形での周知をされるのが

望ましいと思います。 

先ほども答弁ありましたとおり、やはり高齢者

の方が中心なのだと思います。どうしても車で避

難しなければいけないという方は、そういったこ

とも含めて、ぜひ整理をしていただきたいと思い

ます。 

次の質問に移ります。ＤＸの導入推進による職

員の残業時間の問題なのです。やはりＤＸを入れ

ていって、今年度も様々な事業で導入されて、市

民の利便性が向上して、非常にいいことなので

す。併せて、職員の皆さんの働き方も働きやすく

なっていくというのがこの事業は望ましいもので

して、その結果として職員の皆さんの残業時間が

削減できるということが、私はＤＸのもう一つの

側面に本来なるべきだと思っているものですから

伺うのですけれども、目標設定、以前質問したと

きはまだ持ち合わせてないということだったので

すけれども、現状ではどのようになっているので

しょうか。 

○寺口貴広職員課長 職員の時間外勤務の関係で

ございますが、庁内ではデジタル化推進室が中心

となりデジタルトランスフォメーションの推進に

向けた各種調査研究に取り組んでいるところでご

ざいますが、現状、時間外勤務の削減目標の設定

には至っておりません。 

現在、庁内ではどのような業務がＡＩやＲＰＡ

に適しているのか、民間事業者との連携のもと、

全庁的に、業務量調査を実施し、実態の把握に努

めているところであり、今後こうした先進技術の

活用が具体化していくとともに、国による住民記

録、介護保険、地方税など基幹20業務の標準化、

マイナンバーカードの利活用が進み、これを多く

の市民の方が利用する、こうした一連の環境が整

うことで、業務の改善、効率化が図られ、時間外

勤務の削減効果についても明らかになっていくも

のと考えております。 

現在、国、地方ともにデジタル化の取組が始

まったところであり、また様々な職場がある中

で、あらかじめどの程度の業務時間が削減できる

かなど、目標設定することは困難ではございます

が、時間外勤務の削減については重要な課題であ

ると受け止めておりますので、今後とも事務事業

の見直しや効率化に努めてまいります。 

○平賀貴幸委員 現状と考え方については理解を

させていただきました。なかなか目標設定は難し
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いということでしたけれども、可能でしたらそこ

は設定をしていただいたほうが望ましいと思いま

すが、ＤＸの推進等に並行して、職員の皆さんの

働き方についても、ぜひ見直しをしながらです

ね、勤務時間の削減につながるようなＤＸの推進

もぜひ進めていただきたいと改めて思います。 

続いて男女共同参画プラン推進管理事業です。

新たなプランが策定されて取組が進んでいると理

解をしておりますが、基本的には１点に絞って伺

うのですけれども、この中で８割が住みにくさを

感じているというふうにアンケートがあったと、

代表質問の答弁でありました。性の多様性の問題

についてであります。この点についてどのような

取組を今後進められるのか、現状での見解を伺い

たいと思います。 

○佐々木司企画調整課長 現在、性的少数者に

とって生きづらい社会と感じている、そう答えた

方がアンケートの結果８割だというのは、委員、

御認識のとおりでございます。 

 この生きづらさの部分の解消が、まずは大切な

のであろうと認識をしております。そのためこれ

まで公式サイトですとか、広報紙を用いての啓発

あるいは当事者を講師に招いての講演会の開催な

ど、性的少数者への理解促進に努めてきたところ

でございますが、一方でそっとしておいてほしい

という声が寄せられているといった事実もござい

ますので、非常に難しいデリケートな課題である

と感じております。 

新年度では、この生きづらさの解消に向けた性

的少数者への理解促進として、広報紙への特集記

事、こういった掲載による啓発を続けていくほ

か、パートナーシップ制度の導入も含めて、男女

共同参画プラン推進委員会にて、例えば北見市の

担当者を招いて、現状を伺うですとか、そういっ

たことも含めて議論を深めるとともに、さらにア

ンケートも実施をすることなどで性的少数者への

理解促進、それから制度導入に対する市民の声の

把握、こういったことに努めてまいりたいと考え

ております。 

○平賀貴幸委員 このＬＧＢＴｓの関係、ぜひ前

に進んでいただきたいと思うのですけれども、先

日の講演会でも、田中さん、鈴木さん、佐藤さ

ん、高橋さん、この日本四大姓と同じだけの比率

でＬＧＢＴの方は地域にいらっしゃるのだという

お話がありました。想像しているよりも非常に多

いのです、そう考えると。しかもこの問題、確か

にデリケートなのですけれども、残念なことにこ

のことで生きづらさを感じて、自死を選ぶ方がい

らっしゃる実は問題でもあるのです。ですから、

そっとしておいてほしいという方も理解はできる

のですけれども、そういったところで自死を選ぶ

ような方がいる重たい問題でもあるのだというこ

ともやはり考えながら、ぜひ市としては強力に前

に進めていただきたいと改めて思いますが、取組

の結果をここは見守らせていただきたいと思いま

す。 

もう一つここで伺っておきたいのは、育児休業

や育児時間などの関係なのです。市のほうで職員

の皆さん、それぞれ男性、女性、こういったもの

を取得されていると思うですけれども、どのよう

な現状になっているのか、伺いたいと思います。 

○寺口貴広職員課長 育児休業などに関する関係

でございますが、現在、育児休業している職員に

つきまして７名おります。また部分休業している

職員につきましては６名でございまして、いずれ

も女性職員となっております。 

男性職員の育児休業につきましては、令和２年

度以降、実績はございませんが、新年度に向けて

意向を示している職員が複数名いることから、今

後とも育児休業したい職員が安心して取得できる

ように整備に努めてまいりたいと思います。 

○平賀貴幸委員 状況を理解させていただきまし

た。男性がしばらく取ってなかったのですけれど

も、改めていそうだということでありまして、こ

ういった取組についてはロールモデルをしっかり

示していくというのが大事だと思います。実際に

取得された方をどのような形かはさておき、職場

の中あるいは地域に対してでも、こういった方が

いて、こういった体験をされたということをぜひ

伝えるような形で、さらに取組が進むことを期待

したいと思います。 

次の質問に移ります。あばしり電力の蓄電池の

性能と安全性についてちょっと伺いたいですけれ

ども、学校の近くにあるというところで、蓄電

池、過去に事故があったということで心配されて

いる声が一部あります。一方で安全性が大分高

まっているのではないかという話もありますの

で、改めてその辺お示しいただきたいと思いま

す。 

○佐々木司企画調整課長 今回あばしり電力株式
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会社で、潮見小学校付近の市有地に設置をしてお

りますＮＡＳ電池でございますが、確かに過去に

は火災が発生したという事例もございました。そ

の後製造元におきまして、徹底的な安全対策を講

じまして、現在、危険物保安技術協会による安全

性の試験を全てクリアするものとなってもござい

ます。 

網走ではないですけれども、都市部においては

商業施設のすぐ横に置くようなことも事例として

ございまして、相当な安全性の高まりが見られ

る、改善されているものと考えております。 

しかしながらＮＡＳ電池は第二危険物である硫

黄と第三危険物であるナトリウムを内部に包含し

ておりますので、設置に当たっては所轄の消防署

へ届出が必要なものでございます。 

今回、潮見小学校付近の土地に置きますＮＡＳ

電池におきましても、網走消防署へ申請をしてお

りますし、のみならずＮＡＳ電池に関する説明

会、勉強会というものを複数開催しております。 

ＮＡＳ電池自体は１基にモジュールが６台、モ

ジュール１台につきまして単電池224本を内蔵す

るものでございますけれども、世界的には既に

250か所に設置がされております。安全性という

点では第１段階として故障防止と製造不良撲滅の

対策、これらを徹底されていること。第２段階と

してセルあるいはモジュールの延焼防止対策、発

火をしても自然消火するという機能。それから、

第３段階として、ＣＯ２センサーによる火災の兆

候検知と発生したガス自体、万が一ガスが発生し

たとしても蓄電池内にしっかりと閉じ込めるとい

う対策がされております。 

こういったことから、まずは火災が起きないと

いう前提のもと、万が一火災が起きても自己消火

するということ、それから、この後の運転に支障

を来すような状況になった場合においても、24時

間製造元のほうでこれは監視をしておりますの

で、直ちに対応が可能であるといったような複数

の安全対策が取られているところでございます。 

○平賀貴幸委員 詳細に答弁いただきました。そ

の辺をぜひ広報しながら、この事業については進

めていっていただきたいと思いますが、今後の展

開、ぜひ発展してほしいと思っていることで、昨

年度もいろいろと市長にも答弁いただきながらや

り取りしたところですけれども、現時点で何か見

通せるものがあればお示しいただきたいと思いま

す。 

○佐々木司企画調整課長 今後予定しております

展開についてでございますが、令和５年度に潮見

地区、それから令和６年度に残る市有地３か所に

おいて設置をし、事業を進めてまいる予定でござ

います。 

○平賀貴幸委員 それ以降のことはまだコミュニ

ケーションを取りながらこれからということです

ね。そこについてはわかりました。今後どう発展

するのかはこの事業については必要なところなの

ですけれども、それについて何か答弁できること

は、今の時点ではないと理解していいでしょう

か。 

○佐々木司企画調整課長 それ以降の具体的な取

組について、今お示しできるものはございませ

ん。 

○平賀貴幸委員 わかりました。今後に、そこは

期待をさせていただきたいと思います。 

最後の質問に移りますが、ＦＭあばしりの関連

予算が今回もいろいろと出ております。必要な事

業として取り組むということは理解をしておりま

すが、一方でラジオ局は別にＦＭあばしりだけで

はないので、同種の事業をほかのラジオでもでき

るのではないかというような見方もありますけれ

ども、あえてＦＭあばしりを中心にこうした組立

をするというのはどういった意義や意味があるの

か伺いたいと思います。 

○佐々木司企画調整課長 基本的には防災情報の

発信という重要なことを担っていただくというと

ころがございます。また、そういった土壌をつく

るための、ＦＭあばしりを聞けば災害情報、防災

情報が得られるよというような土壌づくりという

ところも大事なことであろうと考えております。 

○平賀貴幸委員 土壌づくりというのはわかるの

ですけれども、そこはほかのラジオ局でもできる

のではないかという考え方もあるのだと思うので

す。ここを使ってやっていくというところでは、

例えば緊急通報システムの関係がここではないと

できないとか、何かそういうのがあったりするの

ですか。 

○山田庫司郎委員長 暫時休憩します。 

午後２時43分 休憩 

───────────────────────── 

午後２時45分 再開 

○山田庫司郎委員長 休憩前に引き続き、再開し
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ます。 

平賀委員の質疑を続行します。 

平賀委員の質疑に対する答弁から。 

○佐々木司企画調整課長 身近な市政情報の発

信、それから東日本大震災などのときにもインフ

ラがダメージを負った際にも、ＦＭラジオでの情

報発信、情報収集というのは非常に大きな効果を

果たしたというところ、こういったローカルＦＭ

ならではの地域の情報というのは非常に大切だと

考えておりまして、ここを活用して日々の市政情

報発信などに努めているところでございます。 

○平賀貴幸委員 やっている内容はわかるのです

けれども、ここでなければ何かできないことがあ

るからここを選んでいるのですか。それともほか

に何か理由があるのですか。 

○山田庫司郎委員長 暫時休憩します。 

午後２時46分 休憩 

───────────────────────── 

午後２時48分 再開 

○山田庫司郎委員長 休憩前に引き続き、再開し

ます。 

平賀委員の質疑に対する答弁から。 

○佐々木司企画調整課長 網走市の身近な市政情

報あるいは網走市というローカルなエリアに関し

て緊急情報、災害情報をといったものを、スポッ

ト的にと言いますか、即時で流せるというところ

では地域ＦＭというところが大変重要な手段であ

ると考えております。 

現状、ＦＭあばしり以外にこれらをかなえてく

ださるメディアが、放送局がございませんので、

こちらを活用して情報発信をしているところでご

ざいます。 

○平賀貴幸委員 現状ではそういった唯一のメ

ディアであるから、そこを選ぶということも理解

をさせていただきました。それを踏まえて最後に

伺うのですけれども、請願が出てきて、市長選挙

に関するもろもろがあって、代表質問でも我が会

派から触れさせていただきました。それに触れさ

せていただいたとおり、特に法に抵触するものは

別にないです。ないのですが、様々な御意見が

あって、いろいろなマスコミにお話を伺うと、通

常ああいうことはしないよねと、マスコミ側が自

主規制するものだよねというのがほとんどの皆さ

んの見解なのです。そういったことで考えると、

担当課として別に放送法やいろいろな法律の所管

でも何でもないので、いろんなことができるわけ

ではないのですけれども、同じようなことが起き

ないように、適切にコミュニケーションを取られ

たらいかがかなと思うのですけれども、どうで

しょうか。 

○佐々木司企画調整課長 網走市と、それからＦ

Ｍあばしり、株式会社ＬＩＡでございます。市政

情報の発信に係る放送業務の発注者と受注者と

いった関係でございます。この業務の履行に関し

て、不履行あるいは不誠実な行為、こういったこ

とがあれば、そのことについての事実確認、意見

交換、必要に応じて指導、契約の見直しがあるも

のと考えております。委託業務外のことで、また

何ら法に抵触するものではない活動に対して、市

が指導することはございませんが、発注業務に関

しましては、これまで同様、その内容、時期な

ど、打ち合わせをしながら、しっかりと進めてま

いりたいと考えております。 

○平賀貴幸委員 これからも何らかいろいろな選

挙はありますし、我々も選挙を控えていますの

で、いろいろなことが疑義や誤解として生じない

ことが本来望ましいのだと思います。地域の貴重

な情報発信をするＦＭ唯一のローカル局ですか

ら、そういったことがないように、私も今答弁

あったとおり、指導だとかそういうことは全く望

んでいませんので、適切なコミュニケーションを

取っていただければ、おのずとこういった問題は

収まるのだろうと思いますので、その辺を期待し

て質問を終わります。 

○山田庫司郎委員長 次、小田部委員。 

○小田部照委員 私のほうから、大分重複いたし

ますので割愛させていただきながら端的に質問さ

せていただきます。 

まず、防災諸費について伺います。令和５年度

もハザードマップの作成、避難路の照明、ＡＲを

活用した訓練ですとか、新たな取組もなされるよ

うであります。一方で以前から何度も質問させて

いただいております、各地域によって想定される

災害も様々あると思います。各避難所の初動開設

マニュアルが必要不可欠となっておりますが、こ

の作成状況についてですが、これまでの答弁では

各地域の拠点となる避難所を優先的に、小学校中

学校合わせて、開設マニュアルを優先的に進めて

いきたいというような答弁を頂いておりますが、

近年の状況、どのようになっているのか伺いたい
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と思います。 

○八百坂則勝総務防災課参事 令和２年７月に感

染症対策を踏まえた標準版の避難所開設運営マ

ニュアルを学校、市内のコミセン、住民センター

22か所に配付しているところでございます。 

現在、地域版避難所マニュアルを策定済みなと

ころは、潮見小学校避難所運営委員会、こちらは

市、学校、地区連、民生委員で構成されているも

のでございますが、こちらの１か所のみとなって

おりますが、向陽ケ丘地区連合町内会、こちらに

おきましては、昨年実施した海岸町地区との合同

訓練実施の際に、標準版避難マニュアルにより避

難所開設訓練に取り組んでおりますので、今後向

陽ケ丘地区のマニュアルとして備えつけていただ

くこととしております。 

また、残りの20施設につきましては、標準版避

難所開設運営マニュアルを再度示しながら、地区

連、民生委員などの関係者との意見交換を進め、

策定に向けて取り組んでまいります。 

○小田部照委員 何か毎年同じ答弁を頂いている

ような感覚なのです。結局、僕この質問、多分７

年ぐらい前に初めてさせていただいて、各避難所

に初動の開設マニュアルがないという実態がわか

りました。それで必要だということで、７年間か

けて、現在、潮見小１か所だということで、町内

会だとかいろいろな団体と連携、協力して作成す

るということなのですが、なかなか進まない理

由って、どのように捉えているのでしょうか。 

○八百坂則勝総務防災課参事 未策定の施設につ

きましては、呼びかけを行っているところではご

ざいますが、コロナ禍やそれぞれの施設に合わせ

たマニュアルの策定をしなければいけないという

こともありまして進展していない状況でございま

す。 

今後、進展に向けて施設に合わせたマニュアル

部分、こちらを市が聞き取りなどをするなどして

作成するなど工夫するとともに、各施設関係者と

協議をする場を設けながら作成に向けて取り組ん

でまいりたいと思います。 

○小田部照委員 それも何度も聞いているような

答弁ですが、少子高齢化による人口減少、コミュ

ニティーの希薄化、支え合いの体制の崩壊など、

課題がますます深刻化している中で、なかなか今

のような答弁の調子では、７年間で１か所しかで

きてないのが現状であると同時に、もっともっと

強い意識で市民の協力と理解を得ながら策定に向

けて取り組んでいかなければ、いつまでもこの初

動のマニュアルはできないのだと私は考えます

が、より強い意識を持って、この令和５年度取り

組んでいただきたいですが、いかがでしょう。 

○八百坂則勝総務防災課参事 同じような繰り返

しの答弁になるかと思いますが、委員の御指摘の

とおり、継続した形で、こちら地域の住民とのつ

なぎ、意識交換と言うのですか、意見交換などを

続けさせていただきながら、策定に向けて取り組

みさせていただきたいと思います。 

○秋葉孝博企画総務部長 委員御指摘のとおり、

非常に長い期間、ものが上がっていないというの

が事実でございます。この３年間ですか、コロナ

があってなかなか集まることができなかったの

が、これまた事実でございます。なかなか地域の

方にマニュアルを示して、自分に合うものをつ

くってくださいというのも、これなかなか難しい

と思います。今、参事がお話ししたのは、あらか

じめ市のほうで想定して、もう表でつくったもの

を、こちらのほうから出向いていって、それぞれ

の学校ですとか、コミセンですとか、そうしたと

ころで関係者に集まっていただいて、想定をしな

がらこういう形でということで、その場でもうマ

ニュアルをつくってしまおうと。それも含めて今

度、新年度は訓練の支援の予算も持っております

ので、さらに訓練に結びつけたい、そのように考

えております。 

○小田部照委員 この３年間はコロナ禍というこ

とでなかなか集まることもできなかったというの

も実態だったと思います。ただ、この２類相当か

ら５類へと移行がされる想定であります。そして

マスクも、もう自己責任の段階にまで来ているわ

けですから、ぜひ地域の実情に合った落とし込み

をしていくと。様々なやり方はあると思いますの

で、ぜひこの初動開設マニュアル、令和５年度

は、１か所、２か所とは言わず、残りの箇所が全

て必要なものですので、作成できるような、強い

意志を持った取組を進めていっていただきたいと

思います。これは違う場面でまた質問させていた

だきたいと思います。 

 次に、防犯灯の管理事業について伺います。こ

れも他の委員から毎年のように質問されている状

況でありますが、現状、防犯灯、様々あると思い

ますが、町内会で管理している、維持している防
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犯灯は幾つあるとか、また市独自で古くから管理

している防犯灯も多くあると思います。全体はど

のような実態になっているのか、詳しく状況を説

明していただきたいと思います。 

○渡辺昭市民活動推進課長 防犯灯の数なのです

が、市所有の防犯灯が、令和５年３月１日現在

1,851灯、町内会管理の防犯灯が同じく３月１日

現在677灯、合わせて2,528灯になります。 

○小田部照委員 市管理のものが大半で1,850、

約、町内会の管理が700前後というような話です

が、これはもちろん町内会の管理に関しては、電

気代だとかも町内会が負担していただいている

と。そこに、一部なのか、半分なのか、補助金を

出したり、運営していっていると思いますが、一

方でこの市の管理のものは当然市が電気代、維持

管理をしているものだと思いますが、それで間違

いないでしょうか。 

○渡辺昭市民活動推進課長 委員御説明のとお

り、防犯灯につきましては市のほうで管理を行っ

ておりまして、町内会管理につきましては逐年加

入の分について電気代２分の１を助成しておりま

す。 

○小田部照委員 そこで伺いますが、約全体の３

分の２は市の管理だというような状況だと思いま

す。防犯灯全ての３分の２が、大体市の管理で電

気代も払われている。一方で３分の１、約ですけ

れども、は町内会の負担で維持管理がされてい

る。ここで昔からの流れなのでしょうか、町内会

があろうがなかろうが防犯灯はついています。そ

して町内会が負担しなくても防犯灯のある地域も

ある。一方で子育て世代の新興住宅地域には必要

で要望を出しても、町内会がないために設置させ

てあげられていないのが現状であります。大変こ

の防犯灯事業、私は透明性、公平性がない事業だ

と思いますが、その辺はどのように認識している

でしょうか。 

○渡辺昭市民活動推進課長 委員御指摘のとお

り、防犯灯設置は昔ながらの住宅街は市で設置し

た箇所が多いところがありますが、現在は町内会

連合会と協働のまちづくりの中で進めており、管

理については市または町内会等が管理すること、

区域内の管理灯数は市と町内会等がそれぞれ２分

の１程度になるよう、市内各地域で調整を図って

おります。 

○小田部照委員 もう少し詳しく答弁いただきた

いのですが、町内会のあるところは全て町内会が

負担しているのでしょうか。それとも昔ながら

に、市で防犯灯を設置管理しているので、そのま

まの流れで何の負担もない地域もあるのだと思い

ます。その辺の実態はどのようになっているの

か、しっかりと市民にわかりやすく説明していた

だきたいと思います。 

○渡辺昭市民活動推進課長 町内会ごとのエリア

によって対応が多少変わっているところがあると

思いますが、先ほど説明したとおり、やはり昔な

がら住宅街、市が最初に設置したという箇所が多

いのも事実ですし、現在はその中でも協働のまち

づくり中で、町内会連合会と協議をしながら進め

ているのも事実でありますので、今後少しずつ改

善していきたいとは思っております。 

○小田部照委員 全体のどれぐらいの、今の答弁

ですと、やはり町内会が負担していただいている

地域もあれば、完全に町内会は存在しているにも

かかわらず市が管理運営をしていると。一方で本

当に必要な、子供たちの安心安全のまちづくりの

観点からも、必要な地域には要望に応えてあげら

れていないというような実情でありますが、これ

が本当に市民生活の行政運営で公平な透明性のあ

る事業なのでしょうか。私は公平性が欠ける事業

だと思いますが、いかがでしょうか。 

○渡辺昭市民活動推進課長 大変申し訳ないので

すけれども、繰り返しの答弁になりますが、防犯

灯については、現在町内会連合会と協働のまちづ

くり中で進めており、灯数に応じた費用の一部を

地域に負担いただくことも公平性と考えておりま

す。引き続き市と町内会等がそれぞれ２分の１程

度となるよう、市内各地域で調整を図っていきた

いと考えております。 

○小田部照委員 町内会の方が電気代の半分を受

けてくれているということは、もちろんふさわし

い、ありがたいことだと思います。一方で今言っ

ている調整を進めていると言いますが、一体どれ

ぐらいの地域で町内会が存在し、町内会で負担し

ていただきたいが、そうなされていない地域があ

るのか。また要望は上がっているけれども、町内

会が存在しないために防犯灯をつけてあげられな

い地域が一体どれぐらいあるのか。実情はどのよ

うになっているのか、ちょっと詳しく説明してい

ただきたいと思います。 

○山田庫司郎委員長 暫時休憩します。 
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 10分休憩します。 

午後３時05分 休憩 

───────────────────────── 

午後３時25分 再開 

○山田庫司郎委員長 休憩前に引き続き、再開し

ます。 

小田部委員の質疑に対する答弁から。 

渡辺市民活動推進課長。 

○渡辺昭市民活動推進課長 すみません。先ほど

の御質問なのですが、令和５年１月31日現在201

町内会のうち、町内会が防犯灯を管理している町

内会が91町内会、町内会が管理している防犯灯が

677灯。町内会では、市の防犯灯の不点灯とかの

部分についても管理を行っていただいておりま

す。 

町内会のない組織、先ほど言われた今年解散さ

れた町内会、12月に解散された町内会だと思いま

すが、12月から３地域、町内会が解散されていま

すので、１月31日201から三つ増えた204が昨年の

４月の町内会数として把握しております。 

そして今お話しのあった防犯灯のない地域のお

話なのですが、繰り返しの答弁になって申し訳な

いのですが、もう一度それぞれの地域に市のほう

で入ってお話をしていきたいと思いますので、

ちょっとお時間をいただきたいという回答になっ

てしまって申し訳ないのですが、引き続きちょっ

ともう一度お話をさせていただきたいと考えてお

ります。 

○小田部照委員 今御答弁いただきました。約

200ちょっとある町内会の半分ぐらいの町内会で

電気代を負担していただいているというお話があ

りました。でもこの防犯灯事業全体では、2,500

灯ぐらいあるのかな、の中で市の管理、先ほども

言いましたが、町内会の管理と、いろいろ含める

とやはり公平性がない。これどこかでやはり昔か

らの流れがあるとはいえ、どこかでの公平性のあ

る、透明性のある事業にしていかなくてはいけな

いと思います。 

先ほど町内会、３町内会が解散したというよう

な話もありました。網走は少子高齢化、人口減少

どんどん進んでいて、町内会を維持することすら

大変な時代であります。実際に３町内会が解散と

なってしまったように、現状なかなか町内会を増

やしていきたいと、そういう希望は、思いはわか

りますが、人口減少と同様、なかなかそれを食い

止めることもできないのが実情であります。何と

かこういった状況で町内会がない地域でも同じ網

走市民ですので、安心安全なまちづくりという観

点、市民の満足度に期するまちづくりというよう

な観点からも、この防犯灯事業、もっともっと公

平性、透明性を持った事業の推進に取り組んで

いっていただきたいと思います。次の機会にまた

質問します。 

次に、先ほど防災諸費について質問させていた

だきましたが、関連して緊急告知防災ラジオにつ

いてちょっと確認させていただきたいと思いま

す。 

このラジオは無償の貸与で当初から進んでおり

ますが、この令和４年度、この令和５年度に当

たって、現状どこまでの貸与が進んでいるのか。

進んでいない部分というのはどうして進んでいな

いのか、実情をお聞きしたいと思います。 

○八百坂則勝総務防災課参事 防災ラジオについ

てでございますが、３月10日現在でございます

が、貸与対象者6,319名に対しまして、現在の貸

与者が3,248名、貸与率は51.57％となっておりま

す。令和２年３月時点の貸与率につきましては

51.60％、令和３年３月につきましては52.62％と

なっております。 

原因としましては、貸与希望者が一定程度いる

一方で、転出や死亡によって返却というのも当然

ながらございますので、貸与率が横ばいの状態と

なっております。 

また、２月末に新たに70歳になられた方を対象

としまして、防災ラジオ貸与の御案内のほうを発

送したところ、これまで約２週間の間で53件の新

規の申し込みがございました。 

今後につきましては、70歳以上の貸与対象者に

つきましては、継続的に周知を進めるとともに、

新年度では貸与対象者を浸水想定区域にお住まい

の方や事業者の方を新たに加えるなど、情報伝達

の強化を図ってまいりたいと思います。 

○小田部照委員 おおよそ半分ちょっと貸与され

ていると。半分近くのラジオが眠ってしまってい

るのが現状だということですが、これって台数で

いうと何台ぐらい、たしか7,000万円ぐらいの事

業、全体の事業費だったと思うのですが、それ、

全体の事業費とラジオの数、余っているラジオは 

どこにどうしているのか、ちょっと状況を教えて

ください。 
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○八百坂則勝総務防災課参事 防災ラジオについ

てでございますが、購入台数が7,000台の購入と

なっておりまして、そのうちの、対応者が3,248

台ということですので、大体3,500台ぐらいがま

だ在庫として残っている状況でございます。 

○小田部照委員 約3,500台が残っているという

ようなお話ですけれども、これ、最初から7,000

台必要だったのですか。そもそも、予算が、予定

がおかしかったのでしょうかね。貸与する、貸与

される方、75歳以上のいる世帯の方、災害時に要

介護者がいる世帯、区長及び町内会長、民生委

員、児童委員、希望される70歳以上の世帯のいる

方となっていますけれども、これってもう少し緩

和するですとか、工夫して、やはりせっかく市民

の財産で購入したこの防災ラジオ、何かあったと

きのために本当に必要なもので、みんなで買った

物ですから、どうですか、眠っていて何も意味な

いので。これ、ちなみに耐用年数とかも電化製品

だからあると思うのですけれども、これはいつの

事業で何年たっているのですか。耐用年数はどれ

くらいまであるのですか。 

○八百坂則勝総務防災課参事 申し訳ありませ

ん。今手元に貸与機械の耐用年数については

ちょっと手元に資料がないのですが、この機械、

ラジオ自体の購入は令和元年の10月に購入してい

るところでございます。失礼しました。先ほどの

貸与台数の関係につきましては、次年度の話の中

でも御説明差し上げましたが、浸水想定区域の方

もしくは事業者の方に貸与の対象者を拡大してい

くということもございまして、順次拡大という

か、在庫として残すことがないよう努めてまいり

たいと思います。 

○小田部照委員 御答弁あったように、令和元

年、もうすぐ５年近くたってしまうと。その耐用

年数が５年や10年なのか、バッテリーの関係もあ

るでしょうから、大抵電化製品ですので寿命はあ

りますので、これ寿命になってしまったら、市民

の財産で買ったものが無駄になってしまいますか

らね。寝かしているのではなくて、対象者を緩和

して、どんどん必要だと、欲しいという人には

配ってもらって結構だと思います。そしてまた更

新の時期が来るのでしょうから。ぜひそういった

市民の財産に対して、しっかりと防災ラジオ事業

も無駄のない市政運営に取り組んでいっていただ

きたいと思います。 

ひとまず終わります。 

○山田庫司郎委員長 次、松浦委員。 

○松浦敏司委員 日本共産党議員団の松浦です。

昨年はコロナの濃厚接触者で、初日と２日目は休

ませていただきましたので、久しぶりの質問とな

ります。よろしくお願いします。 

簡潔に伺っていきます。 

まず歳入の関係でありますが、株式等譲渡所得

割交付金、これも２年前に伺いましたけれども、

1,292万円で前年よりもマイナス485万円となって

おります。前年度の予算書では1,777万6,000円と

いうことで、前年度より415万6,000円多くなって

いるのですが、この凸凹あんばいというのが、ど

うしてこのようになるのか、まず伺いたいと思い

ます。 

○古田孝仁財政課長 株式等譲渡所得割交付金に

ついてでございますが、こちらにつきましては北

海道が一定の特定口座におけます上場株式等の譲

渡による所得に対して課税した者のうち、受領額

の59.4％を市町村に配分交付するものでございま

す。 

各市町村への配分につきましては、個人の道民

税の総額に対します当該市、網走市に対する個人

の道民税の額で案分して交付されるという内容で

ございます。 

予算で増減ございますが、その見立てにつきま

しては、国のほうから指示率ということで、あら

かじめ全国的な率が示されておりまして、それが

0.73ということで示されたものを受けまして、今

回1,292万1,000円と予算計上したところでござい

ます。 

○松浦敏司委員 なるほど、つまり網走市内の株

式がどうこう動いたとかということではなくて、

これはちょっと税金にもちょっと似ているのかな

と、全体で株式の取引されたのが税金として国に

集まって、それが案分されて、地方に下りてくる

と。わかりやすく言えば、そんな感じで受け止め

てよろしいのでしょうか。 

○古田孝仁財政課長 個別の市町村の住民が株式

で譲渡で特をした損をしたというようなもので図

るものではなくて、全道の中で発生した譲渡割に

つきまして、それぞれの道民税の額で各市町村に

案分されるというものでございますので、当市の

住民の結果とは直接結びつかないものでございま

す。 
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○松浦敏司委員 よくわかりました。それでは、

いずれにしてもこういった形で、若干凸凹はある

けれども、歳入として、しっかり入っているとい

うことについてわかりました。 

次に移ります。同じく歳入の関係で環境性能割

交付金というのが、前年より621万2,000円の減と

なっております。交付金の内容等、減少の要因に

ついて伺いたいと思います。 

○古田孝仁財政課長 環境性能割交付金について

でございますが、この交付金は北海道に納められ

ました自動車税環境性能割の40.85％の額を市町

村に交付するものでございます。 

その積算に当たりましては、半分を道路延長

で、残りの半分を道路面積で案分して交付される

交付金となっております。 

今回、新年度の予算といたしまして621万2,000

円減し、1,598万9,000円としたところでございま

すが、こちらにつきましても国からの指示率がご

ざいまして、それで0.74と示されたことを受け、

予算を計上してきたところでございます。 

○松浦敏司委員 これ、環境問題がいろいろ取り

沙汰される中でこういう言い方をするようになっ

たのですが、これは、例えば自動車重量税という

のがあったのですが、これとの関係は直接関係し

ているのでしょうか。 

○古田孝仁財政課長 この自動車税環境性能割に

つきましては、令和元年の10月から導入されてい

るものでございまして、市は昔の自動車取得税に

替わって導入された税目でございます。その際に

消費税の増税等もございまして、その際に重量税

のほうの圧縮のほうと環境に配慮した税というこ

とで新しく創設されたという内容になってござい

ます。 

○松浦敏司委員 わかりました。重量税とは直

接、取得税ですね。 

〔「取得税です」と呼ぶ〕 

わかりました。 

 私はまだ車を買っていませんが、最近の状況を

見ると、新車あたり購入するのに注文すると、お

よそ１年かかるというようなこと。これはコロナ

の影響もあったり、それから半導体の関係もあっ

たりしているのですが、昔では考えられないよう

なことが今実は起きていると。だから、本来的に

はもっと車というのは新車が出回っているのかも

しれませんが、今そんな状況にあるということを

改めて実感しているところで、こういった今の、

岸田さんではないですが、新しい資本主義という

のであれば、新しい資本主義らしい形に変えてい

かなければならないと。今の状況は決して新しく

ない、昔より悪くなっている資本主義のようにか

えって思ってしまう。昔は大体３か月前後で車は

来たものです。それが今、１年かかってしまうと

いう点では、やはり今どこかおかしくなっている

なというのが私の実感であります。 

それはそれとして、次に地方特例交付金の中に

新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補填特

別交付金という長い名前の交付金がありますが、

154万6,000円で前年より360万円増えておりま

す。この交付金はどのような事業に対して交付さ

れるのでしょうか、伺います。 

○古田孝仁財政課長 地方特例交付金のうち、新

型コロナウイルス感染症対策地方税減収補填特別

交付金についてでございますが、こちらにつきま

しては国の令和２年度の緊急経済対策で講じられ

たもので、厳しい経営環境にある中小事業者など

に対し、令和３年度課税の償却資産及び事業用家

屋に係る固定資産税と都市計画税の軽減と、もう

一つ、新型コロナウイルス感染症の影響を受けな

がらも新規に設備投資を行う中小事業者等を支援

する観点から、市町村の先端設備等導入計画の認

定を受け、要件を満たす中小事業者等が、令和３

年４月１日から令和５年３月31日までに事業用の

機械、器具、家屋及び構築物などを取得した場

合、取得したものにかかる３年分の固定資産税の

軽減を最大100％行うという、この二つにより減

収となる地方税を国が補填するための交付金とし

てつくられたものでございます。 

令和５年度につきましては、前者、先ほど最初

言いました、厳しい経営環境にあるというものは

令和３年度のみでしたので、後者のほうで説明し

ました先端設備等の導入に係るものの固定資産税

の軽減によって減少となる固定資産税を国が補填

していただけるもので、こちらにつきましても国

の指示率が1.305と示されたことから、令和５年

度につきましては154万6,000円を計上したところ

でございます。 

○松浦敏司委員 わかりました。私はてっきり、

この予算を編成しているのは12月頃ですから、そ

のときにはコロナが２類から５類になるとは思っ

ていなかったので、それが今年に入って政府は５
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類にしたと、５月８日から５類にするということ

なので、この辺でひょっとすると影響を受けるの

かなと思ったのですが、これは今の説明から言う

と影響はなく、このまま歳入として入ってくるだ

ろうと考えてよろしいのですね。 

○古田孝仁財政課長 こちらの減収に係る交付金

でございますが、３年間の税が軽減されるという

ことですので、過去、もう既に軽減を決定しても

らっている案件につきましては３年間軽減され

て、それに対する減収が補填されるということで

ございます。 

また、期間が令和５年３月31日までですので、

現在、今、まだ受け付けられる状況でございます

ので、その期間に対象となれば、その軽減の対象

となって、行く行く３年間は固定資産税の軽減の

対象になって、減収をその分を補填していただけ

るというようなものにつながるということでござ

います。 

○松浦敏司委員 よくわかりました。 

次に移ります。市税の関係でお聞きしたいと思

いますが、市民税の個人の関係でいうと２億

2,375万円増となっております。新型コロナによ

る自粛生活から、一定程度開放されてきたという

ようなことで、経済が若干活発になってきたのか

なと想定するところだと思うのですが、5,801万

円を増額するだろうと、いや、これはちょっと間

違いですね、２億2,375万円増となっているので

すが、この辺についてどういうことでこの数字を

はじき出したのか伺います。 

○清杉利明税務課長 個人市民税の増額となって

いる要因についてでございますが、現年分で御説

明をさせていただきますが、また、代表質問での

御答弁でも説明をしているとおり、第一次産業の

農業、漁業におきまして、主力の作物や魚種が近

年好調に推移しておりまして、個人所得の増加が

見込まれるほか、構成割合が大きい給与所得につ

きましても微増の見込みとなっておりまして、全

体としまして、令和４年度当初予算対比で２億

4,100万、96万2,000円の増、112.4％と見込んで

いるところでございます。 

○松浦敏司委員 当初は本当に第一次産業が、

ずっとここを近年順調な状況があって、こういう

形になっているということで非常に喜ばしいと。

一方で法人税は、先ほど平賀委員も質問しました

ので、この部分は若干割愛しながら質問したいと

思うのですが、結果としてはマイナスになる要因

として、畜産業とか、あるいは建設業、運送業と

いった、そういった法人の人たちの状況がよくな

いと、そういう中でマイナスになっているという

ようなことで考えてよろしいですね。 

○清杉利明税務課長 法人市民税につきまして

は、先ほども御説明をさせていただいているとお

り、一部の業態では、若干ではございますが増加

をしている業種もございますが、全般的には飼料

や資材、それから燃料等の価格高騰などの影響を

受けている業態につきましては、全般的に低調で

あるということが見込まれておりまして、特に食

肉加工業、ブロイラーなどにおきましては特に低

調であると見ておりまして、全体としまして、当

初予算対比で5,845万3,000円の減で約80％と見込

んでいるところでございます。 

○松浦敏司委員 わかりました。今、飼料も肥料

も、あるいは燃料も、それから電気料も、あらゆ

るものが上がっていて、そういう意味では事業を

行っているところというのは相当これからも、今

年だけでなく、これからも数年そういった状況が

続く可能性もあると私は思います。そんな簡単に

物価が下がるわけではありません。そして、そん

な簡単に価格に転嫁できるものでもないというよ

うなことを考えると、今年だけではなく、来年当

たりも引き続き大変な状況が見込めるのではない

かと思うのですが、原課としてはどのように思っ

ているでしょうか。 

○清杉利明税務課長 この点につきましても先ほ

ど御説明をさせていただいていますとおり、様々

な機関などで経済情勢につきまして公表になって

きておりますが、全般的には、緩やかではござい

ますが、今後、回復傾向にあるというところが多

数を占めております。 

また、当市におきましても、そのような状況に

なるのではないかと見ておりまして、今後の世界

情勢含めまして、物価高騰の状況も含めまして、

注視はしていかなければならないとは考えており

ます。 

○松浦敏司委員 わかりました。そういう意味で

は、入湯税あたりが950万円ほど増やした形で計

算しているというのは、そういう意味では今後の

そういった状況も反映して計算をなさったのかな

とも思っております。あと次に移りたいのです

が、失礼、固定資産税の関係、これが4,092万円
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増えておりまして、それから入湯税も950万円増

えております。それぞれ増額になっているという

のは大変うれしいわけですが、とりわけ、入湯税

は何となく私もわかりますが、固定資産税がこう

いった形で順調に増える形での試算をしたという

のはどういった要因から考えたのでしょうか。 

○清杉利明税務課長 固定資産税の増額の要因で

ございますが、まず前提としましては、令和５年

度につきましては、評価替え年度の第３年度目に

当たりまして、土地家屋につきましては、基本と

しましては据え置きとなります。 

また、区分別におきまして、まず土地につきま

しては税制改正に伴う負担調整措置の影響はな

く、ほぼ横ばいと見込みまして、令和４年度当初

予算対比とも100.0％と見込んでいるところで

す。 

また、家屋につきましては、既存家屋の評価額

は据え置きとなります。その上で新増築の件数に

つきましては減少をしているものの、大規模な滅

失、家屋の解体等、大規模な滅失家屋はなく、家

屋全体では微増と見込んでおりまして、令和４年

度当初対比で、調定額対比におきまして1,454万

5,000円の増、101.5％と見込んでおります。 

次に、償却資産につきましては、既存資産の減

価償却というのが想定されますが、新たに課税と

なる設備投資等もあることから、こちらも微増と

見込みまして、令和４年度の当初調定額対比にお

きまして2,131万1,000円の増、104.9％と見込ん

だところでございます。 

○松浦敏司委員 詳しくありがとうございます。

それについてわかりました。 

次に軽自動車の関係で伺いたいと思うのです

が、軽自動車税として１億1,347万4,000円という

ことで、前年より153万円増えております。軽自

動車の普及というのは、一時期相当急速な増え方

をしましたけれども、今は若干そういう状況がな

くなってきたのかなとは思いますが、しかし依然

として軽自動車の人気は高いなとは思っておりま

すが、このところのこの軽自動車の状況につい

て、わかる範囲でお知らせいただきたいと思いま

す。 

○清杉利明税務課長 軽自動車におきます課税台

数の推移につきましては、全体でございますが、

平成31年度で１万4,333台、令和２年度で１万

4,381台、令和３年度で１万4,471台、令和４年度

で１万4,429台、これは当初予算です。決算見込

では、令和４年度の決算見込みでは１万4,550

台、令和５年度当初予算においては１万4,501台

と見込んでおります。 

この中で傾向としましては、近年台数の増と、

微増という形になっておりますが、傾向としまし

ては、その中でも農耕作業用の小型特殊自動車及

び250cc超の二輪小型自動車の課税台数が近年、

微増ではございますが増えているような状況にご

ざいます。 

○松浦敏司委員 わかりました。微増ですね。 

今、小型農業機械というようなこともありまし

た。この中で、最近町なかでも非常に目立つの

が、小型のタイヤショベルというのが結構私の近

所にも増えたり、町なかでも相当見かけるように

なりました。かなり走行しているのも見ているの

ですが、この辺、いわゆる小型のタイヤショベル

などの普及状況というのは、把握はなさっていな

いのでしょうか。 

○清杉利明税務課長 そこら辺の詳しい傾向につ

きましては、登録台数としての、統計上の、区分

上の区分けでの統計等、集計等は行っております

が、さらに詳細なところの傾向というのは把握を

していないところでございます。 

○松浦敏司委員 わかりました。あれは特に車検

がいるわけでもないですから、市のほうにナン

バー登録をすればいいようなものでもありますの

で、それはそれでわかりました。リースなんかも

あるのだろうから、そういう意味ではなかなか把

握はしにくいのかなと思います。それはわかりま

した。 

次に会計年度任用職員について伺います。これ

も２年前に伺ったのですが、同じ内容になるかと

思うのですが、現在の市職員の中で、職員が何名

で、任用職員が何名なのか伺います。 

○寺口貴広職員課長 令和４年４月１日現在の職

員数ですが、正職員が347名、会計年度任用職員

が242名で合計589名となっております。 

○松浦敏司委員 相当人数としては拮抗してきて

いるのかなと思うのですが、この比率と言います

か、正職員と任用職員の比率というのは、ここ数

年ほとんど変わっていないと捉えてよろしいで

しょうか。 

○寺口貴広職員課長 比率につきましてはおおむ

ね横ばいですが、令和４年４月１日につきまして
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は、新型コロナウイルスのワクチン接種の関係

で、例年よりは若干多いような状況となっており

ます。 

○松浦敏司委員 わかりました。男性と女性の比

率、この会計任用年度職員の男女について伺いま

す。 

○寺口貴広職員課長 会計年度任用職員の男女比

でございますが、男性が48名、女性が194名で、

女性の割合が約80％となっております。 

○寺口貴広職員課長 これはちょっとあまりにも

極端に女性のほうが多いという点で、女性が多い

という理由は何かあるのでしょうか。多分あると

思うのですが。 

○寺口貴広職員課長 募集に当たっては男女の差

を設けなく募集をしているところではございます

が、職種としまして、保育士ですとか、給食調理

員など、従来より女性の多い職場が多くあるた

め、このような結果になっていると把握しており

ます。 

○松浦敏司委員 それはそれとしてわかりまし

た。フルタイムで働いている任用職員はいないと

いうお話を伺っておりますが、今後フルタイムで

雇用するような考えというのはないのでしょう

か。 

○寺口貴広職員課長 会計年度任用職員の勤務時

間につきましては、業務の積み上げによります、

真に必要な時間を基本として、各所属への聞き取

りをもとに設定してきたところでございます。 

令和５年度の任用に向けては、３年に一度の公

募の年に当たるため、再度、各所属へ確認をした

ところ、大きな変更ありませんでしたが、一部職

種でその勤務実態に応じてフルタイムへ変更した

例もございました。 

○松浦敏司委員 フルタイムになった人はどのぐ

らいいらっしゃいますか。 

○寺口貴広職員課長 令和５年４月１日の見込み

でございますが、地域おこし協力隊の１名となっ

ております。 

○松浦敏司委員 まだ残念ながら１名ということ

であります。やはり先ほど男女の雇用状況を聞い

てもわかるように、男性が働きづらい状況にある

と。つまりフルでなかなか働けない状況の中で、

ある意味３年間の雇用期間ということであって、

一定の賃金をもらえるのだけれども、なかなか家

族を食べさせていくという点ではなかなか厳しい

のかなとも思います。そんな関係もあるのかなと

思うのですが、それはこれ以上質問しても仕方の

ないことなので次に質問を進めますが、今業務量

が非常に増えてきている状況にあると思うので

す、各係や課の中で。そういう中で、今会計年度

任用職員、３年たてば再雇用というような形にな

ると思うのですけれども、この再雇用になること

によって仕事がさらにできるようになるのだろう

と思うのです。そういう意味で、できるだけこう

いう人たちを大事にしていく必要があると思う

し、同時に、私は今、網走の市の状況、業務量が

増えてきている、国や道からの下りてきた仕事も

あり、非常に業務量が増えているという話も聞い

ております。そういう意味では、あとはもう一

つ、市長の公約の中で男女の職員数を半々にする

というような考えも示されています。そんなこと

を考えたときに、やはり職員の採用、正職員の採

用というのをやはりもっと積極的に考えていく必

要があると。例えばその会計年度任用職員の中か

ら、希望のある人については本採用に、正職員に

するというようなことも検討すべきだと思うので

すか、そういった考えはないのでしょうか。 

○寺口貴広職員課長 正職員の募集の際の募集要

件に合致する方がいらっしゃれば、会計年度任用

職員の方もそこに申し込みいただきまして、その

選考の中で正職員になるということはあり得ると

思います。 

○寺口貴広職員課長 希望があれば、そのチャン

スはあるということを確認しました。 

いずれにしても今ジェンダー平等というふうに

なっておりまして、男女の平等であり、賃金の平

等であり、働く環境も平等でなければならない、

そういった点では、網走市としてもぜひ、そう

いった雇用の場というのがしっかりつくる必要が

あるかなということを、これは望みたいと思いま

す。 

次に移ります。財政の関係で１点伺います。歳

出では依然として高い公債費が続いております。

新年度においても34億456万円計上されておりま

す。昨年の予算説明書では、公債費が33億2,835

万円で、前年よりも３億483万円減少しておりま

した。新年度では、前年度より、残念ながら

7,621万円ほど増加していると思うのですが、そ

の辺の理由は何なのか伺います。 

○古田孝仁財政課長 令和５年度の構成比が増え
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る要因でございますが、平成31年度から令和３年

度にかけて整備いたしました麦類乾燥調整貯蔵施

設に係ります起債の元金償還が始まったことによ

り増えるものでございます。 

○松浦敏司委員 わかりました。これはそうする

と、間もなくこれがなくなるので、次からはこれ

が収まると言いますか、元に戻って公債費が減少

していくと考えてよろしいですか。 

○古田孝仁財政課長 先ほど御説明いたしました

のは４年度より５年度は増える理由でございまし

て、今後につきましては、だんだん構成比のほう

は少なくなっていく見込みを立てております。そ

の理由につきましては、平成初期に整備いたしま

したオホーツク文化交流センターや能取のレイク

サイドパークのほか、平成初期に整備いたしまし

た小中学校の整備等に係る起債の償還が順次終え

ていきますので、それと今回増えたような麦乾の

ような新しい元金償還との差し引きで見ないとい

けないですが、減少していくというような見込み

でいます。 

○松浦敏司委員 それはそれとしてよかったので

すが、先ほどの平賀委員の議論の中でもあったの

ですが、これから体育館や、あるいは消防本部、

市民会館でしたか、というようなことも名前が挙

がっておりますね。増える材料もあるのだと思う

のですか、その辺ではどんなふうに考えたらよろ

しいのでしょうか。 

○古田孝仁財政課長 現在５か年先を見据えた中

期財政収支見通しを立てて取り組んでいるところ

でございますが、新庁舎の建設の部分につきまし

ては、当然算入して把握をしているところでござ

いますが、今後想定されております総合体育館で

あったり市民会館だったり消防本部庁舎につきま

しては、規模ですとか更新方法も定まっておりま

せんので、将来的な推計にはまだ入れておりませ

ん。ですので、その規模ですとか実施時期に伴っ

て、増減、増える年もあれば、それが昔の償還が

終わることによって吸収されていく場面もあると

思いますので、そちらにつきましては、その規模

感が集まったときに、改めて見通しを立てなが

ら、そして財政負担が過度に集中しないように配

慮しながら整備に当たっていきたいと考えている

ところでございます。 

○松浦敏司委員 取りあえずわかりました。いず

れにしても、公債費がなかなか思ったようには減

らないなというような印象を私自身は持っている

ところであります。 

あと先ほど債務残高については平賀委員も質問

しておりましたので、これはこれ以上質問をしま

せん。 

もう１点、２億円ほど金利の上昇によって公債

費の関係で影響が出ていたのでないかなと思うん

ですが、この辺、御説明いただきたいと思いま

す。 

○古田孝仁財政課長 公債費の部分で、金利と言

うか利子といたしまして、令和５年度は２億206

万1,000円の予算を計上しておりますが、こちら

につきましては、これまでの償還に係る利子でご

ざいまして、４年度と比較したら51万円分増えて

おりますが、そちらにつきましては借り入れ利率

の最近の上昇ですとか、そういうものによるもの

で、それは51万円というところでございます。 

○松浦敏司委員 異次元の金融政策ということ

で、日銀の総裁も変わりまして、引き続き新しい

総裁も今の形を継承していくような話もあります

が、ただ、いつまでも今の異次元の低金利時代が

進んでいくとは私は思っておりませんので、今後

やはりこういった金利の動きについてはしっかり

注視していかなければならないと思っています。 

最後に、平賀委員も質問した地域ＦＭ情報発信

事業ということであります。316万8,000円計上し

ていますが、この事業の内容について伺います。 

○佐々木司企画調整課長 株式会社ＬＩＡへ市政

情報発信業務を委託しているものでございます。

平日の朝昼晩、午前６時、正午、午後６時、１回

当たり５分の市政情報をラジオで放送する業務委

託でございます。 

○松浦敏司委員 この316万8,000円というのは、

何かの根拠があってこの数字が出ているのだと思

うのですが、その辺の内容について、どういう契

約をしてこのような金額になっているのか詳細に

ついて伺います。 

○佐々木司企画調整課長 料金は株式会社ＬＩＡ

が定める放送料金により積算をしております。５

分間の放送１回当たりの料金、こちらが5,000円

でございまして、税抜きですけれども月額で24万

円、年額では288万円となるところでございま

す。この5,000円という料金、週を通して放送す

る、こういった契約をすることによりまして

4,000円に割り引いていただいておりまして、か
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つ月の平日の日数は21日から22日ではございます

けれども、これも一律20日間として積算をしてい

ただいているものでございます。これによりまし

て、税抜きで月額24万円、年額では288万円でご

ざいます。 

○松浦敏司委員 根拠についてわかりました。問

題はどれぐらいの網走市民がこのラジオ放送を聞

いてくれているのだろうなと。少なくとも私、残

念ながら聞いていません。もっと聞くように努力

しなければならないなとは思うのですが、しか

し、やはりどのぐらいの人たちが聞いているか、

それによってこのＦＭラジオで、それこそ災害時

にいち早く知らせるというためには、より多くの

市民に聞いていただかなければ、これは効果を発

揮しないと思うのですが、この辺どのように、今

現状の聞いている人たちがどれぐらいいると想像

しているのか伺います。 

○佐々木司企画調整課長 聴取率というものがな

かなか出しにくいという状況の中で、明確な数

字、持つことが難しいわけですけれども、先般、

私ども市の情報発信に係るアンケートを実施いた

しております。現在集計中でございまして、郵送

で実施をしております。現在集計中でおりまし

て、まだ取りまとめが終わってはおりませんけれ

ども、実は同じアンケートを公式ラインのほうで

も実施をいたしました。郵送アンケートとの仕様

の違いなども詳細に分析をしていきたいと考えて

おりますけれども、このラインで実施をした分に

つきましては集計済みでございますので、こちら

のほうだけでお話をさせていただきますと、２月

24日から３月６日まで実施をいたしました。ライ

ンの登録者全員2,120名を対象に実施をしたとこ

ろでございます。回答者数は362名で、回収率は

18％といった状況でございます。この中で、市の

情報を何から得ていますかといったような、これ

を尋ねる問いに対しまして、ＦＭあばしりを選択

した方は21.3％いらっしゃいました。まだ郵送で

のアンケート結果の取りまとめとこちらと合わせ

ての集計を待たなければなりませんけれども、ラ

インでの回答結果を見る限りでは、現状、比較的

多くの方がお聞きいただいているものと判断して

おります。 

○松浦敏司委員 そういう意味では一定程度、固

定客と言うのですか、聞いてくださる市民がいる

と判断しているのだろうなと思うのです。それは

それとして、ただ、やはりもっと多くの市民に聞

いてもらわないと、より効果の点から考えると駄

目なのではないかなと思います。そういう点で

は、今後さらなる努力をしないとリスナーは増え

ないのだろうなと思います。私のような年寄りも

聞けるような、ぜひ魅力あるものにしてほしいな

と思います。 

もう一つ聞きたいのは、これは他の会派の代表

質問でもありましたけれども、昨年の市長選挙の

関係で、ＦＭあばしりの代表が名を連ねて、市長

選挙を応援する形になっていたという点で、法的

には云々とかということもありましたけれども、

やはり私は一定程度放送法との関係で言うと問題

があるなと私は認識しています。 

なぜなら、放送法第２章で、放送番組の編集等

に関する通則というのがございまして、その中の

国内放送等の放送番組の編集等ということで、第

４条ということで、放送事業者は国内放送及び内

外放送の放送番組の編集に当たっては次の各号の

定めるところによらなければならない。１、公安

及び善良な風俗を害しないこと。２、政治的に公

平であること。３、報道は事実を曲げないでする

こと。４、意見が対立している問題については、

できるだけ多くの角度から論点を明らかにするこ

と。この四つが書かれておりました。問題は２だ

と思います。政治的に公平であることです。これ

に限ります。つまり放送事業者という認識が、非

常に今回の場合は甘いのではないかなと私は思い

ます。 

 同時に、市長自身もその点で非常に甘かったの

ではないかなと、私は結果として、最初はポス

ターを見たときに、掲示責任者の名前がこの会社

の責任者の名前だったし、これはまずいなと思い

ました。私なら断るなと。なぜ市長がその方に、

気持ちはわかるけれども別の人にさせてください

と言えなかったのかなと私は思います。案の定、

請願という形で、ああいう形で出てきたというこ

とで、非常に残念に思っているところです。 

いずれにしてもこの政治的に公平であることと

いう点においては、そういう人たちが特定の政治

家の広報車に乗るというのは、やはりここに触れ

るだろうというふうに思います。そういう点で非

常に残念ですが、そういう点では市長の認識はど

んなふうだったのかなと。その辺、まず市長に伺

いたいと思います。 
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○水谷洋一市長 松浦委員の御質問にお答えした

いと思います。 

今、選挙に端を発してＦＭあばしりの対応につ

いてということで御質問がございまして、12月議

会でも一般質問でこのことで放送法違反ではない

かという言及がなされた上で意見があったもの

と、このように思っております。放送法違反とか

違法性がないということは、一般質問の中でもお

答えをしたところでございますし、また代表質問

でいただいた中においても、違法性がないといっ

たことで御意見もいただいたところでございま

す。 

今のお話、放送法の話の２条の話であります

が、放送局において放送がそのような政治的な放

送があったわけでもありませんし、また放送局自

身がそのようなこともなかったわけであります。

また、今責任者とおっしゃられましたが、代表で

も何でもない方でありまして、お願いした方はフ

リーランスのアナウンサーの方に応援をお願いし

たということでございます。その方々が番組にフ

リーランスのアナウンサーとして出演をされてお

られるということでありまして、放送局自身、選

挙に関した偏向した報道や番組の編成が行われた

ということはないということを思っておりますの

で、今のような松浦委員の指摘は当たらないもの

だと思っております。私の認識はそういうことで

す。ありがとうございます。 

○松浦敏司委員 そういう認識、私のような考え

方は当たらないということですが、ただやはり放

送事業に関わる人間として、特に注意しなければ

ならないのは政治的に公平であるということで

す。放送で云々と言っているわけでなくて、私は

放送に携わる人間として、モラルの問題として、

やはり考える必要があると。だから、いろいろな

テレビ番組ありますけれども、そういった人たち

が選挙に出るとか、そういったときには、何か月

か前から番組には出ないということがありますよ

うに、それぐらいやはり、非常にナイーブな問題

なのだということであります。法的にどうのこう

のと、私は専門家でもありませんから。ただやは

りこのように政治的に公平であることとなったと

きに、やはりそのことをしっかり自覚して、そう

いった人たちは行動、言動に注意すべきだと思う

ものですから、あえてこのことを指摘させていた

だいたところであります。 

私の質問を終わります。 

○水谷洋一市長 これも代表質問でお答えをさせ

ていただいたところでございますが、我が国日本

国憲法においては参政権使途の自由だと。基本的

人権として政治的自由は保障されていると考えて

おります。その中において、職業的に禁止されて

いる行為というのが公職選挙法の中で定められて

いるわけでありまして、それ以外の一般の職を

持っている方に対して政治的に制限を行うという

ことは、これは正しい方向ではないのだろうと、

このように考えます。 

ただ、そうした御懸念のあるといったような市

民がおられるのではないかという御意見は受け止

めたいと思いますが、憲法上、こうした法律で禁

止されていないものに対して、職業において政治

活動が制限されるということは許さないことだ

と、このように考えております。 

○松浦敏司委員 市長の思いはわかります。私も

職業で差別する思いはありません。ただ、そうい

うモラルという点でやはり注意してほしいという

思いで指摘をさせていただいたところです。 

終わります。 

○山田庫司郎委員長 ここで暫時休憩します。 

 再開は、10分後とします。 

午後４時27分 休憩 

───────────────────────── 

午後４時37分 再開 

○山田庫司郎委員長 休憩前に引き続き、再開し

ます。 

質疑を続行します。 

金兵委員。 

○金兵智則委員 後半戦でございますので、大分

重複しているところがありますので、重複してい

る部分については割愛をして端的に聞いていきた

いなと思っております。 

まず、防災関連についてお伺いします。地域防

災訓練事業が他の委員からも質問がありまして、

御答弁もあったところでございますけれども、改

めて訓練支援に20万円、研修関係10万円、そして

ＡＲ購入費３台分で132万円という答弁があった

ところなのですれけれども、残り25万2,000円、

これあるのですけれども、これって何の予算なの

ですか。 

○八百坂則勝総務防災課参事 地域防災訓練事業

のその他の事業費につきましては、これまで市の
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ほうで防災訓練などを行っております中での消耗

品費、それと講師派遣をしたときの報償費で６万

円、需用費、消耗品費としまして３万4,000円、

そのほか訓練の資材として１万5,000円、イベン

ト研修分ということで、失礼しました、需用費に

ついては以上でございます。役務費としましては

防災訓練の保険料として１万8,000円、使用料賃

借料としまして、防災訓練の会場使用料というこ

とで８万5,000円、そのほか原材料費として３万

円を計上しておりまして、25万2,000円という形

になっております。 

○金兵智則委員 詳しい御答弁ありがとうござい

ました。今年度の予算が25万2,000円だったので

すけれども、それと今御説明いただいた25万

2,000円がイコールなのか、その研修費だ、訓練

支援だというお金も、今年度もあったのかどう

か、その辺ちょっと簡単でいいので御説明願いま

す。 

○八百坂則勝総務防災課参事 この25万2,000円

については、これまでも予算計上しておりまし

て、取り組んでいた予算でございます。 

○金兵智則委員 であるならば、令和５年度の新

規と言っていいのか、加わった部分として132万

円、20万円、10万円が加わったのだと思います。

先ほどの答弁をいろいろ伺っていて、ちょっと僕

わからなかったのですけれども、結局、来年度行

う訓練であったりとか、ＡＲは防災教育で使うと

いったようなお話もあったのですけれども、決

まっていることってあるのですか。 

○八百坂則勝総務防災課参事 現時点で決まって

いるところはございませんが、こちらにつきまし

ては、あくまでも訓練は町内会等が主体となって

やる訓練、そういったものについて、市に要請と

かがあったときに協力のほうをさせていただくと

いうことを主体とさせていただいております。 

○金兵智則委員 であるならば、めど、何件分く

らいとかというのは多分計算上、先ほど御答弁も

あったのであるのだと思うのですけれども、それ

は別に決まっているわけではなくて、これぐらい

やれたらいいなという予算立てだったということ

ですね。それで間違いなかったですか。 

○八百坂則勝総務防災課参事 先ほどお話しさせ

ていただいたとおり、これまでの実績も踏まえた

上も考慮しまして、次年度、５年度につきまして

は５回の分の、５団体についての補助というのを

見込んでおります。 

○金兵智則委員 わかりました。ちなみにちょっ

とお伺いしたいのですけれども、ＡＲ購入費３台

ということだったのですけれども、令和５年度、

こういうことをやりたいということはわかったの

ですけれども、やると決まっていない中で、何で

３台だったのかなと思って、お伺いしていいです

か。 

○八百坂則勝総務防災課参事 ＡＲ機器の導入の

台数についてなのですが、こちらは防災教育の中

での活用というのをちょっと考えておりまして、

そうしたときに防災教室、基本的に午前中とか午

前中いっぱいかけて実施しているものでございま

す。例えばそういったときに、１クラスを、例え

ば40名いると仮定したときに、２グループに分け

て、大概、１時限ごとに交代し、２時間の中でい

ろいろな実習などを行う取組などを行っておりま

す。その中で、例えば半分の20名は段ボールベッ

ドの設定をするといったことを仮定すると、残り

の半分の人数で、そのＡＲアプリのほうを利用す

るといった形で、２時間で全員がこのＡＲアプリ

を体験するということを見込んだときに、大体こ

の防災体験アプリの１回の使用時間５分というこ

とでお伺いしておりまして、１時間の中で、１台

につき９名程度利用ができるという形を見込んで

おりまして、全員が二次元での中でこのＡＲ体験

をすると見込んだときには３台が必要ということ

で判断させていただきました。 

○金兵智則委員 わかりました。１台で９人、45

分という感じなのかな、授業が45分授業を想定し

ているということなので、今お話をお伺いして、

大分、やるかどうかはまだ決定はしていないけれ

ども、具体的なお話が出てまいりましたので、ぜ

ひとも活用してやっていただきたいなと思いま

す。 

もう１点防災についてですけれども、昨年度の

予算委員会でもお伺いしました。昨年はコロナ

真っただ中だったので、コロナ関連の備品につい

て、小学校のほうで分けて備蓄していただくと

いったような話がありましたけれども、コロナも

落ち着いてきました。すぐにいらなくなるかどう

かわからないですけれども、その辺のコロナ関連

で備蓄したものについても考えていかなければな

らないのかなと思いますけれども、どのようなお

考えなのかお伺いしたいと思います。 
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○八百坂則勝総務防災課参事 感染症対策を踏ま

えた備蓄品等につきましては、マスク4,000枚、

除菌タオル、ウェットタオルなのですけれども、

こちらが1,000個、消毒液100個、段ボールのパー

テーション、こちらを309個備蓄している状況で

ございます。こちらにつきましては、今後、新年

度の購入予定については現時点ではございません

が、今後、コロナの５類に移った後につきまして

は、マスク、除菌タオル、消毒液等につきまして

は、更新時は数量を減らした上で備蓄のほうは継

続してまいりたいと考えております。 

また、段ボールパーテーションにつきまして

は、現状ある分を管理と言うか、使用するような

考えでおりまして、以降の購入については考えて

はおりません。 

○金兵智則委員 わかりました。パーテーション

なんかは個人個人を分けるというのに、あっても

僕は、コロナ関連に限らずあっても、やはりプラ

イバシーの問題が避難所というのは出てきますの

で、その辺はもう一度、いろいろな面からも考え

てほしいなとは思います。 

次の質問に移ります。地域おこし協力隊、先ほ

どもありましたけれどもお伺いしたいと思いま

す。令和５年度１人募集に向けてという答弁もあ

りましたけれども、今年度はどうだったのか、ま

ずお伺いしたいと思います。 

○佐々木司企画調整課長 本年度、令和４年度に

つきましては、年度当初より２名の隊員に力を発

揮していただいております。１名はまちづくり会

社で、来年度も引き続き、配置をしようとしてい

る人材でございます。もう１人は８月で任期満了

前にお辞めになったコネクトリップに勤務をされ

ていた方でございます。 

○金兵智則委員 昨年度の予算委員会だと思うの

ですけれども、令和４年度ももう１人、たしか３

名分の予算があって、もう１人募集をかけたいと

いうお話があったのですけれども、その辺どう

だったのかなと思います。 

○佐々木司企画調整課長 年度内で事業を進めて

いく中におきまして、その募集が、募集と言いま

すか、配置希望が１件取り下げられたものがござ

いまして、募集業務自体行っていない状況でござ

います。 

○金兵智則委員 わかりました。昨年度の予算委

員会では１人募集する予定だったけれども、配置

が取り下げられたので募集すらしなかったといっ

たことなので、令和５年度が久しぶりの募集とい

う感じになるのかなと思いますけれども、昨年度

予算委員会でも言わせてもらいましたけれども、

待遇についていろいろ考えたほうがいいのではな

いかというお話をさせていただきましたけれど

も、今回募集するに当たって、その辺何か変化が

あるのかどうか、お伺いしたいと思います。 

○佐々木司企画調整課長 待遇の向上、意を用い

て進めております。令和４年度からの変更点でご

ざいますけれども、活動費補助として月額２万円

の支給という新たな制度を設けました。あわせて

令和５年度につきましては、これまでパートタイ

ムであった勤務時間をフルタイムに延ばすことで

改善を図っていきたいと考えております。 

○金兵智則委員 ２万円の活動費については、た

しか昨年度もおっしゃられていたと思いますけれ

ども、新たな違いとしてはパートタイムからフル

タイムだということなのですね。そうなってくる

と、またメリット、デメリット、フルタイムにす

ると働く時間が増えますので、今度兼業云々かん

ぬんというのは、時間が余らないのでできないと

いうことがあると思うのですけれども、その辺の

メリット、デメリット、改めてお伺いしてもいい

ですか。 

○佐々木司企画調整課長 これまでのパートタイ

ムの勤務時間ですと、週当たり2.5時間の枠と言

いますか、ゆとり、余裕がありました。今回フル

タイムにすることで、そこが1.5時間に短くと言

いますか、隙間が薄くなりますので、本人が会計

年度任用職員として勤務をする以外の時間という

のは確かに減るわけでございます。ただ、これま

でも、週2.5時間という時間が何に使えるかとい

うところでは、なかなか御本人がほかにアルバイ

トするにしても、非常に中途半端なと言います

か、十分な時間、自由な活動時間ではありません

でしたので、そこは1.5時間に圧縮される中にお

いても、フルタイムのほうがよろしいというとこ

ろで、本人にもそこは希望を聞いたところでござ

います。 

○金兵智則委員 わかりました。今の話を伺って

いれば、令和５年度の募集も会計年度任用職員と

しての募集になるのだと思います。またいろいろ

なやり方があって、個人事業主として契約する方

法もありますよというのも、昨年も言わせても
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らっているので改めては言わないですけれども、

地域おこし協力隊、そこまで成功しているという

事業ではないのかなというのは毎回言わせていた

だいている中で、もう少し何か思い切って、報酬

を上げてみるだとか、いろいろなことを考えてい

るのか、この地域おこし協力隊の事業を諦めてし

まっている自治体も出てきている中で、網走は継

続していこうと決めたわけで予算に載っているわ

けですから、いろいろなことをもう少し考えて、

変えていかなければならないと思いますけれど

も、その辺の見解を伺いたいなと思います。 

○佐々木司企画調整課長 報酬につきましては、

現在も標準よりも段階を上げた状態で予算を組ん

でございます。あと周辺の町、それから成功して

いる自治体、先進地の状況なども勉強させていた

だきながら、それ以外の部分の福利厚生的な側面

で何か支援できるものがないか、あるいは今委員

からも御提言ありましたけれども、年度任用職員

ではなくてミッションを与える委任型の採用につ

きましても、これもどういった職で、どういった

取組をしていただくかにもよるかと思いますけれ

ども、並行してその辺の研究も進めながら、何を

やっていただくかというところに合わせて、臨機

応変に考えてまいりたいと考えております。 

○金兵智則委員 わかりました。昨年度よりは柔

軟的な答弁だったのかなと思いますので、期待を

して見ていきたいと思います。 

続いて、公式ラインについてお伺いをさせてい

ただきます。昨年度導入が始まり、現在、登録者

数どれぐらいですかとお伺いしようと思ったので

すけれども、先ほどたしか1,122人と答弁があっ

たかと、2,122人、という答弁があったかと思う

ので、人数については伺わないですけれども、こ

の今の現状、2,120人というこの登録者の状況に

ついてどう思っているのかお伺いしたいと思いま

す。 

○佐々木司企画調整課長 まだまだ足りないと

思っております。この公式ライン、先ほども市政

情報発信の中でのアンケートで、実はラインの使

い勝手どうですかというところもやっております

けれども、まだ集計が終わっていませんが、非常

に便利だというお答えをいただいている状況で

す。公式サイトそのものを見ますと、なかなかス

マホでは見にくかったりということもございます

ので、このラインですぐに情報が取れる、情報が

伝わってくるというのは非常に利便性の高いもの

であり、私たちからしても効果的に情報発信でき

る貴重なツールだと思っておりますので、様々、

周知、報道、広報を重ねて、もっともっと利用者

を増やしていきたいと考えております。 

○金兵智則委員 わかりました。もっともっと増

やしていきたい。ちなみに、もしわかればですけ

れども、生活緊急情報メールに登録されている方

と比較してどんな感じなのか、お伺いしてでもい

いですか。 

○佐々木司企画調整課長 今現在、お知らせメー

ル＠あばしりは3,000人を超える登録がございま

す。公式ラインにつきましては10月オープンか

ら、現状2,120人でございますので、まずはこの

お知らせメール＠あばしりに同じ規模と言います

か、同じ登録者はまずは目指していきたいと考え

ています。 

○金兵智則委員 まずは、令和５年度でお知らせ

メール＠あばしりは超えるという目標値を立てて

いただきましたので、それはぜひともやってほし

いなと思いますけれども、令和５年度で公式ライ

ンのほうで、今までとは違ってこういうことをし

ていこうということがもしあればお伺いしたいと

思います。 

○佐々木司企画調整課長 今、お知らせメール＠

あばしりのほうで、緊急情報、Jアラートの緊急

情報が自動で流れるようになっておりますが、こ

ことも連動をして、まずラインのほうでも流せる

ようにしたいと考えております。また、子育てで

すとか介護に関する電子申請フォームの追加、あ

るいは新年度にリニューアルを予定しております

公式ウェブサイトと連携して、内容はこれからで

すけれども、チャットボットによる質問ですと

か、こういった機能、それから公開型ＧＩＳとの

連携、こういったことも考えております。 

○金兵智則委員 わかりました。昨年の予算委員

会でも言わせてもらったのですけれども、ライン

が始まると広報広聴係の業務量が増えるのではな

いかと思いまして質問したところ、それほどでは

ないので大丈夫ですというお答えがあったのです

けれども、実際に始まってみてどうだったのかお

伺いしたいと思います。 

○佐々木司企画調整課長 システムを構築する際

には、多少通常業務以外の業務が発生をしており

ます。このライン自体は、現在の公式サイトと同
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じように全ての内容を広報広聴係で構築するだけ

ではございませんで、各課で必要な情報を分散構

築した上で、それを広報広聴係が一元的に管理を

するということでございますので、今後、目立っ

てと言いますか、通常業務に支障を来すような業

務量が発生するとは考えておりません。 

○金兵智則委員 わかりました。大丈夫、広報広

聴係だけが増えるわけではないよという答弁だっ

たのかなと思いますけれども、ちょっと心配もあ

りまして、先ほど公式ラインにおいて、通行止め

の情報が流れてきました。それが３月６日から

やっていますよという情報が、先ほど、僕にだけ

なのかわからないですけれども来ています。そう

いった中で業務量がなかなか大変で遅れているの

かなという心配もあったので、改めてお伺いさせ

ていただいたところもあります。情報はできれば

前にいただけると助かるなとは思います。 

ラインで情報発信なりとか、市民の方からの意

見も伺っていくのだという話でしたけれども、や

はりラインは一方的な情報発信のツールではない

というのがやっぱり大きな利点なのだと思いま

す。ほかの自治体ではなく、相談業務の内容で公

式ラインを使ってといったような自治体が最近増

えてきているというところもあるようですので、

網走市として双方向のラインでできること、やり

たいことの方向性について最後にお伺いしたいな

と思います。 

○佐々木司企画調整課長 公式ラインにつきまし

ては、情報を発信するのみではなくて、受けた側

からも同じようにリターンができるというところ

では、委員おっしゃるとおりでございます。この

双方向のコミュニケーションツールというところ

が一つ特徴でございますので、先進地の、既に取

り組んでいる町のほうでは、問い合わせですとか

申請、そういったことにこのラインを活用してい

るという例も承知をしておりますので、そういっ

たところ、十分に参考にしながら、どのような取

組が可能か、事業進めながら、随時、ブラッシュ

アップを図っていきたいと、このように考えてお

ります。 

○金兵智則委員 大いに期待しているところであ

ります。 

次の質問に移ります。交通安全推進事業にあり

ます高齢者運転免許自主返納促進事業、これも他

の委員からありましたので、かぶっているところ

は割愛したいなと思いますけれども、交通安全推

進のための免許返納でございます。人数について

は119人だったという、まだ年度途中だからとい

う御説明でしたか、119人ということでしたけれ

ども、今の返納数の状況を担当課としてはどう見

ているのか、まずお伺いしたいなと思います。 

○渡辺昭市民活動推進課長 今委員御説明のとお

り、警察署の免許返納者は令和５年２月末現在、

60歳以上119名となっています。当市の申請は9

人、警察署への免許返納が１年以内で、２月末現

在75歳以上で85名の申請があり、大体71.4％と

なっています。警察署の免許返納者119名に60、

75歳未満の方もいるため、申請割合は数値より高

いと認識しております。 

○金兵智則委員 わかりました。その予算の内容

について改めてお伺いしたいのですけれども、去

年が163万円で来年度が330万6,000円ということ

なのですけれども、これどこバスの１か月の定期

券が３か月分が増えるからだと思うのですけれど

も、これ結局何人分を見越しての予算立てなのか

お伺いしたいと思います。 

○渡辺昭市民活動推進課長 令和５年度の事業費

なのですが、利用券として316万8,000円、ほかに

チラシ作成など消耗品13万8,000円の、合わせて

330万6,000円になります。免許返納者に対する交

付する共通利用券は発行日から１年以内の有効期

限となっておりまして、利用券の利用状況は、令

和３年度53.6％、令和４年度は２月末現在で

63.8％と、２年の平均58.7％、約60％が年度内に

使用されていることと考えております。そのため

利用券として令和４年度未使用分40％と、令和５

年度はどこバス定期券を除く交付対象者147名

分、60％を計上しております。 

○金兵智則委員 結局のところ147名分という考

えでいいですかね。残っている方、４割残ってい

て、147名の６割分という考え方でよかったです

ね。 

○渡辺昭市民活動推進課長 すいません、説明が

悪かったです。令和４年度未使用分交付見込み

141名分の１万円の40％と、令和５年度交付は147

名、１万円分の60％、どこバスの定期券147名の

うち140名と見ております。どこバスエリア外の

１万円が７名、それが60％計上して、合わせて利

用券として316万8,000円と見ております。 

○金兵智則委員 ごめんなさい、結局１年間で何
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名が返納されると思っていての予算立てなのか、

そこだけでいいです。 

○渡辺昭市民活動推進課長 すみません。147名

の返納者を見込んでおります。 

○金兵智則委員 先ほど御説明いただいたところ

で119名だったのですけれども、来年度が147名と

見たのは何でなのですか。 

○渡辺昭市民活動推進課長 平成31年から令和３

年までの70歳以上の返納者の人数が平均が121

名、その121名の1.2倍ということで147名を計上

しております。 

○金兵智則委員 平均値から２割増しという計算

だったのですね。これが何で２割だったのか、聞

いてもいいのかどうかわからないですけれども、

わかりました。２割増しでということで出した予

算額だということであります。 

どこバスの定期券３か月分なのですけれども、

やはり返納して申請をした後、３か月しか使えな

いものなのですよね、多分。 

○渡辺昭市民活動推進課長 どこバスの定期券

は、市役所のほうに申請していただいた日から５

日以内の開始から３か月後の終わりということで

考えております。 

○金兵智則委員 わかりました。知り合いの高齢

者の方がまだ車を持っているので、夏の間は大丈

夫だけれども、その人冬場は運転しなくなるの

で、冬場にどうしても使いたいのだよねという声

もあるのですけれども、そういうことはやはり難

しいのでしょうか。 

○渡辺昭市民活動推進課長 今の委員のお話のよ

うな場合、市への申請を、申請は警察署のほうに

免許返納から１年以内の申告が可能ですので、時

期をずらして申請いただくように、市でも来庁者

の方にその旨を説明していきたいと考えておりま

す。 

○金兵智則委員 わかりました。いろいろと御協

力いただきながらやっていこうと思います。 

ちょっと１点お伺いしたいのですけれども、道

のほうでも北海道高齢者運転免許自主返納サポー

ト制度というのをやられているようなのですけれ

ども、この事業について認識があるかどうかまず

お伺いしたいと思います。 

○渡辺昭市民活動推進課長 詳細な内容までは

ちょっと把握していないところがありますが、お

名前のほうはお聞きしております。 

○金兵智則委員 これも北海道のほうがやってい

て、返納した後にもらう証明書を提示すると、制

度に登録してある企業で様々な特典が得られると

いうものなのです。市のやつとは全く別の事業な

のですけれども、これって道ホームページを見る

と、網走で使える場所というのが本当に今少ない

状況で、本当は道の事業ですから道のほうで積極

的に広まるようにやってもらいたいところなので

すけれども、せっかく市のほうでもこういう事業

をやっていますので、企業さんのほうに、ぜひと

も協賛というか、そこに賛同できませんか、して

いただけませんかというような御紹介なんかを市

のほうでやっていただくことというのは可能なの

でしょうか。 

○渡辺昭市民活動推進課長 昨年、ある委員の方

にちょっと教えていただきまして、そのような話

をお聞きしまして、ちょっと内容についてはお聞

きをしていたのですが、まだちょっとその後の対

応というものができていませんので、もう一度

ちょっと勉強して考えていきたいと思います。 

○金兵智則委員 わかりました。全く市に関係が

あるかと言われればあれなのですけれども、せっ

かく免許返納される方が、よりしやすい環境がで

きれば、少しでもできればいいのかなと思います

ので、ぜひとも御協力をお願いしたいと思いま

す。 

交通安全推進事業の中で、関連してと言います

か、ちょっとお伺いしたいのですけれども、新１

年生交通安全啓発グッズ配布事業というのがなく

なってしまったのですけれども、交通安全に対す

る意識を高めるためにやられていた事業、５万

5,000円ぐらいの予算だったと思うのですけれど

も、これがなくなってしまったのですけれども、

どういうことなのかなと思いましてお伺いしま

す。 

○渡辺昭市民活動推進課長 本事業は平成29年度

に交通安全啓発の目的で寄附された寄附金を原資

に手下げバックを平成30年度から４年間として事

業を開始しているところです。新入学児童等の減

少に購入数がよく抑制できたため１年間延長し、

令和４年度で終了したと考えております。 

○金兵智則委員 わかりました。寄附金が原資

だったので、その寄附金がなくなったので終わり

ますということだったのですけれども、目的のと

ころに交通安全に対する意識を高めるためとあっ
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たので、その意識を高めるためならば、寄附金が

なくなっても、５万5,000円ぐらいですから、続

けていったらどうかなと思ったのですけれども、

そこまで効果もあまりなかったと言ったら失礼か

もしれないですけれども、この辺で一旦区切りを

引いてもいいという判断をされたということでよ

かったのですね。 

○渡辺昭市民活動推進課長 繰り返しなのです

が、あくまでも目的を持たれた寄附金を基に配っ

たということですので、寄附金がなくなった段階

でそういう判断をさせていただきました。 

○金兵智則委員 わかりました。寄附金が原資

だったのでというのは、ちょっとなかなか、目的

を見ると、なかなか理解しづらいところがあるの

も事実ですよね。わかりました。また必要であれ

ば再開ができるような金額だと思いますので。き

ちんと事業の精査は、効果とかはやはり寄附金が

なくなったからという理由だと、それって市の事

業としてどうなのだという言い方もできますの

で、事業の効果があったのか、なかったのかを

やって、それで寄附金がなくなったので、ここで

事業を終了しますという説明ならわかりますけれ

ども、寄附金がなくなったのでやめますと言うの

であれば、ほかの事業もそれで通じるという話に

はなりませんので、そこはちゃんと事業の精査は

きちんとしていただきたいなと思います。 

最後に、交流推進事業についてお伺いします。

先ほど、これも市民の中での話はお伺いをさせて

いただきましたのでわかりました。市民交流に対

してということでわかりました。交流事業、コロ

ナの影響でなかなかできなかったところもあり、

いよいよ少しずつ動き出すのかなと思います。新

たな補助制度の創設もそうですし、あと友好都市

交流事業の予算額もやはり増えている状況なので

すよね、昨年度の予算から比べれば。これが何で

増えたのか、お伺いしたいと思います。 

○佐々木司企画調整課長 人のリアルな交流が

戻ってくるということを踏まえまして、流氷まつ

りのときに国内３市からお客様をお迎えしており

ますけれども、ここの人数を従前規模のものに戻

したということによる増でございます。 

○金兵智則委員 交流が縮小されたものではなく

て、コロナの前の状況に戻すといったことですの

で、増やしたということなのだと思いますけれど

も、やはりこの交流、せっかく、止まっていたも

のが動き出すというのは、つながっていたとはい

え、なかなか難しいところもあるのかなと僕自身

は思います。代表質問でも述べさせていただいた

とおり、沖縄の糸満フェアについては、いろいろ

タイミングだったり、時期だったりというのがい

ろいろ重なったところもあるのだと思いますけれ

ども、ああいうのは大事にしていただきたいなと

思いますし、積極的に出ていってほしいなと思い

ますし、迎えてほしいなとも思います。その辺の

交流は、まずはやはり友好都市、交流都市からは

やっていただきたいなと思いますけれども、いか

がでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 コロナ禍を経て、少し

ずつ交流というのは戻ってくるものと思っており

ます。まだ再開できていない交流もありますし、

規模が縮小したまま走り始めている交流もありま

すので、こういったところをしっかりと今までど

おり、従前どおり、コロナ禍前の状態にまずは

しっかりと戻していきたいと考えております。イ

ベントへの参加、出店などにつきましては、予算

はもちろんのこと、タイミング、時期、その時期

に人員を割けるかといったようなところもありま

すので、その時々、その時々で状況を判断してい

く必要がありますけれども、方向性としては、ま

ずは国内３市との友好をこれまで以上にしっかり

と深めていくというところを念頭に進めてまいり

たいと考えております。 

○金兵智則委員 これまで以上に深めていきたい

という答弁もありましたので、まずは戻るかどう

かと、戻すことが先決だという答弁もあったのか

なと理解したいと思いますけれども、まずはやは

りここが他都市との交流の最初の取っかかりでは

ないですけれども、大事なところなのだと僕自身

は思っていますし、その先にまた違った展望もい

ろいろと描けてくるのかなと思いますので、この

事業本当に大事だと僕自身思っていますのでしっ

かりとやっていただきたいと思いますし、結果は

きちっと見させていただきたいと思います。終わ

ります。 

○山田庫司郎委員長 次、栗田委員。 

○栗田政男委員 お疲れさまです。時間も、予定

決めて30分ぐらいまでには終わらせようと思いま

す。 

まずは１点目、これも重複する部分が非常に多

いのでＦＭのお話です。僕ちょっと違った視点で
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考えてみたいと思います。 

これができたときに、大変新しい事業で面白い

可能性があるなと捉えていました。その中で、多

分地域ＦＭというのは知っているとおり北見なん

かは、その中心のメンバーの方が亡くなられて、

誰も引き受け手がなくなって、やめてしまいまし

た。大変経営状態は苦しいと思うのですが、当然

いろいろな補助、その他のことでお話し合いがな

されていると思うので、現況民間の話ですから、

踏みいった話はしなくて結構ですけれども、経営

状態は今どういう状態にあるのでしょうか。 

○佐々木司企画調整課長 私どもは市政情報発信

として株式会社ＬＩＡと放送業務委託を結んでお

ります。それ以上の情報が実はございませんで、

経営状況については把握をしておりません。 

○栗田政男委員 そういうことなのですね。会社

というのは、比較的法人というのはオープンにし

なければいけないルールになっています。当然調

べることもできますし、市役所ですからそういう

情報も当然あるはずですし、どれだけの売上が

あってこういうことになっているかというのは把

握しておいたほうが、今後いろいろ協議の上で、

お話し合いの中では必要なのかなと私は思うの

で、今はしていないということなので、ぜひとも

その辺も、当然経営内容がオープンになった上で

いろいろとサポートしていかなければいけないと

私は考えているので、それがわからないとサポー

トも質を変えることができないのです。だからそ

れはしっかりと、会社というのはオープンなもの

ですから、やはり売上が幾ら、どうのこうのとい

うのは開示しなければいけないルールになってい

ますので、それも含めて、ちょっと役所の感覚と

は違うのですが、我々はそういう感覚でやってい

ます。ぜひともその辺はいろいろしておかない

と、そうやって防災計画を結んでいても、そのと

きになったときに会社が思わしくなったときに大

変なことになってしまうので、そういうことを

しっかりと研究しておいていただきたいと。 

 要は、僕はもっとサポートするべきだと思いま

す。せっかく立ち上げてくれたのに、災害のと

き、やはり北海道、特に網走の場合は車で避難さ

れる方が非常に多いと思います。ほぼ100％の車

にＦＭラジオは搭載されています。ラインだとか

いろいろな方法でやることも、今車の中でもでき

ますけれども、ラジオが一番ツールとしては車の

中で。その契約をしているということですから、

当然災害時にはこういう内容で、こういうことを

やって情報発信するのだというマニュアルは当然

相手側に預けて、その上で今運用というか、実際

今災害はないですから、しているということで理

解してよろしいのですか。 

○八百坂則勝総務防災課参事 ＬＩＡとのそう

いった情報伝達の関係につきましては、これまで

とＬＩＡと協定のほうを結ばせていただいており

まして、災害発生時には情報発信をかける、うち

からかけるのか、もしくはＬＩＡ自身が発信をか

けるということもあるかもしれませんが、そう

いったところを通じて、ラジオ番組を通じて市民

に対しては発信をかけてまいりたいとは考えてお

ります。 

○栗田政男委員 向こうにお任せで、市のほうと

しては契約を結んでいるのですから、当然、こう

いう災害時にはこれに特化してお願いしますよと

いうことはでき上がって、マニュアル的なものが

あって、この地域はこういうふうだよ、まず一時

的には、例えば避難場所をＰＲするとか、今市民

が困っている人たちの避難経路を確認するだと

か、今渋滞がここで発生していますからどうだと

いうことが細やかに実施されて、もししていない

となると、それちょっとおかしいのだけれども。 

○八百坂則勝総務防災課参事 そういった情報発

信の取組につきましては、昨年の２月、暴風雪が

起こった際に避難所の開設情報もしくは通行止め

の情報とか、小学校の臨時休校の情報などをラジ

オ番組のほうでも、ＬＩＡですね、ＦＭあばしり

のほうからも発信をかけていただきましたし、こ

ちらの市側からも通常の割込放送ということで、

市のほうから情報のほうはさせていただいて経緯

はございます。 

○栗田政男委員 地域ＦＭの強み、網走全域にほ

ぼ、ちょっと軟弱電波の部分もありますけれど

も、入るということですから、災害時はそれに特

化してもらったほうがいいのです。余分なこと、

ディスクジョッキーのお話だとか、音楽もいらな

いし、今市民が求めているものに特化した災害情

報をタイムリーに、緊急時ですから。だからその

マニュアルはぜひともつくってほしいし、やはり

その訓練もいろいろしなければいけないと思いま

す。災害って限られていますから、ブラックアウ

トも一つの災害かもしれません。そうすると、お
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助けするわけではないけれども、ブラックアウト

になったとき、潮見だとかコミセンは今度網走大

学と契約するらしいですから、ずっとついている

わけですよ。だからそこに行ってくださいという

のも一つのＰＲですし。せっかくつくったもの

が、やはりそういう活用してほしいし、あと災害

時、吹雪のときはやはり移動が大変ですから、こ

の道は除雪完璧にやっていますから、ここにまず

は逃げてくださいと、その中で管理しますかとい

う、やはりいろいろなことを想定して、基本的な

ものはやはりマニュアルつくっておかないと、そ

れを相手側のほうにお任せだと、向こうも何をし

ていかわからないというのが現状だと思います。

だから、多分そこまではまだ考えていらっしゃら

ないのだよね。だからぜひともつくってやってほ

しいなと思うのですが、やっているの。 

○八百坂則勝総務防災課参事 マニュアルという

か、協定を結んだ際、放送に必要なやり取り等に

つきましては、様式等を用意しておりまして、放

送に必要な際、そこは順次、協定の内容に基づい

て、放送が必要かどうかというのもやり取りはさ

せていただいておりますし、割り込みをするとい

うことであれば、様式などは用意のほうはしてい

るところでございます。 

○栗田政男委員 どういう内容の契約か、僕も見

ていないので何とも言えないのですが、そこ一番

大事なところなのだよ。だってそのために一生懸

命市が協力しているのだから。僕は別にそれがな

くても地域でそうやってＦＭやってくれているの

だから、そういう企業としての支援も必要だと思

います。地域コミュニティーってすごい規約なの

で、そういう意味から電波を使った場合というの

は非常に有効だと思うので、それはそれで必要だ

と思うのですが、なおかつそれだけでは物足りな

いねということで、災害のとき活用したいねとい

うことで考えていらっしゃるので、そのときに相

手にお任せだとか、マニュアルができていないだ

とか、これとこれをやる、やることがわからない

となったら混乱してしまうので、場当たり的な対

応ではなかなかいかないので、何とかそれはシス

テムで、基本的なことだけで結構ですから、災害

時にはこれとこれをしっかりやりますから、そう

いう協定で、もちろん地域のＦＭですけれども、

それに協力してもらう契約になっているわけです

から、ジャックするわけではないけれども、その

ときはやはり市が電波をジャックして、しっかり

と活用するのが本当ではないかなと思うので、そ

れはもう聞いてもしようがないので、今後の課題

として早急に、いつになるかわからないから、

しっかりやってほしいと思います。 

いろいろ議論も出ていましたが、僕はサポート

して、できるならば、しっかりと支えてあげたい

なという気持ちでいっぱいです。いろいろほかの

部分の、ちょっと外れた部分の議論が多かったよ

うに思うのですが、それは私たちと市長の見解の

違い、倫理感の違いなので、これは話してもしよ

うがないことなので、それに対しては、僕はコメ

ントしないことにします。 

それでは２点目に日体大、これ実は非常に気に

なってしようがないのですが、先ほど議論聞いて

いて、四千何百万円の費用が広告だとか云々とい

うことに消えていくよと、それは子供たちを入学

させる募集に協力するためなのだよという話を聞

いていたのですが、それって本来学校がやること

ではないのでしょうか。それをああいう予算付け

で説明するということは、市が替わってやってあ

げているという理解なの、それとも補助をしてい

るその中のうち、向こう側のやることの内訳がそ

ういうことなのだという理解なのか、そのどっち

なのかちょっと教えてください。 

○佐々木司企画調整課長 市が支援をしてそう

いった取組をするのではなく、学校がする取組、

学校が行う活動に対しての補助でございます。 

○栗田政男委員 それだと納得できるのだよね。

先ほどの説明聞いている限り、替わって、そこま

で詳細に言うから。じゃあ4,500万というのはそ

ういう関係の補助なので、それは学校側に聞いた

らそういう内訳だったのですという理解で理解を

したいと思いますが、すごい多額だよね。今まで

やってきていますよね。実績は上がっていません

よね。それに対する原課の考え方というのはどの

ように思っています。茂果に対する考え方。考え

てるというふうに思います。その成果に対する考

え。 

○佐々木司企画調整課長 令和４年度において、

比較的高額な補助をしております。こういった効

果につきましては、学校のほうの分析でも令和６

年度から入学者という数で表れてくるだろうと聞

いておるところでございます。 

失礼しました。令和４年度に広告を大きい規模
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で打っております。特別支援学級、特別な支援を

要するお子さんたちというのは、中学校に入った

段階、中学２年生の段階ではもう既に、あらかた

自分が進むべき道というのはもう決まっておりま

して、すぐに進路を変えるですとか、進学の道を

変えるというところには至っていないところでご

ざいます。したがいまして、今年打った広告が響

いてくるのは、今の中学１年生、２年生でありま

して、翌年すぐに入学してくる子たちには、なか

なか学校の魅力、ＰＲというところは浸透してい

ないものと伺っております。 

○栗田政男委員 説明としては納得します。ただ

し、そのとおりいくのかなというのが、非常に疑

問であります。今全国紙に、新聞か何なのでしょ

うか、そういうもの載せることが本当に効果的な

のかというと、うーんというふうに考えざるを得

ないですね。一番考えなければいけないのは、私

たちの大切な網走市の税金をそこに投下するわけ

ですよ。あれは別ですよ、財布の出どころは別に

しても基本はそういうことなのです。やはり成功

してほしいし、ちゃんとした費用対効果のあるも

のになってほしいという思いがあります。ですけ

れども、今の答えだと２年後には結果出るから見

ていてくださいという話なので、ぜひとも見させ

ていただきますし、そのとき私もしかしたら、４

月にこうなっていないかもしれないので、検証は

できますが市民としてしっかり見させていただき

たいと思います。 

そこで、非常に日体大に網走の市民の皆さんも

入りたい、うちの子供入れたいのだって言うのだ

けれども、これも以前話したのですが、やはり日

体大という学校の特質上、体育というものが一つ

壁になって、なかなか入られない状況というのが

ございます。あと費用の面でも私立の高校なの

で、全寮制ということもあるので、多少普通のそ

ういう関係の学校よりは高いということもあるの

で、その辺をクリアして何とか、空きがあるので

あれば、地元に入りたいという子たちがいっぱい

いるのであれば、網走にある施設なので、ぜひと

も網走の子供たちも入れるようなチャンネルって

つくれないものでしょうか。空きがあるのであれ

ば入れてもらって、スポーツというのは、身体的

に障害があれば別ですよ。かなりクリアできる

し、そこでプロの選手をつくるわけではないの

で、スポーツを通して、やはり心身ともに少しで

も訓練できたり、いろいろなことができるという

方向を持ってほしいのだけれども、これってでき

ないことではないと思うのですが、どうなので

しょうか。 

○佐々木司企画調整課長 日本体育大学附属高等

支援学校は国内初のスポーツに主軸を置いた高等

支援学校でございます。決して網走市内からの入

学を拒んでいるものでは全くなくて、当然市内か

ら入学した年もございますし、学校の教育方針に

合致をすれば、当然誰でも入学できるものと認識

をしております。 

○栗田政男委員 そういうことを認識していて

も、実際入られないということは、学力は下がっ

ているのか、身体的な能力が足りないのか、何な

のかはわかりません。入りたくてもそういう間口

が、それはもうはっきり言ってかなりハードルが

高いということが言われています。御存知のよう

に自閉症の方々は網走でも非常に増えています。

そういう親御さん、私も何人も友人がおります

し、身内にもそういう子がいます。そうすると、

どういうことが起きるかというと、高校に行くと

きには紋別に行ったり、中標津に行ったり、本別

に行ったり、そういう専門の学校に行かなくては

いけない。もちろん全寮制です。土日には迎えに

行って送り迎えをしなければいけない。この労力

がすごい大変なことです。並大抵ではないです。

費用なんか言ってられないぐらい、もう命がけで

本当に吹雪の日も迎えに行かなければいけない。

月曜の日に送っていかなければいけない。そうい

うことをしっかり考えたときに、せっかくそうい

う施設があって、それは学校ですから学校のルー

ルというのはあって、うちはあれというのはある

のだけれども、交渉して何とかそういう間口を広

げていただけて、ハードルを下げていただいて、

網走の子たちも入りやすい環境がつくれると、

もっと有効に、私たちの網走の学校ということが

根づいてくるのではないでしょうかね。これも聞

いてもお答えするのは難しいでしょうから、それ

は要望ということで、今後の課題としておきたい

と思います。 

もう１点、雇用の部分でもかなり雇用されてい

ると思います。そんなにたくさんではないと思う

のですが。あと費用対効果、いろいろなものを仕

入れてもらったり、御飯も作っていらっしゃいま

すし、いろいろな部分で網走に貢献していただい
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ている。当初はその先に卒業した子たちも網走

残って仕事できる環境をつくるのだなんていう話

が市長もしていたと思います。僕もそれに非常に

期待をして、例えば湖畔園地にハウスをつくっ

て、そこで野菜栽培をすることもやってもらっ

て、商売の仕事の場をつくりたいとか、そういう

夢が広がっていたのです、実はあのとき。今コロ

ナがちょっと間に入ったので、多分頓挫している

のだと思いますが、その展望というのは消えたわ

けではないのですよね。 

○佐々木司企画調整課長 農福連携の話にも絡ん

でくるかと思いますけれども、今子供たちが育て

た、委員も当然御承知かと思いますけれども、育

てたブドウから商品化がいくつかできておりま

す。将来的には支援校のほうではさらにワインの

製造などにも入っていきたい、こういった夢を

持って取り組んでおります。一つはこういったこ

とが新たな産業、雇用の場の創出にもつながって

いくのではないかと。子供たちが自分たちで育て

たブドウから作られた商品、これを商業ベースに

乗せていくことで、一つ雇用の場が生まれると

いったような期待もされるところです。もちろん

夢は捨てておりませんし、そういったことにつな

がっていけばよろしいかと考えております。 

○栗田政男委員 本当に大事なことは、それもい

ろいろなその親御さんから聞く話の中で、働く場

も欲しいよと。大手の企業でかなり雇用はしてい

ただいているのですが、なかなかやはり、危険を

伴う作業でできないとか、いろいろな障害があっ

てやめてしまう子が多いのです。その次に行く場

所がなくて、あちこち全道域探したり、今そうい

う状況らしいのです。そのように考えたときに、

やはり網走の障害を持つ子たちの親御さんも、地

元で働いたりできればすごいいいですし、みんな

親が考えているのは、私たちがまだ元気なうちは

いいよと、いなくなったとき、この子たちどう

やって生きていくのだろうと。やはりそこもきっ

ちりと私たち行政としては考えていかないと駄目

なのではないでしょうか。その一助として、ああ

いう学校がせっかくあるし、そこに網走の子たち

がもっと入りやすくなれば、いろいろな意味です

ばらしいコミュニケーションも、コミュニティー

というか、そういうものが取れるのではないかと

いう気がしてならないのです。ぜひとも本当にそ

の親の気持ちになってみると、それしかないぐら

い大変なことだと思います。だからぜひとも網走

せっかくいい施設があって、日本に１校ですか

ら、きっちりとＰＲして、自然に集まってきます

よ。集まらないのには何か原因あるのだから、そ

こもきっちり調査しないと駄目。来ないのには理

由があるのだから。それをしないでお金だけじゃ

ぶじゃぶ使って補助したからって、向こうの言い

なりになってしまうだけで、お互いに考えない

と。 

 これは何度も私言っていますけれども税金なの

ですから、きちっと使いましょうよ。みんなの命

がかかっているのだから。それで頂いているもの

なのだから、そこを何かちょっと雑に扱うところ

があるのです、市は。本当によくないと思う。

もっと真剣に考えて、金額4,000万円のお金って

大変なお金だよ。麻痺しないでしっかりやってほ

しい。これは本当に、どうしても役所ってそうい

う環境になりやすいのですけれども、ぜひとも、

常に振り返って、このお金は税金なのだからしっ

かり使おうという心構えで、原点に立ち戻って

やってほしいな。そんな気がしてなりません。 

日体大のほうは本当にそういう期待がたくさん

あります。雇用の部分でもそうすることによって

ね、まだまだたくさん、一般の方も働けるように

なるから、助かるではないですか。それがないと

若者どんどん流出してしまいますよ。ぜひとも力

を入れて、やるからには成功を出す、これが当た

り前だと。よろしくお願いします。 

以上です。 

○山田庫司郎委員長 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ありませんね。 

以上で、本日の日程であります一般会計の歳入

のうち、一般財源となる歳入と、一般会計の歳出

のうち、議会費、総務費、消防費、公債費、諸支

出金、予備費及びその他特定財源に関する歳入の

細部審査を終了いたします。 

本日はこれにて散会とします。 

再開は明日午前10時としますから、御参集願い

ます。 

大変御苦労さまでした。 

午後５時36分 散会 


